



























































プロデュース・オンライン




棒声優はネトゲで変わりたい。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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QUEST No.???

彼女のわがまま

QUEST No.001　旅立ち

QUEST No.002　ヒロインと出会え

QUEST No.003　詠唱力を高めよう

QUEST No.004　メイドさんとラブラブしよう！

QUEST No.005　頂と邂逅せよ！

QUEST No.006　水の中で演技をしよう！

QUEST No.007　恐怖を乗り越えろ！

QUEST No.008　未知の料理を作り出せ！

QUEST No.009　修羅場を乗り切れ！

QUEST No.010　魔王軍四天王を倒せ！

QUEST No.011　ライバルに勝利せよ！

エピローグ

本当に伝えたいこと




　デバッグルーム（あとがき）

















QUEST No.???









　緑がこれでもかと生おい茂しげる森の中で、高い位置まで上がった太陽の陽ひ射ざしは綺き麗れいに木こ漏もれ日びを作り上げており、その光景はまるで森林浴をするために作られたような空間だった。

　そこの一角にぽっかりと開けた広場がある。

　そこでギルド〝プレイングシアター〟のメンバーたちは森の中でクエストをしていた。

　俺──アオガは革の鎧よろいに胸や膝ひざ、肘ひじを白銀の板金で覆おおった装備に、腰こしには剣けんをぶら下げていた。足には革のブーツを履はいている。

　この《エモオン》というＶＲＭＭＯＲＰＧにおいてはスペルも武器もそこそこ使える〈シャドウナイト〉という職業だ。様々な局面で力になれるが、器用貧びん乏ぼう職の代表である。

　そして、俺の目の前にいるのは、ネーアと[image: †]どりどり[image: †]のふたり。ふたりとも俺がリーダーを務める〝プレイングシアター〟の女子メンバーだ。

　ネーアは半はん透とう明めい──メッシュ状の黒いローブを羽織り、中にはネグリジェのような服を着込んでいる。フードを後ろに垂らして、燃えるような赤あか髪がみを肩かたから背中へと流していた。

　俺の頭ひとつ分小さな身長だが、スタイルは抜ばつ群ぐんでとても目のやり場に困る。洋服を着ていてもわかるほどだった。

　彼女の職業は〈ソーサレス〉。スペル魔法を主体に使う職業である。

　もうひとりの[image: †]どりどり[image: †]──通つう称しようどりはネーアよりも少し身長が高い。グラマラスで、出ているところはしっかりと出ており、リアルでいたらモデル勧かん誘ゆう待ったなしだろう。

　彼女はビキニアーマーを着込んでおり、その背中には俺の持つ剣よりも二回りほど巨きよ大だいな斧おのを背負っている。エメラルドブルーのポニーテールは紐ひも状の飾かざりでまとめられていて、動きに合わせて揺ゆれていた。

　彼女の職業は〈アマゾネス〉であり、近接で皆みなの壁かべと突とつ破ぱの役目を担っている。

　彼女たちが、間近に迫せまっていた。

「舐なめるってなんですか？　こ、これはアオガくんの下半身を……的な話ですか!?」

「ねえ～。アオぉ。あたし、もう我が慢まんできないよぉ……」

　……聞く人が聞いたらＰＴＡに即そつ刻こく通報されそうな声で、危険な言葉を発している。

　ネーアは俺の腰に抱だき付いて、どりは俺の上半身に寄より添そっていた。

「そんなに焦あせらないでもいい。ちゃんとふたりとも相手をするよ」

　普ふ段だんなら言わないようなキザな台詞せりふ。

　だけど、男としてそう言わざるを得ない状じよう況きようだった。据すえ膳ぜん食わぬは男の恥はじとも言う。

　俺は今、ふたりに迫せまられているのだから、それにしっかり応えなければならない。

「じゃ、じゃあ腰の装備を脱ぬがさなきゃいけないですよね」

　ネーアが俺の腰の革装備に手を回し、覚おぼ束つかない手つきでそれを外そうとしてきた。

「おっと。慌あわてちゃダメだよ、ネーア。こういうことは外でやるようなものじゃない」

「えっ。外でもやるって聞きましたよ。確か、アオカ──」

「ストップ。そういうこと、女子が言っちゃいけません」

「あうあぅ。で、でも、私、アオガくんとなら……外でも、いいです……」

　くらりと来る。現実では決して言われないであろう台詞だけに、それは脳のう髄ずいの深い部分にまでぐっさりと刺ささって届いた。

　思わず抱きしめたくなる衝しよう動どうに駆かられるが、それはまだ我慢。いつものように理性で押し止とどめて、俺はネーアの腰に手を回す。

「はしたないことを言うものじゃないよ、子こ猫ねこちゃん。俺たちが行くのは宿屋なんだから」

「は、はい……。アオガくんが言うなら、喜んで……」

　こくりと頷うなずくネーア。……まさか頷くとは思わなかった。

「アオぉ。寂さびしいよぉ」

「ああ、待たせてごめんね。どり」

　上半身を寄せてくる、どりの肩を優しく抱き寄せる。

「えへへぇ。こうしてくっついてると温かくて、気持ちいいよぉ」

　そして、どりはその手を俺の下半身へと伸のばした。要するに、俺の股こ間かんへ。

「これ、中にほしいなぁ」

　いい加減、理性が崩ほう壊かいしてきそうだった。そして、ツッコみたい。エロい意味ではなく。

「ここではできないよ。宿屋に戻もどらないと」

「え～。もう、あたし、待ちきれないよぉ」

　俺の下半身に伸びる手の力はますます強まっていく。

「だから、宿屋に戻ってからね」

「やだぁ。これ、ほしい。ここでくれなきゃヤダ！」

「……どり？」

「ここでやろうよぉ。絶対気持ちいいからぁ」

　どりがしな垂れかかってくる。ドサッと音を立てて柔やわらかな草の上に押し倒たおされた。

　倒れた俺の右半身に身体からだを擦こすりつけてくるどり。

　まずい。これは台本にまったくないぞ！　完全にアドリブだ。

「お、おい。どり。お前、まさかトランスして──」

「えへへ。ほら、アオぉ。脱いで脱いでぇ」

「脱がそうとしないように」

　注意してもどりの力は緩ゆるまない。彼女の力は、この世界では俺の腕わん力りよくを凌りよう駕がする。女の子に無理矢理、襲おそわれているような感覚になって恥ち辱じよく的な気持ちが湧わき上がってきた。

「どりさん、抜ぬけ駆がけはズルいです！　私もアオカ──」

「ネーア。それセクハラ判定喰くらうからね!?」

「わ、私もー！」

　俺の左半身に身を寄せるネーア。

　もう何が何だか。なぜ、ふたりしてこんな発情期でも迎むかえたように盛さかっているのか。

「三人して、楽しそー☆　高校生としてけしからんなー♪」

「そう言いつつもお前さんもしっかりと録画してるんだから鬼おにだよな」

　俺たちの周囲、すぐ近めのところから、茶化すような声が聞こえてくる。

　ふたりの少女がしゃがみながら、じっとこちらを観察していた。

「あ、お気になさらずー。いい感じに編集しておくね♪　これなら百万再生いけるぞー」

　先ほどから小さな水すい晶しよう玉だまを通して、こちらを見通しているのはpeaches──通称ピーチズ。〈ヒーラー〉という回復役の職業であり、すらっとした身体に白い祭服を纏まとっている。ズケットを被かぶり、そこから零こぼれた桃もも色いろの髪を肩まで伸ばしている。

　絶えずニッコリとしており、その仕草はわざとらしいほど女の子らしい。普段のどりに言わせると、ぶりっ子でイラッとするらしいが。

「アオガ、頑がん張ばれよー。精力増強剤ざい、渡わたしたほうがいいか～？」

　気楽そうに手を振ふっているのはヴィジル──通称ジルだ。

　小さな身体で、こちらはどりと違ちがって完全にぺったんこと、需じゆ要ようを正しく満たしている。

　俺と同じく軽装の部類ではあるが、さらに薄うすい。腰や肩に巻いたベルトには何本ものナイフが括くくり付けられていた。盗とう賊ぞくのような出いで立ちと言えばわかるだろうか。スカーフで口元を隠かくしているのも、盗賊らしさを際立たせている。右目を隠している眼帯は趣しゆ味みらしい。職業は〈シーフ〉であり、弓を扱あつかうこともできる、サポート職だ。

　黒い髪をツインテールにして、楽しそうにこちらを見つめていた。

　ピーチズもジルも、同じくギルドメンバーだ。

「ねえ、アオガくん。我慢しなくていいんですよ？」

「ほらぁ、アオぉ。早くぅ。あたしの中をいっぱいにしてよぉ」

　完全に身体を押さえられて身動きが取れない。

　ふたりの顔が迫り、俺の装備が剝はぎ取られつつある。

　この絶望的な状況から、どうやって打破するのか？

　そんなの決まってる。

「ええい！　いい加減に台本通り、演技を進めろー！」

　俺はクエストを諦あきらめた。




　これは《エモーショナルオンライン》というゲームの中。

　俺たちのギルド、〝プレイングシアター〟の目的はゲームを楽しむこと……だったのだが、いつの間にか目的が変わりつつあった。

　演技力を高める、その一点に。




　これは、その氷山日常の一角一コマである。








彼女のわがまま









　演技している時は、とても楽しかった。すべてが輝かがやいていたと思うぐらいに。

　だけど、その輝きが消えるのに時間はかからなかった。

　テレビで放映された時、すべて嘲ちよう笑しようと愕がく然ぜんと絶句で支配されていたからだ。

　これだけの蔑べつ称しようを人に叩たたきつけることができるんだ──と感心して笑ってしまうまで追い詰つめられた。声優としての私の評価は最悪だったと言っていい。

　それでもプロとして、仕事はしなくちゃいけなくて。

　現場での目を気にしながら、すべてが終わった時、精も根も尽つき果はてていた。

　アニメの評価も売上も散々で、大失敗で幕を閉じている。皆は私のせいじゃないと慰なぐさめてくれたけど、大いに責任を感じてしまった。

　それからも事務所の力なのか何なのか、私の仕事はなぜか尽きない。だけど、何回やっても評価は変わらず、出演したアニメは売れてくれないのに、だ。

　そんなことを繰くり返して、精神的なストレスのせいか、ある日突とつ然ぜん、声が出なくなった。

　私はアナウンスを出すこともなく、休養することになる。レッスンを受けることもできずに、塞ふさぎ込みがちになるのを自覚しながらも何もできない。

　それでも──心が完全に折れることはなかった。

『すごく楽しそうな声に救われた思いです。ありがとうございます！』

　と、毎週一通だけファンレターが届いたからだ。

　ファンレターはこの少年らしき子だけが送ってくれていた。

　これでもかという美び辞じ麗れい句くの並んだファンレター。

　そんなの噓うそだと思いつつも、お世辞だと思いつつも、心がほんわかと温かくなった。

　毎日のように泣いて帰ってきては、溜たまっていく手紙を読んでやっぱり泣いて。

　この手紙がなかったら、とっくのとうに道半ばで諦め、声優を辞めていただろう。

『あなたの声に励はげまされて、いつも元気が出てきます』

　むしろ、励まされて、元気が出てくるのはこっちなんだよ、と伝えたかった。

　個人的に手紙を返すことは事務所の都合でできなかったけど。もしかしたら会えるかもしれないと、私は自分でも驚おどろくぐらい積極的になって、親に初めてのわがままを言った。








QUEST No.001　旅立ち









「炎ほのおの精せい霊れいよ──其それは焰えん光こうなりて、現世に力を齎もたらさん。〈バーニングサークル〉」

　俺が詠えい唱しようを流りゆう暢ちように口にすると、組み立てられた煉れん瓦がの窪くぼみに小さな炎が生まれる。

　炎は木に燃え移り、それを媒ばい介かいして少しずつ大きくなっていった。

　煌こう々こうと燃える炎の上に、火の四よ隅すみを囲うように盛り上げられた土に鉄板を置く。

　しばらく温めておいてから、肉をその上に載のせて炙あぶっていった。ジュウジュウと音を立て脂あぶらが染みだし蒸発しながら、エフェクトじみた煙けむりが厨ちゆう房ぼうに立ち籠こめていく。

《エモーショナルオンライン》。ゲームの中ということもあって、煙で咳せき込むようなこともないし、炎の熱さが伝わってくることもない。

「アオー！　双そう頭とう竜りゆうのステーキ、二丁追加ー！　さくさくっと急いでねー！」

　どりがこちらに向かって叫さけんでくる。白銀のビキニアーマーをがしゃがしゃと小気味よく鳴らし、エメラルドブルーのポニーテールを揺ゆらしていた。

「〈ステップダンス〉」

　彼女はスキルを利用し、足を素早く動かす。踊おどるようにテーブルとテーブルの隙すき間まを縫ぬって食事を提供していった。いつもながらどりの身体のキレは惚ほれ惚ぼれするものがある。

「了りよう解かい、どり。五分であがる」

「アオガー！　野菜の盛り合わせ追加でーす♪　早めにくれると嬉うれしいなっ！」

　今度は別の少女──ピーチズからの注文だ。司祭のようなローブに身を包み、桃色のセミロングをふぁさっと可か憐れんに揺らしながら、テーブルの横については注文を取っている。

「水の精霊よ──源泉なる安息を、精なる応を与あたえん。〈バイタルグラス〉。はい、完成」

　テーブルに置かれた水に、光の粒りゆう子しが吸い込まれていった。回復スペルの付ふ与よだ。この水を飲むだけでたちまち生命力が回復するだろう。

「やれやれ。アタイたちの人使いが荒あらいよな。あのふたりも」

　俺のすぐ隣となりで溜ため息いきを吐つくのはジルだ。右目の黒眼帯を見せながら仕方なさそうに笑う。

「ジル。お前も皿洗い、しっかりやってくれよ」

「わかってんよ。水の精霊よ──空なる間にて、源を繫つなぎて水と替かえよ。〈ウォーター〉。並びにスキル、〈サウザンドレギオン〉」

　精霊から水を流しながら、千本の腕が残像で見えるほど素早く動かし、皿を洗い始めた。スペルとスキルの併へい用ようによって、脂や食べかすのついた皿が見る見る綺き麗れいになっていく。

「うちのギルドはホント、慌あわただしいねぇ」

「いつものことだろ。とにもかくにも俺たちはこのクエストを成功させるために全力で動くだけだ。今のところ、上手うまくいってるしな」

「今のところはねぇ。ここからどうなるかな？」

　厨房には俺とジル。食堂側にはどりとピーチズと、そして、もうひとり……。

「ちゅ、注文を繰り返、します」

　魔ま法ほう使つかいの黒いローブに身を包んだネーアがいた。ローブの後ろに垂らされた真っ赤な髪かみが、身体からだの震ふるえと一いつ緒しよになって小さく揺れている。

「オーガ肉のソテー、冷菜を添そえてと、狼おおかみ肉のシチュー、れすね」

　瞬しゆん間かん、彼女のネームの上に『ペナルティ　Ｃ』という文字がしばらくの間、表示される。

「はうっ！」

「ははは。嚙かんじゃったねー」「ペナルティＣなんてよくあるよ」「取り返してみなよー」

　周囲の客たちも微笑ほほえましくなったのか大笑いし、ネーアはさらに縮こまった。

「アオガ、くん。オーガ肉のソテー、温菜を添えてと、狼のシチューを、おねがい、します！」

　また彼女に『ペナルティ　Ｃ』という文字が表示され、少しして消える。

「あうあう……」

「了解。落ち着いて！　オーガ肉のソテー、冷菜を添えてと狼肉のシチューね！」

　どうにか注文内容をフォロー。この程度の間ま違ちがいであれば、まったく問題ない。

「あ、ありがとうございます……！」

　注文を伝えた彼女は、客の去ったテーブルの皿を片付けようとそちらに向かって走った。

「ネーア！　急に走ったりしたら危な──」

　俺が注意を言い終わる前に彼女は椅い子すの脚あしに足を引っかけ、盛大にすっころんだ。

　無む慈じ悲ひに『ペナルティ　Ｂ』の文字が表示される。

「落ち着いて！　深呼吸！　どりとピーチズはネーアをフォロー！」

「わかったー。ほらほら、ネーア、しっかり」

「ネーアちゃん、だいじょうぶ～？　このピーチズがサポートしてあげるからねっ！　もう安心だよっ！」

　すると、三人の間に『リワード　Ｃ』という文字が表示される。

「ふふふ、アオガはそつがないよねぇ」

「ジルには負けるよ」

「にしてもさ。不自然な行動を取ったら、ペナルティを喰くらっちまうゲームって厳しいよな。逆にらしい行動を取れば加点されるってのはあるけどよ」

「クエスト報ほう酬しゆうを増やすためには、この世界の人間になりきる必要があるってことだな。まあ、嚙むとペナルティってのは厳しい制限だなって気がするけど」

　すると、ふたりの間に『コーション』と表示される。これは注意だ。

　僅わずかに世界観にそぐわない台詞せりふだと認識されたらしい。これはゲームのペナルティについて語っていることがよくなかったのだろう。

　クエスト中に、現実のテストや現実の学校の話をすると注意が喚かん起きされ、それを無視し続けると大きなペナルティを喰らう。クエスト中は世界の住人になりきる必要があった。

　それが《エモーショナルオンライン》。演技やなりきりを重視する異色のＭＭＯＲＰＧだ。

「おっと。アタイも仕事に集中しねーとなっ」

　ジルが水場に視線を戻もどして、皿洗いに注力する。

「俺も火勢が弱まってきたな……。炎の精霊よ──其は焰光なりて、現世に力を齎さん。〈バーニングサークル〉」

　肉を焼きながら、俺は少し周囲を見み渡わたした。厨房とは言いつつも屋根がなく、ここは青空の下に設置された食堂だ。厨房側からは客の座る多数のテーブルの向こうに海を見渡せる。はち切れんばかりのオーシャンブルーで、それだけでも目が癒いやされそうだった。

　この世界は現実ではない仮想の空間だというのに……いや、だからこそか。

　人の血と汗あせと努力の結けつ晶しようとなるＭＭＯＲＰＧの《エモーショナルオンライン》──通つう称しよう《エモオン》。その幻げん想そう的とも言える風ふう光こう明めい媚びな風景に、目を奪うばわれてしまう。

　ところが、すべてが現実と同じ……とはいかない。神経を通る電気信号の送信はできても、ゲームから脳への情報受信に関しては発展途と上じようだ。味覚、嗅きゆう覚かく、触しよつ覚かくは相当擬ぎ似じ的にエミュレート模倣しているらしい。フレーバーや香こう料りようだけで果物の風味を出すようなものだという。現在、最優先でアップデートし、少しずつ改善されているポイントだった。

　また、これは痛覚というものをフィードバックさせないために必要な措そ置ちではある。その辺りの区別をつけるのがとても困難なのだという。

　不完全な現実世界の偽にせ物もの。口さがない批評者は、そう評価する。

　とは言っても、俺や、プレイしている皆みなはそんな評価など気にならない。

　ただただ、この世界が好きだからだ。好きな理由は色々あるけど、自由ってのが大きい。

「ラスト十食！」

　そんな俺たちのクエストも制限時間が近づいてくる。全員がラストスパートだ。

　俺は注文された食事を一心不乱に作り、ジルはまたも腕うでを千本に見えるほど速く動かし、目に見えないほどの速度で皿を洗っている。

　ネーアも、どりとピーチズにフォローされながら必死に頑がん張ばっている。

　俺も最後の一食を作り、ジルも皿洗いを高速でこなしていた。

『終しゆう了りようでーす』

　この青空食堂の主である妙みよう齢れいの女性ＮＰＣが、若干機械じみた音声で終了を宣言。

『ありがとうございました！　完かん璧ぺき、とは言えませんが、とてもよかったです』

　台詞内容から察するにクエストは成功、Ａ判定のようだ。Ｓ判定以上には及およばなかったが、充じゆう分ぶんな成果だろう。

『では、報酬をお受け取りください！』

　大きく膨ふくらんだ麻あさ袋ぶくろを渡わたされる。重さはないけど、振ふるとじゃらじゃらと音がした。

「やったー！　終わったー！」

「終わったよー♪　やったね☆」

「あ、ありがとうね。どりさん、ピーチズさん……」

　ネーアがサポートしてもらったふたりにぺこぺこ頭を下げている。

　どりとピーチズは仕方なさそうに笑った。

「いいっていいって。困った時はお互たがい様だしねー」

「次に頑張ればいいよっ。今日のサポート料は五万ルブルでいいかなっ♪」

「ええーっ！　ピーチズさん、お金取るんですか……」

「冗じよう談だんぴょん♪　ほら。昔、お店の人がお釣つり三十円を三十万円とか言うみたいな～？」

「ピーチズー。それ、つまり五円払はらえってこと？」

「違ちがうもーん。どりちゃん。もう説明が面めん倒どうになっちゃったー☆　冗談の説明させるとか、ホントやめてー♪　ピーチズ、恥ち辱じよくで死んじゃうー☆」

「と、ともかく、ありがとうございます。ピーチズさん、どりさん」

　それを見て、少し感かん慨がい深くなった。

「おや、アオガ。そんな少女をストーキングするような顔をして、どうしたんだい」

「ジルにはそんな顔に見えてるのかよ！　してないよ、そんな顔！」

「それじゃあ、まるで車の中にいたいけな少女を連れ込みそうな顔ってところでどうだい」

「どうだいじゃないよ！　俺は免めん許きよも持ってないのに！」

「お前さんも冗談が通じないね」

「ジルの冗談は冗談に聞こえない……。冗談ならマジトーンで言うなよ。俺はただネーアが随ずい分ぶんと馴な染じんだなって思っただけだよ。声も結構、出せるようになったし」

「まだ嚙むのはご愛あい敬きようってところだけど。君が拾ってきてからもう結構経たつからね」

「拾ってきたとか犬や猫ねこじゃあるまいし」

「間違ってはいないだろう。まるで捨て猫を拾ってきたみたいだったし」

　ネーアがこの世界でモンスターに襲おそわれそうだったところを助けて以来、妙みように懐なつかれ、うちの〝プレイングシアター〟に入ってからも、なんだかんだと皆で仲良くやっている。

「あ、アオガくん……。今日は、どうでしたか？」

　ネーアが俺に近寄って、不安半分期待半分の上うわ目め遣づかいで尋たずねてきた。

「少し嚙んだのはやっぱりマイナスだけど」

「はうっ」

「でも、このクエストがようやくＢ判定からＡ判定になったから充分だよ。お疲つかれ様」

「よ、よかったです！」

　彼女がホッとしたように胸を撫なで下ろす。

「五人用のクエストだからね。ネーアが入ってくれて、ようやくできるようになったよ」

「お、お役に立てて光栄です……」

　一度頭を下げたあと、まだチラチラとこちらを見てくる。

　どうやらまだ話があるらしい。言いにくい話題なのだろうか。

「どうかした？　何か話がありそうだけど」

「わ、わかるんですか？」

　ビックリとした表情で目をぱちくりとさせている。

「まあ、ネーアは顔に出やすいから」

「はうう……。じ、実は……あ、あのですね。その、ご相談があって」

「相談？」

「現実でのお話になっちゃうんですけど……」

「クエストは終わったから、ここでもいいけど……一いつ旦たん俺たちの拠きよ点てんに戻ろうか」

　ネーアは緊きん張ちようした面持ちでこくりと頷うなずいた。




〝プレイングシアター〟が根城にしている、エンジュの街の宿屋。ここが俺たちの今の拠点だ。ギルドホームが欲しいところではあるが、それにはまだまだ金が足りない。

　俺は今日の戦利品を整理してから、ネーアの部屋に招き入れられた。

　机にベッドが備え付けられただけの簡素な部屋。エンジュの街の宿では標準的な部屋で改造もされていない。五畳じよう半程度しかない部屋に、ベッドまで置かれていることもあって、ふたりだと狭せまくて必然的にお互いが近くなる。もっともシングルの部屋だから仕方ないのだけど。ネーアのプライベートの部屋でもあるしな。入ったのは実は俺も初めてだ。

「ど、どうぞ……」

　勧すすめられて丸椅子に座った。

　すぐ傍そばにネーアがいるという状じよう況きように、少しだけドキドキする。システム的には相手の体温など感じ取れないはずだが、それでも女の子とふたりきりという状況に身体からだが熱くなっていく感覚があった。可愛かわいらしい唇くちびるに、どうしても視線が引き寄せられてしまう。

「それで相談なんですけど……」

「あっ、うん」

　それにしても、こうしてネーアが相談を持ちかけてくれるようになるなど、最初の頃ころからは考えづらく俺としては非常に嬉うれしい。

「私、転校するんです……」

　が、相談内容は、俺が思い描えがいたものとは違っていた。こう来たか。

「諸事情で学校に通ってなかったんですけど、環かん境きようを変えるためにって転校を……」

　学校に通っていなかったことなども初めて知った。いや、ログイン時間とかを鑑かんがみるに変わってるな、とは思ってたけど。幾いくつか知っていることはあるが、住んでる場所や本名、歳としも含ふくめて聞いていない。根ね掘ほり葉は掘ほり聞くのはネトゲに於おいてはマナー違い反はんだからだ。

　仮にギルド仲間であっても、現実のことは何も知らないなどよくある話である。どりとピーチズは現実でも知り合いだけど、ジルは完全な他人だしな。

「えーと。それで転校がどうしたの？」

　生あい憎にくと俺は転校したことがない。ちゃんと相談に乗ることができるだろうか。

「怖こわいんです。転校先で、皆が受け容いれてくれなかったらって……」

　ネーアが俺の袖そでをきゅっと握にぎる。不安そうに、怯おびえるように。

　まるで大型の肉にく食しよく獣じゆうから身を潜ひそめている小動物のようだった。

　これは俺の勝手な想像でしかないが。

　彼女が引きこもりの女の子で学校に行くともなれば、それは怖いに決まってる。

　例えば風邪かぜを引いて、二日三日休んだ時、学校に行くと不安な気持ちになることが確かにある。それが長期に亘わたれば、なおさら顕けん著ちよになるだろう。

　勉強が置いていかれていないかとか、自分のいないところで何か新しいことが始まっていないかとか。単純に比ひ較かくはできないが、彼女の不安は朧おぼろ気げに理解はできる。

　でも──俺は元気づけるように、彼女の手に自分の手を重ねた。

「ネーアなら大だい丈じよう夫ぶだよ」

「そ、そうですか？」

「俺たちとだって仲良くなれたんだし」

「で、でも、それはアオガくんたちが特別優しくて……」

「俺たちは特別優しいわけじゃないよ。ネーアが一いつ生しよう懸けん命めいにやってるから、それを応おう援えんしたくなっただけだからさ。他の皆だって同じだし、ネーアに優しい人がいるはずだ」

「……アオガくん」

「転校先の人たちも、普ふ通つうに接してればちゃんと俺たちみたいにネーアと接するはずだよ。それでも不安なら……ＬＩＮＥのＩＤ、教えておくよ」

　少し迷ったが、この気持ちに下心はない。純じゆん粋すいにネーアが気になるだけである。

　そもそもネーアが現実では男という可能性だってあるのだ。

　だから、これは別に下心で言うわけではない。

「何かあったら連れん絡らくをくれれば、愚ぐ痴ちとか不安とかすぐに聞いてあげられるからさ」

　するとネーアは、はにかむように小さく微笑ほほえむ。

「あ、ありがとう、ございます」

　彼女が仲間になって早一ヶ月。

　初めて見るタイプの笑顔で、ゲーム内だというのに、俺は正直見み惚とれてしまった。








QUEST No.002　ヒロインと出会え









「おーっす！」

　大声で教室に入ると、クラスの皆みなが一いつ斉せいに俺の方へと振り向いた。

「なんだ、長なが尾おか。おはよう」「相変わらず声でけぇな」「今日の放送も期待してんぞー」

「おう、任せろ。抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうか感かん涙るいさせてやるから覚かく悟ごしとけよ」

　教室の時計は八時半と少し前。すでに八割方の生徒が登校しており、グループで固まって他愛もない会話に花を咲さかせていた。

「昨日の代表のシュート、すごかったよなぁ」「送った動画見た？　すっごく面白くなかった？」「あのアニメ、相変わらずひどい棒の声優がいてさ」「ねみぃ。学校終われ」

　それぞれの趣しゆ味みが見えるようだった。高こう尚しような話などまったくなく、このぬるさがうちの学校のいいところだろうな。進学校だったら俺も自由にできていないし。

　そんな風に浸ひたっていると、後ろからぐいぐいと背中を押される。

「アオ、早く入ってよ。あたしが入れないじゃない」

　肩かたから背後を見ると、誰だれもいない。

　そのまま下に視線を逸そらすと、小学生のような身体の少女──幼なじみの柿かき崎ざき翠みどりがくりくりとした目を大きく開きながら、頰ほおを膨ふくらませていた。

　ポニーテールの結び目が丁度よく見える。長く青い紐ひもで結ばれた髪かみは艶つややかで、まるで絹糸のようだった。相変わらずキューティクルが整っていて、風ふ呂ろ上がりなどによく触さわらせてもらってて、癖くせになる触り心地だ。

　昔から小さかったが、小学生の頃から変わっていない。

「おう、わりぃ」

「アオにはもう少し周りを見てほしいな」

「一いつ緒しよに登校してる時はちゃんと周り見てただろ」

「全然見てないよ。今日も一緒に登校してたのに、赤信号を渡わたりそうだったでしょ」

「いやー、車いなかったし」

「絶対ダメだからね。あたしの目が黒い内は信号無視とか足踏ふんででもさせないから」

　聞き慣れた苦言を言われる。俺以外にはここまで厳しくないのに。まるで親の如ごときである。まあ、うちは親が温ぬるいから翠から見ると危なっかしいのだろうな。

「柿崎も夫の世話、大変だな」

「はいはい」

　クラスメイトの冗じよう談だんにも照れずに受け流す。昔は照れまくっていたが、最近は堂に入っていた。俺も言われ慣れてるので、適当にいなしてるけど。実際、そんな仲ではない。

「柿崎っていいよなぁ、おれっちもロリ嫁よめほしい」

　その瞬しゆん間かん──。




「ロリじゃにゃい！」




　翠が怒ど髪はつ天を衝つく。小さいとかロリとか小学生みたいといった言葉は翠に対して御ご法はつ度とである。禁句である。天下無敵にＮＧワードである。

　一気に怒いかりが沸ふつ騰とうしたせいか鬼おにのように目が吊つり上がり、呂ろ律れつまで回らなくなっていた。

　まるで怒おこった猫のように両手で爪つめを立て、威い嚇かくのポーズになる。

「どーどー！　落ち着け翠。お前は小さくない。まだ成長期、成長期だから」

　後ろから抱だきついて、襲いかかるのを止める。

「ふーっ……ふーっ……！」

　しかし、怒りは収まらないようで未いまだに俺の腕うでの中で暴れている。猛もう獣じゆうか。

「……長尾も嫁の世話大変だな」

「猫ねこみたいで楽しいけどな。可愛いし」

　暴れ猫を宥なだめつつ、俺は翠をぬいぐるみのように抱きかかえながら自分の席へと向かう。真ん中列の最後方だ。翠を抱いたまま座って、膝ひざの上にちょこんと乗せた。

「むー」

　翠の方もようやく機き嫌げんが直ったのか、俺の膝上で大人しくなっている。普ふ段だんから俺の膝の上だと、こうして落ち着くらしい。

「おはよう、蒼あお影かげ、翠。相変わらずふたりしてベタベタしてるな」

　俺の隣となりに座るのは甘あま粕かす桃もも華かだ。

　黒いセミロングの髪は彼女らしく綺き麗れいに整えられていた。眼鏡の奥に見える切れ長の鋭するどい目。美人か可愛いかで言ったら、少々悩なやんで美人に分類されるだろう。

「仲がいいのはいいんだが、それよりも動画にできるいいネタはないか？　中高生がジャブジャブ課金したくなるような」

　これで性格がこんなやつじゃなければ完かん璧ぺきなのだけどなぁ。

「朝一番それかよ、桃華……。あとジャブジャブ課金ってお前」

「何なら蒼影、お前がお金をくれてもいい。一口百万円で十口から」

「どこの財ざい閥ばつの株だ、お前!?　絶対、見返りねーだろ！」

「ウチは再生数、稼かせぐために必死なのだ。プレイ動画も歌ってみたも踊おどってみたも少し伸のび悩んでいるしな。二ヶ月前はいい収入だったのに。愚ぐ民みんどもは貢みつぐこともできんのか」

「……聞かなかったことにしておくよ」

　桃華は時折、動画投とう稿こうサイトに自分で録とって編集した映像をアップしている。それで結構、金も稼いでいるらしい。額は聞いたことないけど。これでクラスの委員長を務めているんだから、うちのクラスは平和だ。

「お前も大変だな……。こっちも昼のためにネタは集めてるんだぞ」

　そして、もうひとりが二本の指を振ふってこちらにアピールをしてくる。

「ちーっす。蒼影。翠ちゃんも」

「黒こく夜やか。相変わらず悪そうな顔してるな」

　俺の前に座る新し発ば田た黒夜。俺よりも少し背が高く、ちょっと羨うらやましい。そして、どこからどう見てもイケメンで神の不公平さを感じる。穏おん和わな表情でいつものほほんとしているが、それが妙みように悪わる巧だくみをしているようにしか見えない。

　これはドラマを見過ぎて深読みをする癖がついてしまっているからかもしれないが。

「ひどいなぁ？　ただ、僕も相当クズだとは自覚してるけど、桃華には負けるかなぁ」

「褒ほめ言葉だな、黒夜。ウチにお金を投資する権利をやろう。広告チケットあるだろ」

「家に持ち帰って前向きに善処しておくよ」

　絶対に使うつもりがない台詞せりふだ。

「ほどほどにしておけよ、お前ら」

　俺はスマホを取り出し、無線接続のイヤホンを繫つないで、音楽ファイルを再生する。音楽ファイルと言っても、中身は音声データだけど。

「機嫌よさそうに何を聞いてるのよ」

　膝上に座ったまま翠が聞いてくる。桃華、黒夜もなぜかこちらを注視していた。

「ん？　まあ、なんてーの。俺の心を癒いやしてくれる天使の声だよ」

『ラブコメゲーム』と呼ばれる深夜アニメの音声データを編集したものである。うちにはアニメの録画機器がないものだから、音声をスマホのレコーダーで外部録音したものだ。

「は？」

　どりが俺の膝ひざ椅い子すから降りた。俺の顔を見ながら、身体からだごと首を傾かしげる。

「兎と沢ざわ響ひびきって、声優がいるだろ？」

「知らないわよ。あたし、アニメは見ないから、あの女は知ってるけど……」

　そっかー。残念だなー。この天使の声を知らないなんて。人生全部損してるなー。

「兎沢響は中学生の頃ころにデビューしたんだけど、一いつ旦たん、声優活動をやめちゃった子なんだよ。ところがつい最近、電でん撃げき的に復活したのだ！」

「あ、ふーん……」

「聴きくか？　いや、聴け。この思いを共有しようじゃないか！」

　イヤホンを翠に差し出し、一緒にそのエンジェルボイスを聴く。

『ひゃアアあアあアアアアあアあアアあ！　せンパイ、だイジょウぶデスカ！』

「棒じゃないの！」

「棒じゃねぇ!!　いや、棒だけど、この声は良い棒なんだよ！」

「棒に良いも悪いもないわよ！」

「あるんだよなぁ」

　まったく。わかってないやつは、これだから困る。

「なんで、この天使声のよさがわからないんだよ。耳が腐くさってんのか？」

「耳が腐ふ敗はいして鼓こ膜まくが溶とけてるのはあんたでしょ！　どこをどう聞いても棒じゃない！」

「だから棒じゃねぇって言ってんだろ！」

「どれどれ。ウチにも聞かせてみろ」

　桃華がイヤホンを横からひったくる。

『センぱーイ！　オニモつ、モッてキマしタヨー』

「棒だな。棒と形容するより他にない」

「桃華まで！　なぜわからない！　くそっ！」

「蒼影が常人には及およびもつかない上級者ってことはわかった。慰い謝しや料りようは勘かん弁べんしておこう」

　桃華が珍めずらしく及び腰ごしになっていると、入れ替かわるように黒夜もイヤホンを取る。

『ちょっと蒼影ー！　あんた、勉強終わったの？』『ちょ、母さん！　録音中だから！』

「……随ずい分ぶんとおばさん臭くさい声優さんだね。あと蒼影に似てる声優さんの声も聞こえたよ」

「それ俺のお袋ふくろだから！　俺の声も入ってるよ！　外部録音だからしゃーねーだろ！」

「しかし、兎沢響は懐なつかしい名前だね。……再デビューでの評価は変わらず棒だけど」

「だーかーらー！　棒じゃねぇって！」

　聴いているだけで癒される、この声のよさがなぜわからないのか。

　……確かにデビューしたての頃の、楽しさに溢あふれた声が薄うすれているのだけど。どうしてなんだろうな。今の声も好きだけど、昔のようながむしゃらさを声からは感じない。

「あー。こんな子が俺の放送で、相方になってくれればなー」

　そんな夢想をしていると、ホームルームの本ほん鈴れいが鳴り、クラスメイトたちが席に着く。

　十秒もしないうちにうちの担任である朝あさ倉くら山やま吹ぶき先生が扉とびらを勢いよく開けて入ってくる。教師だというのに、髪はぼさぼさでとてもだらしないし、パンツの後ろポケットにスキットルが入っている。化け粧しようっ気など何もない。だが、これでもれっきとした社会人であり、担任の先生だった。スキットルに入っているのはきっとジュースか何かなのだろう。うん。

「ホームルーム始めるぞー。その前に転校生の紹しよう介かいだ」

　先生の怠だるそうな声とは、逆に俄にわかに教室が活気だつ。

　しかし、先生はすぐにニコッと笑い、

「うっせんだよ！　腐ったミカンになりてーのか？　[image: ]!?　それとも潰つぶれたミカンか？」

　すぐにクラスメイトたちを黙だまらせた。

　朝倉先生は怠そうにしているが、すぐにキレる。そして、毒舌だ。手もすぐに出る。昨今、チョークを本気で投げてくるのは、この人ぐらいではなかろうか。

「はい。じゃあ、入ってこーい」

　扉がゆっくりとスライドする。

　そこから入ってきたのは髪の長い綺麗な女の子だった。まるで絹糸のように細く、歩くたびに波が立つように控ひかえめに揺ゆらめく。

　歩き方が妙に艶なまめかしいのは、豊満な体つきのせいもあるだろう。外を出歩いたことがないような白い肌はだと、自信なさげな目つきが庇ひ護ご欲よくを搔かき立ててくる。顔の作りが人形のようで可愛かわいらしく、男子たちも女子たちも、目を奪うばわれたように見み惚とれていた。

「ほら。名前書いて」

　先生が黒板をコンコンと叩たたくと、その女の子はこくりと頷うなずき、チョークを持った。

『宇う佐さ美み　朱あか音ね』

　黒板に丸っこい文字で書かれたのは、そんな名前だ。

　書き終わると、丁てい寧ねいにちょこんとお辞じ儀ぎする。

　しかし、さっきからまったく喋しやべらないな。うんともすんともひゃんとも言わない。

「もしかして、声が出ないの？」

　立ち上がって率先的に尋たずねると、宇佐美さんはビクリと身体を震ふるわせた。

「長尾ー。ビビらせるの禁止ー」

「えーっ!?　いやいやいや！　話、聞いただけじゃないですか！」

「ビビってんだから弁わきまえろ！　将来、結けつ婚こん詐さ欺ぎしそうな雰ふん囲い気きを醸かもし出してるからだ」

「それが教師の言うことですか!?」

　しかし事実、彼女は教きよう卓たくの後ろにしゃがみ、手を教卓の上にちょこんと乗せて顔を半分だけ出してこちらを窺うかがっている。本当にビビってしまっているらしい。ショックだ……。

「長尾の言う通り、今はちょっと喉のどをやってる。あまり無理に喋らせないように。質問コーナーは全部、イエスかノーで答えられる形でやっておけよ。筆談とかな」

　すっかり怯おびえてしまった宇佐美さんだったが、ゆっくりと立ち上がり、クラスメイトに向かって深々と一礼する。

「よろしくお願いします」

　それは、ほんの小さな声。ただただ、『よろしくお願いします』と言っただけだ。

　蚊かの鳴くような声だったが、俺の耳はしっかりと聞き取ったぞ。とても綺麗な声だった。

　耳に残るのではなく、脳のう髄ずいに刻み込まれるような、それほどまでに痺しびれてしまった。

　聞き覚えのある理想の声を聞いた時のように、背筋がぞくりとしたほどだ。

　ようやく見つけた。

　俺には決して出すことのできない、大勢の人を魅み了りようできる天てん賦ぷの声を持つ女の子を。




　ホームルーム後。転校生のお約束とも言える質問コーナーは盛せい況きようだった。宇佐美さんはクラスメイトたちに囲まれながら、おっかなびっくりな仕草をしつつ、皆みなを見み渡わたしている。

「ねえねえ。どこから来たの？　わりと近くから？」

　ふるふる。どうやら遠い場所かららしい。

「スポーツって苦手ですの？」

　こくこく。なんとなく苦手そうなイメージがあったけど、その通りらしい。

「じゃあ、見るのは好き？」

　ふるふる。全体的にスポーツとは縁えんが遠そうだな。

「料理とかやるの～？」

　躊躇ためらいがちにふるふる。この振り方は、基本的にはやらないというところかな。

「じゃあ、次は──」

　頷きと首振りで返す宇佐美さんは小動物のようで、見ていてとても癒された。

　女子とはＬＩＮＥの交こう換かんもしており、それでメッセージのやり取りをしている者もいる。

「あたしも朱音ちゃんとＬＩＮＥ交換しちゃった」

　質問スペースから戻もどってきた翠が両手でスマホを持ち、口を隠かくしながら言ってきた。いつの間にかちゃん付け呼びである。女子は手が早いぜ。

「アニメとか見る？」

　そんな間にも質問は続くが、男子が言った何気ない質問に彼女は石像のように固まった。頷かないし、首を振るでもなく、どう動かしたものか戸と惑まどっている。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだよ。うちのクラス、オタ叩きとかしないし」「オープンにしてるの、多いもんね」「というか、結構アニメオタクいるよね。長尾に新発田もそうでしょ」

「俺はオタクを名乗れるほど見てるかどうかは自信がないけど、そこそこ見てるかな」

「僕も見てるよー。大体、全部録画してる。参考にするためってのもあるしね」

　すると、宇佐美さんは躊躇いがちにこくりと頷いた。どうやらアニメを見ているらしい。

「何見るの？　新劇の巨神は？」「魔ま法ほう幼女プリンちゃんとか？」「グァンダムとか？」

　しかし、有名なアニメ作品を言っても、なかなか首を縦に振らない。

　見ている作品はマニアックなのか、あるいは今期の作品を見ていないのかもしれない。

「今、深夜でやってる『ラブコメゲーム』とか？」

　黒夜が何気なく投げた質問に、数瞬しゆん躊躇ったあと、こくりと頷いた。

「見てるの!?　じゃあ、兎沢響って声優さんの声、どう思──」

　質問が終わった隙すきを衝ついて声をかける。自分としては柔やわらかく声を掛かけたつもりだったが、宇佐美さんは驚おどろいたように身体を硬こう直ちよくさせた。またも机の向こうで縮こまってしまう。

　自分だけではなく、男子が苦手なのだと思いたい……。

「せ、声優の質問がアウトだったのかな……？」

「そう思ってるのなら、そこまで聞かなきゃいいのに」

　黒夜の呆あきれた声を聞きながら、俺は宇佐美さんを改めて見る。

「えっと。さっきの質問は措おいておいて。お願いがあるんだけど、いいかな？」

　順番が変わってしまったが、元々要望自体は最初からあるのだ。

「さっき、よろしくお願いしますって言ったよね？　すっごく綺き麗れいな声だった」

「……え」

　また小さく声が聞こえた。やはり思った通り、綺麗な声だ。本当に耳みみ朶たぶに残る。

　宇佐美さんの周囲にいた女子たちは「え、そんなの聞こえた？」「長尾の空耳じゃないの？」と訝いぶかしげだが、俺は自分の耳を信じられる。

「お願いなんだけど、放送部に入部してくれないかな？　俺、放送部に入ってて昼休みに放送してるんだ。入部してくれると、放送の内容を広げることができて嬉うれしいんだけど」

　宇佐美さんは目を瞬またたかせ、キョトンとしている。

　しかし、はっとしたように意識を取り戻すとブンブンと強く首を振ふった。

　だが、一回断られた程度で諦あきらめられない。宇佐美さんに顔を近づけて、必死に訴うつたえる。

「今すぐじゃなくてもいい。君の声は絶対、俺に必要なんだよ！　だから──むぐっ」

　背後から口を押さえられ、さらに襟えり首くびまで摑つかまれた。

「もー、アオ。朱音ちゃんを驚かせちゃダメでしょ。お仕置きで鼻も塞ふさぐよ？」

「蒼影。そういう強引な勧かん誘ゆうは改めるべきだ。ウチに賄わい賂ろを贈おくってからやれ」

　なぜ桃華に賄賂を贈らなきゃならない!?　と指し摘てきするための口は翠に塞がれていた。

　無理矢理抵てい抗こうするわけにもいかず、敢あえ無く引き摺ずられていく。

「はきあえないああ諦めないから！」

　それだけ言って、俺は自分の席に戻った。

　宇佐美さんはまだ表情を強こわ張ばらせて、何が起こったのかわからないような顔をしている。

「……アオ。朱音ちゃんが怖こわがるから、睨にらむのやめなさいよ」

「そうだぞ。弁えろ。彼女に何かを申し込むなら、ウチに税金を払はらった方がいいな」

「金で全部解決できると思うな！　この守しゆ銭せん奴ど！」

　何もかもがうやむやになってしまったじゃないか。無念だ……。




　四時間目が終しゆう了りようし、昼休みの始まりを告げるチャイムが鳴る。

「おーっし。じゃ、行ってくる！」

　俺の仕事の始まりだ。

「蒼影、頑がん張ばってねー」「行ってらっしゃい、アオ」「ま、一応聞いておくぞ」

　皆に見送られて、俺は校舎の二階にある職員室に寄って鍵かぎを借りてから、最上階にある放送室へと向かった。廊ろう下かの奥まった場所にある放送室の扉に鍵を差し込み、回す。

　扉の前に備え付けられた机の上に置かれているお便りを入れるための箱を手に持った。

　横に扉をスライドさせる。放送室特有の匂においが広がった。弥いやが上にも気合いが入る。

「アンプとかは特に弄いじられてないね。オッケー」

　まあ、ここは先生が校内放送をする時以外は使われないしな。

　校内に放送を流すためのスイッチをオン。グラウンドには流さず、校内のみに流す設定だ。これでマイクを通して学校中へ、俺の声がスピーカー越ごしに響ひびき渡わたることになる。

　この瞬しゆん間かんはいつでも緊きん張ちようするが……それでも、一番わくわくする時間でもある。

　さらに備え付けのパソコンを操作すると、スピーカーからは軽快なＢＧＭが流れ始める。

「長尾蒼影のラフタイム、今日も笑顔でやっていきまっしょー！」




　　　　◆




『長尾蒼影のラフタイム、今日も笑顔でやっていきまっしょー！』

　軽快なＢＧＭと共に、スピーカーから聞こえてきた蒼影の声に、朱音がビクリとする。

　教室からは「お、始まったか」「きたきた」という声が漏もれ聞こえてきた。

「アオはね。毎日、お昼には放送室に行ってラジオの真似まね事してるの。放送部だしね」

　翠はいつの間にか机を繫つなぎ合わせて、一いつ緒しよに昼ご飯を食べている。

「なかなか好評なのよね。蒼影のくせに、ちょっと腹立たしいわ。ネットでやればお金取れそうだし、その金、ウチにくれればいいのに」

　そこには桃華も一緒にいて、スピーカーに向かってブツブツと愚ぐ痴ちっていた。

「だから学校じゃ蒼影の名前を知らないのっていないんだよね。良くも悪くも有名だよ」

　近くにいる黒夜も購こう買ばい部で買ってきたパンを口にしながら、スピーカーに目を向ける。

『まずは最初のお便りです』

　がさごそと音が聞こえた。お便りを入れる箱から手紙を漁あさっている音だ。

『えー。ラジオネーム、ひろぽんさんからです。最近、学業に身が入りません。やべぇ。真面目なお便りだ。これは俺も真面目に返さないと！　そうだなぁ。最近だと俺は音楽を聴きくようにしてるんだよね。こう心が盛り上がる曲っていうの？　それを聴きながら、ちょっと気合い入れて勉強机に向かう。それが少しずつ条件反射になっていくんだ。パブロフの犬みたいに。……ってことで、どうよ？』

　すらすらと流れるように、あるいは情感をたっぷり込めて言葉が紡つむがれる。人の悩なやみに、本気で向き合っているのがよくわかった。口調は軽くても、声にその色が見えてくる。

『ラジオネーム、ムネムネさんからー。久しぶりの投とう稿こうだね、サンキュー。で、お便りは……前回、いただいたアドバイスを基もとに告白してみたところ、オーケーをもらえました！　ありがとう長尾！　おーっ！　おめでとう！　皆もムネムネさんに拍はく手しゆー！』

　これもまた心の底から嬉しそうな声。

　それにつられたように、校内から小さくない拍手が巻き起こる。教室のクラスメイトたちの何割かが乗せられたように笑顔で拍手をしていた。

『ラジオネーム……これなんて読むんだ？　ちょっと待って、スマホで調べるから……珸ご瑤よう瑁まいかよ！　北海道の地名は難しいのが多くて読めん！　長ちよう万まん部ぶぐらいだよ。え、長おしや万まん部べ？　いやいやいや、知ってたし！』

　メリハリをつけたトークに、時折ジョークを織り交ぜて。

　彼の声はとても楽しそうで、こちらもつられて楽しくなってしまう。時折聞こえる彼の笑い声に、なぜか惹ひきつけられるのだ。だからだろう。教室のところどころで笑いが起こっている。見渡す限かぎり、誰だれもが明るい笑顔を湛たたえて、彼の放送を聞いていた。

『では、ここで一曲。昨日はアニメソングだったから、今日はドラマの主題歌で行こう。俺も何度か聴いてるけどいい曲なんだ、これが！』

　ランキングにも入ったＪポップの曲が流れ、場が落ち着く。皆がスピーカーから目を離はなしてお弁当、あるいはグループ内の会話に戻った。

　朱音はスピーカーを呆ほうけたようにじっと見る。

「朱音ちゃん、アオの声に驚いた？」

　いきなり呼ばれて、朱音は翠の言葉にうんうんと頷うなずいた。

「あいつって元々、子役やっててね。ちょっと有名だったんだよ。今は演技ができなくなってるけど、声だけはこうして喋しやべれるからってラジオやってるんだ。根っからの芸人気質というか。何かしらで目立たないとダメなのよ。今日はそこまで笑いどころがあんまりなかったけど、時々爆ばく笑しようさせられるのが悔くやしいのよね」

　翠の話に感心したような表情になる朱音。だが、そんな正の感情だけではない。

　──先せん輩ぱいみたい……。

　僅わずかに交ざる嫉しつ妬との色が、表情には垣かい間ま見みえる。十五分間の放送中、彼女はずっとそんな顔をしていたが、翠にはその微び細さいな意図を察することはできなかった。




　　　　◆




　六時間目の授業が終われば、放課後。俺たちはもう帰るだけだ。

　帰ってからは《エモーショナルオンライン》にログインして、また翠や桃華たちと遊ぶことになる。今日はどんなクエストをやるか考えるのも楽しみだった。

　そろそろ魔ま王おう軍四天王のクエストにも挑いどみたいよな。

　それに確か、今日はネーアの転校初日だったはず。どうだったか感想を聞かなければ。もし、上手うまくいってなかったらどうやって励はげまそうかな。

「アオー。あたし、掃そう除じだから。先に帰って」

「へいへい。先にログインしてるからな」

　時間が合う時は翠と一緒に帰ることにしているが、今日は久々にひとりで帰ることになった。たまには買い食いでもしていくかね。翠がいると絶対に止められるし。

　昇しよう降こう口に向かいながら、ぼんやりとそんなことを考えていると──横からいきなり引っ張られた。完全に予想外の場所から引き込まれたため、踏ふん張りも利かず、廊下の柱と柱の間──目立たないデッドポイントへと押し込まれる。

「だ、誰──」

　目の前には意外な人物──宇佐美さんがいた。

「う、宇佐美さん？」

　俺を逃にがさないぞ、とばかりに俺の顔の横に両りよう腕うでを伸のばして手を壁かべに押しつけている。

　隙すき間まを使えば簡単に逃げられそうだが……危害を加えようという雰ふん囲い気きではない。

　むしろ、言いにくそうなことを言おうとしている表情だ。

　──まさか、告白!?

　という男子特有の妄もう想そうを脊せき髄ずい反射でするほど、俺も馬ば鹿かじゃない。……多少期待してしまうけど。しょうがないだろ、女の子に視線を向けられただけで誤解する年とし頃ごろなんだよ！
















　でも、朝はあんなに怯おびえられていたのに、この変わり様……どうしたんだろうか？

「ど、どうしたの？」

　彼女は身体からだを寄せて、俺の耳に口を近づけてくる。耳に吐と息いきがかかる距きよ離りにさすがにドギマギしてきた。演技をしていない時は精神的な制せい御ぎよが覚おぼ束つかない。

　そして、彼女が小さな口を開く。

「え、えんぎ……」

　透すき通るような彼女の声が、耳の中から脳へと突つき抜ぬける。若干、舌っ足らずで短い言葉だというのに脳天を貫つらぬいたようだった。全身が心地よい痺しびれを覚える。

「演技？」

　問い返すと、彼女は一いつ生しよう懸けん命めいな様子で必死にこくこくと頷いた。

「お、おしえて、ほしぃ……」

「お、教える？　俺が演技を？　君に!?」

　首が壊こわれるのではないかと思うぐらい、首が縦に振られた。ヘドバンヘツドバンギングかな？

「そんなに急に動かすと危ないからやめた方がいいよ！」

「ほ、放送、きいてた……」

　振り絞しぼるような声。彼女はかなり無理をしているようで顔も真っ赤になっていた。

「もしかして、お昼の放送を聞いてくれたから……ってこと？」

　こっくりと頷く宇佐美さん。

　つまり想像するに、俺の放送を聞いてくれて、内容をよかったと感じてくれたのだろう。放送部冥みよう利りに尽つきるというものだ。そして、その放送に多少なりとも学ぶところがあると感じたから、彼女は俺から演技を習おうと思った……というところだろうか。

「でも、演技ってどうして」

　翠や桃華が言ってくるならわかる。

　彼女たちは彼女たちで演技が上手になりたい理由があるからだ。

　俺自身も元々、子役をやっていたし、俳優になりたい気持ちもまだ持っている。

　放送部で昼の放送をやっているのも、夢を叶かなえるための一いつ環かんだ。

「……秘密に、してくれる？」

「もちろん。口は堅かたいつもりだよ、俺」

　彼女は少し躊躇ためらうように目を瞑つぶり、そして意を決したように目を見開いた。




「わ、私……声優、なんです」




「え……せ、せい、ゆう……？」

　聞き返すと、宇佐美さんはゆっくりと頷く。

「ちょ、ちょっと待って。待って待って待って待って。ヤバい、俺、動どう揺ようしすぎ」

　声優だというのなら、声に若干の聞き覚えがあるぞ。声が小さくて判別しにくかったというのもあるし、声優が来るわけないのだから、ほとんど考えが及およんでいなかったけど。

　まさか、まさか、まさか、まさか、まさか、まさか、まさか。そんなことあるわけない。

「も、もしかして……兎沢響さん……ですか？」

　自分の中の妄想を振ふり払はらいながら震ふるえる声で質問すると──彼女はこくりと頷いた。

「ま、待って。声出せないって言ったのに……なんで声優として戻もどって活動を？」

「一日一時間と言われてて。仕事に支障がないよう普ふ段だんは喋らないようにしてるんです」

　耳元で囁ささやかれる声は脳のう髄ずいにまでゾクゾク来る。間ま違ちがいなくこの声はあの天使ボイスだ。

　彼女の姿は公にされていない。だから、俺も彼女の容姿を知らなかった。

　マジかよ……。あの憧あこがれの、声優が？　俺の、目の前に？　どんな夢が叶かなってんだ、俺。

　どっかで竜りゆうの球を七つ集めたのか？　あるいはランプでも擦こすったか？

　色々と聞きたいことはある。死ぬほどある。百は下らないほどある。

　だが、それを理性で留とどめて必死に堪たえた。今はそれよりも彼女のお願いについてだ。

「でも、それだったら養成所の先生や指導者に頼たのめばいいんじゃないの？」

　彼女が指導を望むのはわかるが、俺以外に頼むべき人がいると思うのだけど……。

「じ、事情がありまして……。ほ、ほとんどの人に匙さじを投げられてしまったというか」

　ど、どうする？　俺のラジオなんて結局、素人みたいなもんだ。俳優としての演技にはそれなりの自負があるけど、声について教えるなんて俺には早いような気が。

「だ、ダメですか？」

　ずいっと踏み込まれて、上うわ目め遣づかいで懇こん願がんされる。

　彼女も勇気を出して俺なんかに頼んでくれたのだろう。同級生、しかも異性に頼むなんてこと自体、常じよう軌きを逸いつしているのだ。何か難しい事情があるのは察せられる。個人的な恩返しだってしたい。

　断ったら、自分の中で自分が悪人になるだろう。だけど素人が仮にもプロになぁ……。

　ふと宇佐美さんが息を飲む。

「……演技、できたら……放送部、入る」

「よし！　オッケー。演技しよう！　教えよう！　いくらでも教える！」

「……変わり身早い」

　少々引き気味の宇佐美さんだったが、こっちとしては嬉うれしいことしかない。

　告白されるよりも嬉しかった。兎沢響が放送部に来て、お昼の放送で俺の話に返してくれることを想像するだけでも心が震えてしまう。ヤバい。どうしよう。取らぬ狸たぬきの皮算用もいいところなのに、皮算用超ちよう楽しい！

　それに、彼女が自信をつけて、ただでさえ天使ボイスな今の声を、完全無欠な大天使ボイスにパワーアップしてくれたら、これ以上の俺得はない。

　今は細かいことは気にしないで、彼女の希望に応えよう。俺にできる限りのことをやろう。少しずつ俺も学んでいって、疑問があればその都度聞いていけばいい。

「でも、教えてほしいのって声の演技、だよね？　声出せないけど、どうすれば……」

「げ、ゲーム……《エモオン》」

「あ。もしかして、宇佐美さんも《エモオン》やってるの？」

　宇佐美さんはこくりと小さく首しゆ肯こうする。

「ああ、なるほど。ゲームの中なら喋れるってことね」

　ゲーム内は身体の怪け我がや不調に左右されない。心には左右されるものの、骨折をしていたとしてもゲーム内では痛くないし、その副作用もない。

　だから、怪我をケアするという形で、リハビリをするプレイヤーも一定数いる。宇佐美さんも現実ではあまり声が出せなくても、ゲームの中では声が出せるということか。

「それなら話が早い。俺もゲームの中なら気にせずに動き回れるしね」

　すると、宇佐美さんは首を傾かしげた。今、話すようなことでもない。

「それじゃ、話はまたゲームの中で。待ち合わせ場所は──」




　　　　▽　　▽　　▽




　……ログインしたはいいが、宇佐美さんにプレイヤーネームを聞くのを失念していた。

　待ち合わせ場所はプレイヤーで溢あふれており、誰だれが宇佐美さんかわからない。

　この街の待ち合わせスポットとしては有名な噴ふん水すいの前だが、それらしい人はいない。いても、すぐに別の誰かと待ち合わせて離れてしまう。

　ここから見える目め抜ぬき通りは、たくさんのプレイヤーでひしめき合っていた。今から胸が躍おどる冒ぼう険けんや探たん索さく、あるいは演劇クエスト、あるいは運動クエストに向かうのだろう。

　皆みなが皆、楽しそうにこの世界の人間になりきるように会話をしている。

　それを聞き流しながら待つこと五分。

「……アオガくん？」

　やってきたのは、ギルド仲間だった。

「あ、ネーア。おはよう。もう夕方だけど。どうしたんだ、ギルドの方に行かずに」

「……ま、待ち合わせしてるの」

「珍めずらしいね、ネーアが待ち合わせなんて。もしかして転校先の友だちも《エモオン》をやってるとか？」

　ネーアは躊躇いがちにふるふると首を振る。

「え、えっと……演技を教えてもらいに」

「え……」

「……長尾、蒼影くんだよね」

「……………………………………………………………………まさか、宇佐美朱音さん？」

　お互たがいにこくりと頷うなずいて。

「え─────────っ！」

　と、俺は周囲に構わず大声を上げてしまった。








QUEST No.003　詠えい唱しよう力を高めよう









　衝しよう撃げきの出会いを果たしてから、俺とネーアはすぐにいつもの宿屋に入った。

　悩なやみを聞いた時と同じように、ネーアはベッドの縁ふちに、俺は備え付けの椅い子すに座る。

　この部屋の中なら何を話してもペナルティにならない。

「確認するよ。宇う佐さ美み朱あか音ねさんで大だい丈じよう夫ぶ!?　人ひと違ちがいだと、すごい恥はずかしいんだけど」

　宇佐美さんことネーアはこくりと頷いた。

「そ、そう。宇佐美朱音、です……。長なが尾お蒼あお影かげくんだよね」

「お、おう……。それにしても、声が結構違うのな」

「個人情報の観点で、変えた方がいいって注意書きがあったから……」

「サービスが開始されてから新技術の弊へい害がいっていうのかな。色んな問題が噴ふん出しゆつしたからね。自分の姿をそのまま出す場合、本当にいいのか？　って確認が取られるし」

　今の技術ならば自身の姿形、髪かみ型がた、声に至るまで再現することが可能となっている。しかし、ネット上で自身の本名を使う、自身の誕生日をパスワードに使うことが禁忌タブーとなっているように、このゲームでは声を変えるのも推すい奨しようされていた。ここ数年、声せい紋もん認証が流行はやり始めていることが理由かもしれない。実際に俺も声を変えている。

　この世界で声をそのままにしているのは《エモオン》公認の俳優や声優、芸能人ぐらいだろう。当然、有名人の姿形や声をパクるのも御ご法はつ度とである。

「で、でも、そこまで大きくは変えてないかも」

「まあ、言われてみれば似てるかも……というレベルかな？　声が同じだったら絶対に宇佐美さんがネーアだって気付いてただろうしなぁ」

「そ、そうかな？」

「宇佐美さんの声は特とく徴ちよう的だったからね。オーラがあったというか。声優って聞いて逆に納得したぐらいだし」

「お、オーラ？」

「そう！　有名な声優さんや俳優さんが放つような声のオーラだよ！　声の質とか演技のよさとか、そういうものじゃなくて。耳から聞こえるんじゃなくて、魂たましいに訴うつたえかけるっていうのかな？　とにかくそれと同じものを感じたんだよ！」

　そう言って捲まくし立てると、ネーアは真っ赤になって俯うつむいてしまった。

「そ、そこまで褒ほめないで。は、恥ずかしぃ……。私、そんなすごい声優じゃないのに」

「この俺のオーラ感知は結構自信あるんだけどな。甲か斐い雪せつ那なって知ってるだろ？」

「あ、あの甲斐雪那さん!?」

　ネーアは食い気味に俺に顔を寄せた。ちょっと照れる……。

「一年目からアニメでメインヒロインもすでに何本もこなして、つい最近、武道館で単独ライブまで開かい催さいした〈雪の妖よう精せい〉とも言われる声優さんだよ」

「も、もちろん知ってます。来年までスケジュールが埋うまってるみたいだし、来年には年末の歌合戦に出るって言われてるし」

「え？　歌合戦に？　マジで？」

「あっ！　ち、ちが……。う、噂うわさだよ。おトイレの壁かべにおしっこで書かれてるような！」

　胸の前で腕うでをブンブンと交差させて慌あわてて取り繕つくろうネーア。

「ど、どんな表現なのさ。それ」

「はうっ！　す、すみません」

　一いつ瞬しゆん、ネーアの口から出た単語とは思えず、頭が混乱したぞ!?

「と、とにかく、甲斐雪那を俺は声優業界に入った当初から買ってて、俺はそれぐらい兎と沢ざわ響ひびきを買ってるってこと」

「は、はう……。アオガくんの評価に負けないよう頑がん張ばります……」

「さて。話を本題に戻そう。ネーアは俺に演技の練習を頼んできた。これはオーケー？」

　こくりと力強く頷くネーア。

「放送、すっごくよかった。学校の皆が笑顔になってて、羨うらやましいって思ったから」

「そっか。こっちも皆の笑顔が目的でやってるからね。そう言われると嬉しいよ」

　しかし、演技か。教わる相手は本当にいないのかとか、なぜ自分にという疑問は残るが、それでも頼たよってきたのを無下にはできない。こっちも全力で応えるのが筋だろう。

「じゃあ、まずは滑かつ舌ぜつからやっていこうか」

「滑舌、ですか？」

「うん。まずはネーアの演技を知りたいってのもあるし、滑舌は声出しの基本だしね。お腹から声を出してるかどうかもわかるし」

「わ、わかりました！」

　それで話は決まり、ひとまず俺とネーアは宿屋から移動した。




　ふたりでアクティブモンスターの出ない森の中に到とう着ちやくする。

「ここって、精せい霊れいの森ですよね？」

「そう、初心者用のダンジョンだよ。人の邪じや魔まも入らないし、広いこともあって人に見られることも少ないし、スペル詠唱の練習とかにもよく使われてるよ」

　周囲にはノンアクティブのモンスター──ゲル状のモンスターや、毛がふわふわな可愛かわいらしいモンスターが、時折現れる程度で死ぬ心配もない。散歩にも使える癒いやし空間だ。

「《エモオン》の詠唱の基本は覚えてるよね？」

「は、はい。二小節以上の文言を唱えることで、それに応じたスペルが発動するって」

「そして、次節の受付時間は二秒間。二秒を過ぎたら詠唱は無効化される。まあ、この二秒ってのが曲くせ者もので、楽しいこともできるんだけど……まあ、それは措おいておこう」

《エモオン》において、最も力を入れているシステムがこの『エモーションシステム』だ。

　武器や体術を使って特とく殊しゆな効果をもたらす『スキル』や、精霊の力を喚よびだしてこの世ならざる現象を起こす『スペル』。

　スキルは身体からだの動かし方をなぞり、技名をしっかり『咆ほう哮こう』することで効果が上がる。

　スペルは精霊へ『詠唱』を丁てい寧ねいに素早く行うことで、威い力りよくや速度、効果範はん囲いが向上する。

　どちらもガチ勢にとっては、重要な要素のひとつだ。

　またクエスト中においては、この『咆哮』や『詠唱』で評価点が加点され、最終的な評価にも影えい響きようを与あたえる。簡単に言えば報ほう酬しゆうが増えるのだ。クエスト中に世界観らしからぬ行動を取ったりするとペナルティをもらうのも、『エモーションシステム』による判定だ。

「実際のところ、唱えようって意識した時点でＳＰスペルポイントがあればスペルは発動するよね。でも、それだと大した威力にならない」

「しっかりと詠唱をすることで効果や威力が向上するんですよね。基本です」

「ネーアはスペル専門の〈ソーサレス〉だしね。何度か詠唱を聴きかせてもらってるけど……正直、ちょっと滑舌悪いよね」

「はうっ！　や、やっぱりダメだったんですか？」

「楽しんで冒険する分には全然困らないよ。けど、演技となるとマズいと思う」

「い、言ってくれればよかったのに……」

「だから、楽しんで冒険してたからいいじゃん。実際のところ、詠唱の滑舌を指し摘てきしてくるのってガチ勢ぐらいだし……。無詠唱で唱えるよりも数段威力向上するから当然と言えば当然だけど」

「ち、ちなみに私の補正倍率はどのぐらいだったんでしょう……」

「………」

「な、なんで黙だまるんです!?　無言が言いたいことを雄ゆう弁べんに物語ってません!?」

「ダメージの数値が出るわけじゃないからなんとも言えないんだけど、〇・九倍かな？」

「下がってるぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～]!?」

　本来なら一いち撃げきで倒たおせるモンスターを、瀕ひん死しにしかできなかったこともあったしね。

「というわけで、この『サンドバッグスライムくん』にスペルを当ててみてほしい」

　長方形の半はん透とう明めいな青いホログラフィーを表示し、アイテムの画面へと移行。ひとつのアイテムをタッチすると、ポンッと光の瞬またたくエフェクトと共にフィールド側に水色の饅まん頭じゆうのような何かが出現した。

　それはモンスターを模した、革で作られたサンドバッグシリーズのひとつだ。ＨＰを設定できる上に、自動で回復する代物でスペルの練習やスキルの練習によく使われている。

「使うスペルは〈ブレイズ〉。ネーアのステータスなら詠唱で補正をかければ一撃で消し炭にできる。一撃で消し炭にできなければ詠唱が上手うまくいっていないってこと」

「わ、わかりました！」

　ネーアがスライムくんに向かって樫かしの杖つえを向ける。その先せん端たんに向かって魔ま力りよくが赤いエフェクトとなって集まっていくのが見えた。炎ほのお系のスペルが発動しようとしているのだ。

「炎の精霊よ──御おん身みを光の如ごとく輝かがやかせ、我が意を焦こがせ。〈ブレイズ〉」

　樫の杖に小さな炎が生まれ、それがスライムくんに向かって飛んでいく。

　炎はしっかりとスライムくんに命中。ほんの少しだけ身体を焦がした。だが、自動回復機能によってその身がすぐに回復。やはり、補正でマイナスがかかってしまってるな……。

「声が小さいよ！　もっと腹から声出して！」

「は、はい～っ！」

　ネーアが息を吸って、もう一度スライムに向かって杖を掲かかげた。

「炎の精霊よ──御身を光の如く輝かせ、我が意を焦がせ。〈ブレイズ〉」

　次の炎は先ほどよりも大きく、それなりにスライムの身体を燃やす。補正がマイナスにはなっていないのだろう。しかし、一撃で倒せていなかった。この程度では詠唱の意味がないのだ。無詠唱で唱えているのと変わらなかった。

「まだ喉のどで声出してる！　お腹から！」

　そこでネーアはピタリと止まり、お腹をさすり始める。

「……お腹から声を出すって、どういうことなんでしょうか」

「あー……。言い方が悪かったかな。お腹に力を入れると無意識に腹筋でお腹が前に押される。そうすると、肺を出る息に横おう隔かく膜まくで圧力が掛かかって大きな声が出るんだよ。お腹から声を出すっていうのはそういうこと」

「ど、どうすればいいんでしょうか」

「ちょっとごめんね」

　ネーアの近くに寄って、お腹に右手を当てる。服越ごしなのにぷにっと柔やわらかい。

「ふあっ！」

「息を吸って、力、入れてみて」

「はううううううううううううう……」

　お腹に空気が入るのを待っているが、ネーアは困ったような表情を浮うかべて、お腹を細かく上下させるだけだ。

「ネーア？」

「あ、アオガくん……。こ、これってなんか、その、赤ちゃんがお腹を蹴けってるのを確認する旦だん那なさんみたいな？」

　よく見ると、ネーアは顔を茹ゆで蛸だこのようにして煙けむりを噴ふいていた。

「うわぁっ！　ごめん！」

　急ぎ手を離はなす。よくセクハラ判定にならなかったものだと安あん堵どしてしまう。

「ちょっと急ぎすぎたね。別の形でゆっくり行こうか」

「い、いえ！　もう一度お願いします！」

「でも、さすがに男に触ふれられるのは嫌いやじゃない？」

　デジタルの感かん触しよくが現実との比ひ較かくで最も違ちがう箇か所しよとはいえ、お腹を男に触れられるのは女の子にとっていい気分ではないだろう。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです！　さっきは突とつ然ぜんだったので！　急にお腹に来たので！　お腹をＢｅｌｌｙと訳せばＱＢＫなんです！」

　ぶんぶんと必死に首を振ふって否定している。そもそも言い訳になってないような……。

「先っぽだけでもいいですから！」

「ちょいちょい気になってるんだけど、何でいちいち会話に下ネタっぽいのが入るの!?」

　ネーアはこんなこと言わない！

「はうっ！」

　すると、ネーアは両手で顔を覆おおってしゃがみ込んでしまった。

「お、お姉ちゃんが下ネタ大好きで、それを聞いていたら口くち癖ぐせになってしまって……」

　ひどい話もあったものである。

「ふ、普ふ段だんは抑おさえてるんですけど、理性が薄うすれて隙すきが生まれるとどうしても……」

　リアルであまり喋しやべらないようにしてるのは、そういう事情もあるのかもしれないな、とちょっと思った。けど、リアルで声を出さないのはもっと身体的な、あるいは精神的な理由だろう。下ネタは……注意できたらその都度注意すればいいかな。

「さ、さあ！　どうぞ！」

　そして、ネーアはローブや服を捲まくり上げた。

「なんでお腹を晒さらしたの!?」

「か、覚かく悟ご決めましたから！　なんでしたら、おへその中に指を入れても大丈夫です！」

「え？　何そのプレイ!?」

　ネーアについていたはずの『純真無む垢く』というメッキが段々と剝はがれていくような気がする。この子の素ってこんなに危うかったのか。どりやピーチズはこのことを知っていたのかな？　女子同士なら話せることもあるだろうし。確認しておく必要があるかも……。

「じゃ、じゃあ、お腹に手を当てるよ……」

　とはいえ、今は自分の役目に集中だ。俺は再び、ネーアのお腹に手を当てる。

　これはデジタル、これはデジタル。そう思ってても、見た目は明らかに女の子のお腹なわけで、ドキドキしてしまう。これが演技であれば、恥はずかしくないのに……！

　現実とは違う体温に、現実とは違うわざとらしい柔らかさ。だというのに、興奮してしまった。同級生に性を感じるのって、どうしてこんなに罪悪感を抱いだくのだろう。

「それじゃ、息吸って」

「はぁ～……」

「息吐はいて」

「ふぅ～……」

　呼吸に合わせてネーアのお腹が上下する。

　微かすかではあるが、俺の右手にも感触が伝わった。

「息吸って」

「はぁ～……」

「はい。ここで一いつ旦たん、止めて」

　ネーアが言われた通り、呼吸を止める。

「このお腹の状態を維い持じしたまま、さっきの詠えい唱しようをしてみて」

　彼女は頷うなずき、杖を構えた。

「炎の精せい霊れいよぉ──御身をぉ光の如くぅ輝かせぇ、我が意を焦がせぇ。〈ブレイズ〉」

　今までのものよりも大きな炎がスライムくんを燃やす。そして、やられたようにその身をだらしなく弛し緩かんさせていった。革製のくせに妙みようにリアルだよな。

「や、やりました！」

「う、うん。まあ、一応、条件は満たしたけど……。声、裏返ってたね」

「はうっ！」

「ネーアの求めてるものって違うよね？」

　うんうんと頷くネーア。

「わ、私はもっと人の心に響ひびく演技をしたいんです！　少しでも！」

「じゃあ、裏返らないようにしないとね」

「はい！」

　そして、再びスライムくんに向かい合う。

「炎の精霊よぉ──御身を光の如くぅ輝かせ、我が意を焦がせぇ。〈ブレイズ〉」

　まだ完全とはいかないけど、確実によくなってきてはいる。

「炎の精霊よ──御身を光の如くぅ輝かせ、我が意を焦がせ。〈ブレイズ〉」

　徐じよ々じよに徐々に、よくなって──ネーアがふらりと倒れ込む。

「ネーアっ!?　〈ファーストステップ〉！」

　スキルを使用し、ネーアとの距きよ離りを一気に詰つめる。素早い初速で移動できるスキルだ。

　倒れるネーアの身体からだをどうにか支えながら、俺は彼女の下した敷じきになる。

「いたたた……」

　痛くはないのに、現実で痛いと感じることをやってしまうと口癖で言ってしまう。

「大丈夫、ネーア？」

「は、はい。ちょっと声を出しすぎて頭がふらっとしてきたというか。それで、あの……」

　ネーアの表情が真っ赤だ。どうしたんだろう。

「アオガくんの、手……」

　言われて視線を追う。ネーアの身体を支えていた場所は──胸だった。胸を鷲わし摑づかみにして、倒れ込むのを防いでいた。今いま更さらになってその柔らかさが腕うでに伝わってくる。

「うわ！　ごめん！」

　離した瞬しゆん間かん、ネーアが重力に従って俺にしな垂れかかってきた。胸の柔らかさが今度は俺の身体に伝わってくる。

「きゃっ」

「うおっ」

「ご、ごめんなさい！　ごめんなさい！」

「い、いいから落ち着こう！　それと本当にごめん……」

　そんなトラブルが起こりつつも、ひとまず今日の訓練は一旦終わり。

　なんだかお互たがいに気き恥はずかしくなってしまった……。




　訓練を終えて、俺とネーアはエンジュの街に戻もどる。

　拠きよ点てんにしている宿屋の方に顔を出すと、食堂は多くの人で賑にぎわい、給仕のクエストを行っているプレイヤーが忙せわしなく行き来していた。

　隅すみに目を向けると、いつものテーブルにどりとピーチズ、ジルと全員が揃そろっていた。

　近づくと一いつ斉せいに訝いぶかしげな顔を向けられる。

「今日は遅おそかったね、アオ」

「あー。ちょっとネーアに色々と教えてて」

　どりとピーチズの眉まゆがぴくりと動く。

「アオ。まさかネーアのおっぱいを……揉もみしだいたり、枕まくらにしたり、舐なめたり……」

　どりがまるで女誑たらしを見るような瞳ひとみになった。心が痛いのでやめて欲しい。なぜ誤解で心を削けずられなければならないのか。そして、ジルはニヤニヤと成り行きを見守っている。責めては来ないが、味方をする気もないらしい。

「動画のネタになるんだから、そんな面白いもの、前以もつて教えてよー☆」

　ピーチズまでぶりっ子の口調で言ってくる。鬱うつ陶とうしいことこの上ない。

「面白いものじゃないよ。演技を教えてただけだって」

　どりの疑いの眼差しが、さらに疑ぎ惑わくの色を強める。まるで信じていないようだった。

「演技？　ネーアが？　なんでよ」

　どりの視線は特に鋭するどい。噓うそだったら、刺さされかねないぞ、これは。

　ネーアに目配せすると、小さく頷いた。

「聞いて驚おどろけ。ネーアは宇佐美さんだったんだ！」

「「「………」」」

　三人とも揃って右に首を傾かしげた。打ち合わせでもしてたのかと思うぐらい見事にタイミングぴったりだ。そして、俺の隣となりでネーアはこくこく頷いている。

「……アオ。まさかネーアに朱音ちゃんの真似まねをさせる気？」

「ネーアに向かって、朱音ぇ、朱音ぇ！　って喘あえぐつもりだー☆」

「穿うがち過ぎだから！　俺、そこまで最低な男じゃないつもりなんだけど!?」

　ジルはケラケラと笑っている。ジルだけは宇佐美さんと言ってもわからないはずだが、ふたりが異常なことを言っているのは察しているらしい。だったら助けてくれよ！

「だから本当だって。ネーアが頷いてるだろ！」

「ネーア。アオに付き合わなくていいんだよ？　三秒後には更こう生せいを始めるからね」

「アオガにどんな脅おどしを受けてるのかにゃ～？　動画で状じよう況きよう証しよう拠こ撮とって訴うつたえよぅ♪」

　ネーアがぶるぶると首を振る。

「えと、どりさんとピーチズさんは……？」

「ああ。説明しないとわからないか。どりが翠みどりで、ピーチズが桃もも華かなんだよ」

「えっ」

　ネーアが信じられない顔をしていた。

「だ、だって……。どりさん、全然違いますよ？　し、身長と体つきが」

「うぐっ」

　無む慈じ悲ひな言葉の刃やいばが刺さり、くぐもった声をあげるどり。

「ち、違うわよ！　これは少し先の未来のあたしの姿なのよ！　だから、未来に備えて、こっちでこの体つきになって、演技の感覚を慣らしてるの！　未来のために！」

「未来未来言い過ぎだろ」

「ふんっ！」

　斧おのの柄えがこめかみにヒットして、吹ふき飛ばされた。痛くないけど、痛い！

「な、なにするんだよ！」

「成長期だもん！　これから絶対ぼんっきゅっぼんっ！　になるんだから！」

「わ、悪かった。そうだったな。成長期、成長期だ」

　誠心誠意、丁てい寧ねいに頭を撫なでるとどりは少しずつ落ち着いていった。

「……で、ネーア。他に、言いたいことでもあるの？」

　どりがギラリと鋭い目でネーアを睨にらむ。怖こわがらせてどうするんだ。

「あうう。ど、どりさん、すっごいお姉さんみたいって言いたかっただけなんです……」

「あ、あら、そうお？　あれ～、やっぱりあたしって姉が滲にじみ出てる的な？」

　チョロすぎる。ネーアの危機回かい避ひ能力は冴さえてるな。

「それにピーチズさんは……すっごく性格が変わってますね」

「……り、リアルは言わんで」

　ネーアの指し摘てきに、ピーチズがとても気まずそうにしていた。

「ど、どうしてですか！　リアルでは格好よかったですけど、こっちではすっごく可愛かわいらしいじゃないですか！」

「や、ヤメロォ！　う、ウチは迷走してるだけなんだ！　リアルではかっこいい方がいいって思ってああいう風にしてるし、ゲームではぶりっ子がいいからってこんな言こと葉ば遣づかいして、動画配信でもよくわからないキャラになってるし！」

「は、はぁ……」

「あー……自分は一体どこにいるんだろう……」

　ピーチズは本当に自分のキャラ付けに悩なやんでいるらしい。頭を抱かかえてイヤイヤしていた。好きに生きればいいものを、キャラを見誤ると動画配信で売上が下がると言っていた。

「と、ともかくー☆」

　あ、復活した。

「ネーアはリアルだと白しろ肌はだで羨うらやましかったのに、肌の色はこっちだとデフォなんだね☆」

「あたし、全然気付かなかった。ギルド仲間が転校してくるとかどんな天文学的確率よ」

　どりとピーチズがそれぞれ驚きを抑おさえつつ、そんな感想でまとめていた。

　そして、どりはぐるりと、再び俺に視線を向ける。

「で、ネーアが何でアオから演技を教わってるの？　話が繫つながらないんだけど」

「いや、学校の帰りに頼たのまれたんだよ。ネーアに」

「だから、なんで？　簡潔に言いなさい。アオの命を完結させるわよ」

「……上手うまいこと言ったつもりかよ。ともかく。ネーアは演技が上手くなりたいらしいよ」

「それだったらあたしと同じ演劇の団員になればいいじゃない」

　もっともな話だが……声優であることはまだ伏ふせておいてもいいか。周囲に人も多いし。

「ネーアにも色々とあるんだよ。とにもかくにも演技の練習してたってこと。森でちょっと滑かつ舌ぜつのためにスペルの詠えい唱しようをしてたんだ」

「そ、それと押し倒たおされた時の演技を……」

　ネーアの余計な一言にどりとピーチズが一いつ緒しよに「は？」と呟つぶやいた。

「ま、待ってネーア！　あれは演技じゃない！　事故事故！」

「遊びだったってことですか？」

「あれ？　俺、いつ、そんなこと言ったっけ!?」

　ネーアのこれはわざとなのか、天然なのか。

「アオ。ログアウトしたら話聞かせてもらうから。現実からログアウトしちゃうかも」

「……だから、事故だと言うとろうに」

　どりは精せい一いつ杯ぱいの脹ふくれっ面つらを見せてから、少しずつ頰ほおを萎しぼませてネーアに顔を向ける。

「でも演技ってことなら、あたしも力になれたのに」

「そ、そうなんですか？」

「さっきも言ったけど演劇部だからね。こっちじゃ言ってなかったっけ？」

「初めて聞きました。あっ、だから武器の捌さばき方とかあんなに上手いんですか？」

「そうそう。然るべき斬きり方をすれば詠唱と同じで補正がかかるからね」

　どりはそう言っているが、あれは幼い時にやっていた剣けん道どうの賜たま物ものだろう。竹刀を持ったどりによく追い掛かけられていたことを思い出して胃が痛くなった。

「ま、どういう事情があるのか知らないけど、あんまり深入りはしないことにするわよ」

「す、すみません。あ、あとあと……実は早急に慣れたい演技がありまして……」

「慣れたい演技？」

　ネーアは少し照れたように身体からだをもじもじとさせて、

「ら、ラブコメの演技です」

「ラブコメか。ラブロマンスじゃなくて？」

「ら、ラブコメです。男の子と女の子がキャッキャウフフして、ラッキースケベが運命の必然で発生するみたいな」

　それはそれで偏へん見けんに満ちているような気もする。悪気はないのだろうけど。

「……ラッキースケベは必要なの？」

　俺の質問にこくりこくりと、さも重要そうに頷うなずくネーア。

「今日の訓練が終わった時みたいな、ラッキーでスケベっぽいなトラブルがいいです」

「ちょっとアオ。どういうことか聞かせてもらっていい？　ラッキーＤｅａｔｈケベ？」

「い、いや！　だからあれは不ふ可か抗こう力りよくで……！」

　そもそもラッキースケベはことごとく不可抗力なのだ。あれはラブコメの呪のろいなのだ！

　するとピーチズが、思い出したように口を開く。

「それなら、黒こく夜やに頼んでみればいいんじゃないカナー☆」

「ああ、あいつなら演劇クエストを頼めるか。じゃ、明日、頼むとしよう」

　すると、ネーアが残念そうな表情に変わった。

「じゃ、じゃあ、今日はもう練習終わりですか？」

「そうだね。あんまり根を詰つめても意味がないし」

「で、でも……。もう少し練習しておきたいというか」

「んー。なら、本を読むことを勧すすめるよ。『ナレーターになるための腹式呼吸と正しい発声』って本。電子書しよ籍せきで買えるでしょ。現実でも呼吸の練習ならできるだろうしね」

「あっ。なるほど。わかりました」

「それ、実はエロ本だったりしないの？　ナレーター志望の女の子に悪戯いたずらする」

「ジル、なんでそんなネーアを警けい戒かいさせることを言うの!?　俺がそんなものをしれっと勧める男に見える!?」

「アオはそう見えるから仕方ないじゃないの。ベッドの下を漁あさっても何も出ないけど」

「どりも余計なこと言わない！　ってか、いつベッドの下を見た！」

「どぎつい同人誌持ってそうだよね☆　辞書のカバーでもつけてるのかみゃー？」

「風評被ひ害がいだー！　そんな隠かくし方してねぇ！」

　結局、今日は俺の株がストップ安になっただけで終わった。








QUEST No.004　メイドさんとラブラブしよう！









　次の日の朝。翠みどりと一緒に登校すると黒こく夜やはまだ来ていなかった。

　しかし、宇う佐さ美みさんはすでに登校しており、自分の席でタブレットを開きながら目を瞑つぶり、集中している様子だった。お腹が微かすかに上下しているのが見える辺り、俺の言ったことを実じつ践せんして、本と同じ呼吸法を試しているのだろう。とても熱心である。

「………」

　一息吐ついて、宇佐美さんがこちらに気付いて向き直った。小さくお辞じ儀ぎをされる。

「おはよう。宇佐美さん。早速実践してるんだ？」

　こくこく頷いた。タブレットを差し出してきて、ページの真ん中辺りを指し示す。

　そして、微び妙みように困ったような表情を浮うかべた。

「ああ、ここか。確かにここはちょっと難しいかもね。お腹の方に入れる力をね……」

　俺が自分の腹をさするようなジェスチャーをすると、宇佐美さんは突とつ然ぜん、シャツをスカートから出し、捲まくり上げた。さらに俺に向かって腹を差し出す。

　教室にざわっとした空気が流れた。

「ちょ、ちょっと宇佐美さん!?」

　顔を真っ赤にして何かを待っている。まさか、昨日と同じように腹を触さわれというのか!?

「い、いやいやいや！　こっちでやるのはダメでしょ！」

「こっちってなんだ？」「学校でって意味？」「つまり自分の部屋でやってる？」

「お前ら、悪意ありすぎィ！」

「ア────────────オ───────────────……」

　翠の小さな身体が大きく見える。手に持っている鞄かばんすらオーラで巨きよ大だい化していた。

「誤解だって！　宇佐美さんも！　ほら、早くシャツ戻もどして！」

　すると、宇佐美さんは残念そうにシャツをスカートの中に戻す。なぜそんな表情を？

「ホンットに、朱あか音ねちゃんに何をしようとしてるのよ！」

「だ、だから何もしようとしてないってば……！　こ、呼吸法の練習をしてて」

「なんとなくわかるけど、アオが触っちゃダメでしょ！」

　翠が必死に手を伸のばして胸の辺りをぽかぽか殴なぐってくる。

「皆みな、おはよー。ん、どうしたの、この雰ふん囲い気き」

　待ち人来きたる。ぽかぽか殴ってくる翠を席に座らせて、そのまま黒夜が来るのを待った。

「黒夜。悪い。頼みがある」

「頼み？　珍めずらしいね、蒼あお影かげが僕に……ってことは、何。執しつ筆ぴつの依い頼らい？」

「ああ。俺はそっちの才能はないからな。いつもの演劇クエストだ」

　黒夜はこう見えて現役のライトノベル作家だったりする。

　高校一年生、つまり去年にデビューしたとかで、筆名を調べると「若き天才！」「覚かく醒せいする才能！」などと煽あおられており、ネットではアニメ化待ったなし！　と言われていた。

「宇佐美さんが演技の練習がしたいって話でさ。それがラブコメらしいんだよね」

　すると、黒夜が何かを企たくらんだかのようにニヤリと笑う。……これはよくない傾けい向こうだ！

「なるほど。それで台本を書いてほしいわけだ」

「まあそうだけど。でも、お前も忙いそがしいと思うし、無理にとは」

「いやいやいや！　僕が親友の頼みを断るはずがないだろう！」

「……お前が親友って単語を出す時って、大たい抵ていろくなことにならない気がするんだが」

「ひどいね！　それが親友の言うことかい？」

「……いや、それで俺が今までどんな目に遭あったと思ってるんだ？」

「まあまあまあ。蒼影と宇佐美さんが演技するってことだよね？　じゃあ、《エモオン》の中でやるわけか。いいよ。僕がクエスト登録もしておくよ」

《エモーショナルオンライン》は、オリジナルクエストを制作することが可能だった。

　台本を入力し、その通りに演じると評価を得られるクエストで、演劇の団員もよく使っているという。評価は様々で制作者次第となる。動かし方、感情、台詞せりふを嚙かまなかったかどうか等々、その設定は多た岐きにわたる。台本なしの即興劇インプロや、台詞一切なしの舞ぶ踊よう劇、対話劇、無言劇、歌劇──短い寸劇から本格的な演劇まで何でもござれだ。

「あれ？　お前って《エモーショナルオンライン》のアカウント取ってたのか？」

「まあね。ログインはしてないけど、一応登録はしてあるんだ」

「そこまでしてるなら、一緒にやりゃいいのに」

「やっぱり執筆があって暇ひまがないからなかなかね。ま、なんにせよ、今日、君らがログインする頃ころにはクエストを上げておくから楽しみにしててよ」

「……期待してる」

　と言いつつも、半分以上の不安がある。変な脚きやく本ほんあげてこなければいいけど。




　　　　▽　　▽　　▽




　この日も学校が終わってからすぐに《エモーショナルオンライン》へと入る。

　ネーアと一緒にクエスト斡あつ旋せん所へ向かうと、広いロビーの中がたくさんのプレイヤーたちで賑にぎわっている。ここは名前の通り、プレイヤーにクエストを斡旋する場所だ。

　掲けい示じ板ばんに幾いくつもの羊皮紙が貼はられている。これがクエスト依頼書だ。これを剝はがして、受付に持って行くと受理される。矢や継つぎ早にプレイヤーがくるせいで、受付のＮＰＣはずっと「受け付けました」と連呼していた。

「あ、ありましたよー」

　掲示板の下を探すと、黒夜が発注したものであろうオリジナルクエストが貼られていた。

　題名は『ご主人様と純真メイドさん、秘密の逢おう瀬せ』とある。

　あらすじは『メイドさんがご主人様と身分の差を超こえて、ラブラブする話』とあった。参加人数はふたり。タイトルに思うところがあるが、まあ、いいや。

「ネーアってメイド服って持って……もう着き替がえてる!?」

　聞こうと思っていたら、もうメイド服に着替えていた。

　ミニスカメイド服で太ふと腿ももが露ろ出しゆつしており、目のやり場に困る。

　いきなり出てきた可愛かわいいメイドさんに周囲のプレイヤーも目を引き寄せられていた。

「可愛いな」「いや、でも中身男かも」「まあ、キャラデザもある程度自由だし……」

　実際のところネーアと宇佐美さんの姿は違ちがうのだが、姉妹と言われれば納得できる。髪かみ型がたや髪の色やら何やら色々と違うため、すぐにはわからないが。

「そ、それじゃ行こうか」

「は、はい！　ご主人様！」

「いや！　まだ演技始まってないから！　あとメイド服から戻して！」

「マスター？　私、粗そ相そうしちゃいましたか!?」

「いや、それもちがくて！　まだクエストじゃないからね!?」

　早々と受注を済ませて斡旋所を出る。イベントをこなす場所に指定はないので、また人ひと気けのない精せい霊れいの森にやってきた。

「とりあえず、クエストの台本を開こう」

　指を動かしてメインホログラフィーを表示。そこからクエスト画面を開いて、男側の台本を選せん択たくした。空中にパッと文字の羅ら列れつが表示される。

『ネーア。世話してもらってばかりだから、今日は僕が君のすべてを可愛がってあげる』

『メイド「────────────────」』

『ほら、胸に飛び込んでおいで。君の匂においを、僕は間近で感じたいんだ』

『メイド「───」』

　男の台詞だけで、メイド側の台詞は表示されていない。黒夜のやつ、味な真似まねをするな。どうせ相手の台詞がわからないことで、臨場感や生きた演技が云うん々ぬんとかそんな理由だろう。

　事実、台本なしの即興劇だってあるし、やり方としては間ま違ちがっていない。

　台詞を一通り覚えて、ホログラフィーを消した。

「ネーア、そろそろ大だい丈じよう夫ぶ？　台詞は覚えた？」

「は、はいっ！　問題ありません！　台詞はバッチリです！」

「それじゃ、クエストスタートするよ。本番は二回失敗すると、この日のうちに受注できなくなるから、まずは練習でね」

　ホログラフィーで浮いているクエストの練習スタートのボタンを押す。

　ぴこんという音と共に開始だ。演劇クエストの成功率を示すパーセンテージが表示される。黒夜が望むように演技をすれば加点され、望まぬ演技をすれば減点だ。

　俺は頭の中でぼんやりとキャラクターを思い浮かべる。ドラマ、映画、アニメ、小説から探していくが……でも、メイドのご主人様ってあんまり見たことないんだよなぁ。

「ネーア。世話してもらってばかりだから、今日は僕が君のすべてを可愛がってあげる」

　台詞を語りながら、俺はネーアと向き合い、見つめた。今のところ、感情の指定はないのでそのまま進めてしまって問題ないはずだ。細かい指定があればその都度従えばいい。

「ご、ごご、ごご、ごひゅじんしゃま、いいいいいいいいんれすか！　わらひ、ふっごふはまへぢゃいましゅの？」

「何語だ!?」

　ネーアの呂ろ律れつがまったく回っていなかった。

　よく見れば顔は湯ゆ沸わかし器のようになっており、頭からは煙けむりを噴ふいている。ゲームならではのアニメ的表現だ。クエスト成功率が一気に下がったので、クエストを中止した。

「ネーア？　なんか火傷やけどしたみたいに真っ赤なんだけど!?　ちょっと深呼吸しよっか」

「はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……。すぅ[image: ～][image: ～]はぁ[image: ～][image: ～]すぅ[image: ～][image: ～]はぁ[image: ～][image: ～]すぅ[image: ～][image: ～]」

　荒あらかった呼吸が少しずつ収まっていく。

「話、できる？」

「ひゃ、ひゃい……」

「まだ呂律、怪あやしい気がするけど。どうしたの？」

「……そ、その」

　ネーアはくすぐったそうに身を捩よじりながら……。

「は、恥はずかしくて」

「恥ずかしくてラブコメができるかー！」

「きゃ──────────────────────────────っ！」

　思わず声を荒らげてしまった！　が、演技する上で恥ずかしがるなど、言語道断である。

「恥ずかしそうにするって意味ならいいけど、そういう演技じゃないよね？」

「は、はい……。せ、台詞は、ご主人様、いいんですか!?　私、すっごく甘えちゃいますよ？　って言って、アオガくんの胸に飛び込む……って台本にはありました」

　まあ、こっちにも『胸に飛び込んでおいで』って台詞はあるから、それは知ってた。

「恥ずかしがる演技はいいけど、本気で恥ずかしがったらどんな演技もアウトだからね」

「うう……す、すみません」

「練習だし、どんどん失敗していこう。まずは恥ずかしくなる理由を考えていこうか」

　俺にも覚えがあるのだ。自分の演技がみっともないものでないのか。ちゃんと他人から見て上手うまくできているか。誰だれだって失敗は恥ずかしい。自分ひとりですら、客観的に見た時に恥ずかしくなってた時代もある。人に見られているのであればなおさらだ。

「言う台詞が恥ずかしい？　それとも胸に飛び込むのが恥ずかしい？」

「……アオガくんに見つめられるのが」

「もっと根本的な問題!?」

　見つめられるのがアウトじゃ、抱だき合う演技すらできないぞ。

「アフレコの……都合上、演技中に人と見つめ合うようなことはあまりないもので……」

　声優の仕事だとそうだよな。アフレコ現場を昔、見せてもらったことがあるけど、マイクに向かってたし。ふたりでやり取りするのでも、声優さんは画面に向かっているし。

「……よくよく思い出してみると、ネーアってあんまり俺と目を合わせてなかったね」

「はうっ！」

「でも、どりやピーチズ、ジルとは普ふ通つうに話せてた気がするけど」

「あ、あのっ！　あ、アオガくんが嫌いやとかじゃなくて！　違うんです！　本当に嫌じゃないですから！　別に素直になれないツンデレとかじゃないんです！」

「わ、わかったから落ち着いて」

　ここまで強調されると、逆に気を遣つかわれてるみたいで傷付く。心がちょっと痛い。

「女の子とは普通に目を合わせられるんですけど、男の子とは、その、ちょっと……」

「男性恐きよう怖ふ症しよう？」

「そ、そこまでは。ただ……中学校も小学校も女子しかいなくて」

「なるほど。男子との接せつ触しよくがほとんどなかったのか」

「……だ、だからそういう経験って、あんまりなくって。あ、経験って言っても性せい行こう為いのことじゃないんですけど」

「ちょっと!?　今そういう話じゃまったくなかったと思うな、俺！」

　本当にこの子は気を抜ぬくと下の話を突つっ込んでくるな！

「あわわわわわわわわわ！　で、でも、そっちの経験もないです！　処女です処女！」

「それもいらなかった！　勢い余って余計な情報言ってない!?」

　暴走するとこういうネタに走ってしまう癖くせでもあるのだろうか。

「うーん。だとすると、ラブコメの演技は少し早かったなぁ」

「ごめんなさい。で、でも！　早く演技の実力を上達させたいんです！　ち、近いうちにその演技をしなきゃならなくて」

　やる気は感じるのでどうにかしてあげたいところではある。

　不意を衝ついて、俺は彼女を見つめた。すると見る見るうちに、顔が真っ赤になり、ぽんっ！　と、煙が噴き出す。いつものエフェクトだ。

「はううううううううううううううううう……」

　まだまだ道は険しそうだ。




　しかし、人は慣れる生き物だ。

「じーっ」

「…………………………………………………………………………………………ぽっ」

　どうにか原色みたいに真っ赤にはならなくなった。最後の擬ぎ音おんは謎なぞだけど。

「まだ顔は赤いけど、《エモオン》は大おお袈げ裟さに表現するからね。許容範はん囲いかな」

「はいっ。もう見つめられても大丈夫です！　胸を見つめられても問題ないです！」

「それは問題だと思おうね……。それじゃ、改めてクエストをやろうか。まだ練習でね」

　スタートホログラフィーを表示し、中空に浮ういた練習ボタンを押す。演技開始だ。

「ネーア。世話してもらってばかりだから、今日は僕が君のすべてを可愛がってあげる」

　ネーアを見つめながら、台本の台詞せりふを喋しやべる。

「ご主人サマ、イイんデすカ!?　私、すッごク甘エチャいマスよ？」

　……声に関してはどうしよう。いや、総評はあとだ、あと。

「ほら、胸に飛び込んでおいで。君の匂いを、僕は間近で感じたいんだ」

　人生でリアルで言うことはないであろうキザな台詞を言うと同時に、ネーアが胸に飛び込んできた。俺はそれをすっと抱きしめる。身体からだの柔やわらかさが大袈裟に伝わってきた。これは演技。ネーアに忠告しておいて、俺が恥ずかしがるわけにもいかない。

「………」

　抱きしめながら待っていても反応が来なかった。ここは無言のシーンなのか？

　いや、台本的にはここでネーアが台詞で受けているはずなんだけど。

「おーい、ネーア？　どうかし──って気絶してる!?」

　抱きしめられていたネーアは熱暴走したように譫うわ言ごとを言いながら、フラフラしていた。

　すぐにまたクエストを中止し、俺はネーアの背中を優しく擦さする。
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「どうしたの？」

　恒こう例れいとなった深呼吸を終えて、また原因を尋たずねた。

「お、男の子に、抱きしめられるのは、初めてで……」

「そ、そっかぁ。そうだよなぁ……」

　俺も考えなしだったな。男子に見つめられるのを恥ずかしがる女の子が、抱きしめられて普通でいられるわけがない。抱き付いてくるだけでも、相当な勇気がいっただろうに。

「……ちょっと焦あせりすぎちゃったかな。ごめんね」

「い、いえっ！　演技なのに、本気にしちゃうのが、その、私がダメで……」

「ううん。その感性は大事だと俺は思うよ」

　すると、ネーアが不安そうに首を傾かしげた。慰なぐさめられてる、と思っているのかもしれない。

「異性と接するっていうことが、恥ずかしいっていう感性は当然のことだから。ちゃんと覚えておいた方がいいよ。そういう感性が最終的には演技に生きるから。もちろん、演技百パーセントで恥ずかしさを意図的に入れるのも手ではあるけどね」

「そういうもの、なんですか？」

「人によってやり方は違ちがうとは思うけどね。自分にない演技はできないんだから。自分なりに頑がん張ばっていけばいいよ」

「はっ、はい！」

　そんなわけで、今度は抱き付いてても大丈夫になれるよう慣れる訓練をするわけだけど。

「さすがにいきなり抱き付くのは難易度高いよね」

「こ、今度は耐たえてみせます！　破瓜はかの痛みに耐えるように！　知らないですけど！」

「い、いや。耐えるじゃダメなんだよ！　あと、その下ネタ、超ちようアウトだからね!?」

　誰もいないからよかったけど、彼女がセクハラで垢あかバン喰くらいそうな気がしてきた。

「まあ、まずは握あく手しゆでいってみようか」

　まるで恋こい人びと初心者のようだが、人との触ふれ合いで基本となるのは握手だと思う。

　肩かたを叩たたくとかそういうのもあるけど、この場合、何か違うしね。

「は、はい……。優しくお願いします」

　何か握手を頼たのまれる時の反応としては、言葉がおかしいような気がするけど……。

　すっと手を差し出すと、そっとネーアが俺の手を握にぎってくる。感かん触しよくは現実とは似ても似つかないし、感じる体温も擬ぎ似じ的に作られたものに過ぎない。ただ、それでもネーアの手を握っているという事実はちょっと照れくさい。演技じゃないからな。

「………」

　ネーアの頰ほおが少しずつ紅潮していく。ギリギリ沸ふつ騰とうするような顔色にはなっていない。

「大丈夫、ネーア？」

「も、問題ないです」

「じゃあ、ここから少しやり方を変えよう」

　手の握り方を少し変化させる。それから、俺はネーアの横に立った。

「このまま歩いてみようか」

「は、はい。な、なんかまるで恋人みたい……」

「言われると照れくさいけど、そういう訓練だからね」

　このまま森の中を歩いて行く。獰どう猛もうなモンスターもいない人ひと気けのない森は、微かすかな葉のざわめきと、鳥の小さな鳴き声しか聞こえてこない。

「えへへ……」

　なんだかネーアは嬉うれしそうだ。

「ど、どうかしたの？」

「お、男の子とこうして隣となり合あって歩くのって何だか新しん鮮せんです」

　天然なのかどうかわからないけど、ちょっとドキッと来ることを言うな。

　ただ、彼女は本当に男慣れしていないだけなのだろう。

　少しずつ慣らしていけば、演技もつつがなくできるようになるはずだ。

「………」

　そして、五分ほど歩いてから、ネーアが手をもぞもぞと動かし始めた。

　手を離はなすのか？　と思いきや、一いつ旦たん手を開いてから俺の指と指の間に指を入れてくる。俺が特に抵てい抗こうすることなく任せていると、ギュッと俗ぞくに言う恋こい人びと繫つなぎになった。

「……はう」

　彼女から勇気を出してこうしたのだ。少しでも男に慣れるために。やはりこの子はやる気がある。様々な前提条件さえクリアしてしまえば、すぐ演技に移れるだろう。

「じゃ、次のステップに行こう。腕うで組ぐみでいいかな」

「はいっ！　身体をねっとりと絡からませるのでもいいです！　横四方固めみたいな！」

「柔じゆう道どうに謝りなさい！」




　隣合っている状態で、俺の右腕の間にネーアが左腕を差し込み、絡めてきた。

「こ、こうでしょうか」

　ネーアは顔を真っ赤にしてあわあわしながら、腕を小刻みに動かしている。ポジションが合っているのかどうか不安なのだろう。

「別に正しい腕組みをする必要もないでしょ。好きにやっていいんじゃないかな」

　元々男子との接触に慣れさせるためだし、抱だき付くという行こう為いにさえ至ればいいのだ。

「で、ではっ！」

　ギュッと強く引っ張られる。

　腕を抱きしめられているような感触だったが、それ以上にとても柔らかい。

　女の子の身体ってこんなに柔らかかったっけ？　いや、《エモーショナルオンライン》の感触処理──タッチフィードバックは色々と大袈裟にされているからそのせいだ。

　ただ、何よりも挟はさみ込むような形で胸の上に置かれた俺の右腕はその感触をしっかりと脳みそに伝えていた。腕と胸の間には衣服や下着やらその他諸々があるはずであり、こんな柔らかいことはあり得ないのであって、これはゲーム上におけるまやかしに過ぎない。

　しかし、胸に挟まれているというビジュアルを目の当たりにした状態でこの感触が伝わってくると、なんだか錯さつ覚かくとかそんなことどうでもいいってなってくる。

「ネーア、ちょっと強すぎじゃない？」

「えっ!?　い、痛かったですか？」

「痛かったら問題だよ」

　痛覚がフィードバックされたら、一部の特とく殊しゆな人以外、誰だれもログインしなくなる。

「いや、それは大だい丈じよう夫ぶなんだけど、腕を組むには不自然かなって」

「もっと強くないとダメかと思ったんですが！　お、男の子に慣れるためにも！」

　そう言われてしまうとぐうの音も出ない。元々、そういう目的を立てたのは俺だし。

「そこまで言うなら……」

「はいっ！」

　すると、さらにギュッと強く抱き付いてくる。直接、おっぱいを押しつけられているような感触だった。タッチフィードバック、もうちょっとリアリティにこだわってほしい。

「ぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ……」

　とはいえ、熱暴走と錯覚しかねないほど顔を紅潮させて必死になっているネーアを見ると、水を差すのも野暮に思えた。感触はファンタジーだというのに、ビジュアルだけでその気になってしまうなんて、人間の脳みそって単純だな！




　しばらく抱き付いていると、少しずつネーアの顔色が元の色に戻もどっていった。

「慣れました！　もう大丈夫ですっ！」

　ネーアは自信満々だ。ちょっとドヤァッて感じの顔である。これは期待が持てるかも？

「よし。じゃあ、行くよ。今度はクエスト本番で行くからね」

「はい！　次こそやりきります！」

　改めて演劇クエストを再開する。ホログラフィーの本番のスタートボタンを押した。

　その瞬しゆん間かん──周囲の風景が構成されていく。本番は然しかるべき舞ぶ台たいが用意されるのだ。

　周囲を囲うように壁かべが出現し、様々なものが出現していった。用意された舞台は屋や敷しきの一室。フローリングの部屋で、書しよ棚だなやデスク、ベッドが置かれている。窓から見える風景は夜となっており、真っ暗でかろうじて山々が見えるだけだ。

　そして、俺たちの服装も変わる。俺はいかにも金持ちそうな、貴族らしき服装。そして、ネーアは先ほど着たものと似たメイド服になっていた。

　ゲームだからこそできる舞台再現。どんなものであっても、データさえあれば再現できる。こうして面めん倒どうな舞台装置が簡単に用意できるから、役者たちからの支持があるのだ。

　さて、演技スタートといこう。

「ネーア。世話してもらってばかりだから、今日は僕が君のすべてを可愛かわいがってあげる」

「ゴシュ人様、いインでスカ!?　ワタし、スっごくアマえちゃイマスヨ？」

　本番だし、台詞せりふへのツッコミは後だ。まずは実力をしっかりこの目で知る必要がある。

「ほら、胸に飛び込んでおいで。君の匂においを、僕は間近で感じたいんだ」

　飛び込んできたネーアを抱きしめる。

「エへヘ。ゴ主ジン様のカラだ、温カイデす。色ンナトころガトろケチゃイソウデす」

　今のところ、ネーアが沸騰する様子はない。訓練の成果が出ている。

「ふふ。ネーアは可愛いなぁ。くりっとした目も、整った耳も、小さな鼻も、綺き麗れいな口も全部愛したいぐらいだ」

　本当にキザな台詞だ。台本読んでた時から思ってたけど、本当にアレな主人だな！

「そして、君を何よりもこうして撫なでていると心が安らぐんだ」

　ネーアの頭を優しく撫でると、ネーアは俺を見上げながらふわっと緩ゆるんだ顔になった。

「ネーアモ撫デラレルの好キデすー。モッと撫デてクダサい。天ニ昇のぼル心地にナルぐライ」

「こうしてずっと撫でているのもいいけど……こんなのはどうかな？」

　※背中と膝ひざの裏に手を入れて、そのまま抱き上げる。……という台本の注ちゆう釈しやく通りに、ネーアを抱き上げる。メイド服のスカートがふわっとひらついた。

「アっ……重クナイでスカ？　ごシゅ人サま」

　羽のような軽さ。《エモーショナルオンライン》の中では、人の身体からだはさして重くない。こういう真似まねもできる。抱き上げられたネーアは縮こまるように小さくなった。なんだか小動物のようで守りたくなってくる。

「ネーアは羽毛よりも軽いからね。もう少し太った方がいいぐらいだよ」

「だ、ダメでス。ネーアはゴシュジンさまのマエでハ、少シデモ綺麗でイタい。コの身体は全部、ご主人サまのモノデスかラ」

　とてもいじらしいメイドは、まるで何かを期待するかのように俺を見つめてくる。

「なんて愛おしいメイドなんだ。今すぐに君を僕の色に染め上げたい」

　いちいち犯罪臭しゆうのする台詞が鼻につくが、頭の隅すみへと押しやった。

「あ、アの。ゴシゅジン様。ネーア、オ願いガアるンデス」

「なんだい？　なんでも言ってごらん？　なんでも叶かなえてあげるからね」

「コノマまベっドに連レテ行っテクダさイ」

　……おい、この台詞大丈夫か。

　しかし、クエスト成功率は減っていない。つまり台詞の間ま違ちがいではないということだ。こっちの台詞では、まともだから問題ないと思うけど。信じるぞ、黒夜。

「わかった。じゃあ、行こうか」

　※ネーアの指定した場所に行く。とあったので、ベッドにネーアを寝ねかせた。

「でハ、ゴシュジん様……。服ヲ脱がセテくダサい」

「おい、ちょっと待てー！　どういうことだ!?」

　俺の台詞でクエスト成功率が減った！　俺がいけないのかよ！

「あ、あ、あの!?」

「ご、ごめん。ネーアは悪くない」

　ちなみに、俺がここで本来言う台詞は、『お安い御ご用ようさ。実はもう僕も我が慢まんの限界なんだ』である。さらに※ネーアの指定した行動を行う。とあるのだ。フザケルナ黒夜。

「ネーア、悪いんだけど、台本見せて」

「は、はい」

　クエスト中断後、ネーアが俺の前にホログラフィーを表示してくれる。

『ご主人様、いいんですか!?　私、すっごく甘えちゃいますよ？』

『えへへ。ご主人様の身体、温かいです。色んなところがとろけちゃいそうです』※頭をご主人様の胸に押しつける。

『ネーアも撫でられるの好きですー。もっと撫でてください。天に昇る心地になるぐらい』

『あっ……重くないですか？　ご主人様』

『だ、ダメです。ネーアはご主人様の前では、少しでも綺麗でいたい。この身体は全部、ご主人様のものですから』

『あ、あの。ご主人様。ネーア、お願いがあるんです』

『このままベッドに連れて行ってください』

『では、ご主人様……。服を脱ぬがせてください』

『私の初めて、もらってください。もう抑おさえられなくて……』※ご主人様と一いつ緒しよに寝る。

『い、痛いです……。でも、それ以上に嬉しいんです。大好きですから……』

『はぁはぁはぁ。な、中に、ください。ご主人様』

　って、これ十八禁じゃねーかよ！　致ち命めい的てきな言葉と行為の注釈が書いてないだけで！　俺の方の台本からは、微び妙みようにそれらしい単語が伏ふせられてたからわからねぇし！

「謀はかったな、黒夜ああああああああああああああ！」

　びくっとネーアが身体を震ふるわせる。だが、叫さけばずにはいられない！

　この脚きやく本ほんはヤバい。《エモーショナルオンライン》は十八歳以上なら十八禁的なことも行えるのは確かで、十八歳以上に限り、その手の機能も実装されているらしい。

　感かん触しよくが偽いつわりなのにそれで盛り上がるの？　という疑問はあるが、エロ方面の技術というものは発達しやすいらしいのだ。むしろ、リアルよりもいいという感想も一部ある。

　台本を遠くに飛ばして消去し、未いまだベッドの上で丸まっているネーアに向き直る。

「今日は中止にしたほうがいいかな？　黒夜に修正させないと……」

「わ、私は続けても大丈夫ですよ！　げ、ゲームですし！　ノーカン的な？　あ、アオガくんだったら……いいかな、って」

「待って待って待って。そもそも俺たちは十八禁行為できないから！」

「え？　十八禁？　これって、そうなんですか？」

　ネーアが素すっ頓とん狂きような表情を浮うかべる。今いま更さら気付いたんかーい！

「じゃ、じゃあ、聞くけど『私の初めて、もらってください。もう抑えられなくて……』って何だと思ってたの？」

「アオガくんと一緒に寝るんじゃないんですか？」

　……寝るの意味が違ちがう。ネーアは単純に寄より添そって寝るだけかと思ってたのか？

「『い、痛いです……。でも、それ以上に嬉うれしいんです。大好きですから……』は？」

「ご、ご主人様が寝ね返がえりを打って私に覆おおい被かぶさって痛いのかな、と……。でも、ピッタリくっつけて嬉しい、みたいな……」

「じゃ、じゃあ『はぁはぁはぁ。な、中に、ください。ご主人様』は？」

「寝返りで布団から出たご主人様に、中に入ってくださいって意味だと思ってました」

「最初の興奮の息いき遣づかいは!?」

「……寝ね息いき？」

　わりと下ネタを全力全開で言うのに純じゆん粋すいすぎる。しかも、ネタとかカマトトぶってるとかじゃなくて、本気で言ってるぞ、これ。顔、赤くしてないし、まったく動どう揺ようしていない。

　でも、その構成なら一応、このクエストをクリアすることができる。行こう為い注ちゆう釈しやくが書いてない場所については、つまりそこでは何をするのも自由で、あとは評価の問題だ。

「じゃあ……ここまで黒夜にやり込められるのも癪しやくだしね。やってみようか」

「はいっ！　私、やりきります！」

　そんなわけで、またクエスト再開。最初から台詞を言い合って、ネーアをベッドの上まで移動させる段まできた。ここからが問題のシーンである。

「デハ、ゴシュ人様……。服を脱ぬガセテクダさイ」

「お安い御用さ。実はもう僕も我慢の限界なんだ」

　全ぜん裸らにしろ、とは書いていなかった。俺は一枚だけ、ネーアの服を脱がす。白い上下のインナーが露あらわになった。普ふ段だん、肌はだを見せていない分、彼女のそれはとても綺麗で目を奪うばわれそうになってしまう。

　さて、ここからは初めてのターンだが……。

「私ノ初めテ、モラってクダサい。モう抑えラレナクて……」

　ネーアは俺が横に寝るのを待っていた。息が妙みように荒あらい。頰ほおを朱しゆに染めて、目がとろんとしている。演技ではないような……。

　よくよく目だけで周囲を見み渡わたすと、妙に部屋の中が煙けむたい。何かが立ち籠こめている。

「はぁはぁはぁ……」

　前に見たことがあるぞ、これ。確かジルが持ち込んで、どりとピーチズが大変なことになった媚び薬やくだ、これ！　女の子にしか効かないアイテムで、ちょっとだけ精神を高こう揚ようさせる副作用なしの、ゲームならではのアイテム。あの時のふたりと目付きがそっくりだ！

　だけど、すでに失敗を一回している以上、これで決めなきゃクエストは終わりだ。

　なら、続けるしかないじゃないか！　行き着くところに行かなきゃいい！

「うん。僕も待ち望んでいたよ。でも、言いたいことがあったらすぐに言いなさい」

　俺はネーアの隣となりに座り、向かい合うようにして一緒に寝た。

　お互たがいの吐と息いきがかかる距きよ離り。ネーアの艶なまめかしい吐息が頰をなぞっていく。

　次の台詞のために、俺は目を閉じて眠ねむる演技を始めた。そして、寝返りを打って、ネーアの上に覆い被さる。

「い、痛イデス……。デも、それ以上ニ嬉しいンデス。大好きデスカら……」

「どうしてほしいのかな？　その可愛かわいらしい口で、ちゃんと言ってごらん」

　これは寝ね言ごとと注釈すればいい。苦しい言い訳だが、絶対にないとは言えないだろう!?

　だけど、この媚薬に冒おかされたネーアを見ていると、本当に俺の理性がヤバい。

　そして、ベッドの横までさらに転がった。

「はぁはぁはぁ。な、中ニ、くだサイ。ゴ主人様」

　最後までネーアが台詞を言い切る。早く……早く終わってくれ──。

『クエストクリア！』

　アナウンスが響ひびき渡わたった。どうやら無事にクリアしたらしい。

「で、できましたね！」

　ネーアがやりきったという表情を浮かべた。クリアと共に媚薬の効果も消えている。

「そ、そうだね」

　本当に黒夜にしてやられた感があるな。それに自分がエロいということも再確認した。

　ネーアの台詞群は十八禁にしか思えなかったし、ベッドに行く＋服を脱がすなんて……。

「あれ？　なんかクエストが連続してますよ？」

「ん。ホントだ」

　次のクエストに行けるようにセッティングされてある。『真ご主人様と純真メイドさん、秘密の逢おう瀬せ』とある。あらすじは『メイドさんがご主人様と身分の差を超こえて、チョメチョメする話』とあった。嫌いやな予感しかしない。

「台本見てみますね」

「待っ──」

　遅おそかった。ネーアの台本を覗のぞき込む。最初こそ、まったく同じだが。

『では、ご主人様……。服を脱がせてください』※全裸にされる。

『私の初めて、もらってください。もう抑えられなくて……』※性せい行こう為い。

『い、痛いです……。でも、それ以上に嬉しいんです。大好きですから……』※セックス。

『はぁはぁはぁ。な、中に、ください。ご主人様』※子作り。

　それを見たネーアが一気に顔を真っ赤にして、頭から煙けむりを噴ふき出して倒たおれ込んだ。

「ネーア！　ネーア!!　大だい丈じよう夫ぶか！　傷は浅いぞ！」

　念のため、俺の台本も調べてみたが、ひどいものだった。








QUEST No.005　頂と邂かい逅こうせよ！









「黒こく夜やあああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

「おはよう、蒼あお影かげ。朝一の教室でニワトリの奇き声せいみたいな声出すもんじゃないよ」

「お前、なんて台本作りやがってるんだぁ！」

「役得だったでしょ？」

「役得だったが、それはそれ、これはこれだ！」

「現金だなぁ。一回だけクリアされた履り歴れきがあったけど、いいね！　はつかなかったよ」

「当たり前だ！」

　クエストを作ると各種履歴が付く。よかったと思ったクエストをブックマークしておくために、「いいね！」と付けておくシステムがあった。この「いいね！」がいっぱい付いていると人気のあるクエストとなり、他のプレイヤーたちの目にも留まる。

「真の方もやってなかったね。履歴もつかなかったし」

「やるわけねぇだろ！　十八禁じゃねぇか！」

　すると、隣にいた桃もも華かが眼鏡をくいっと引き上げた。

「黒夜に台本を依い頼らいする方が悪い。そいつの本、読んだことないのか、蒼影は」

「全部はさすがに読んでないけど……」

「すべて読んでいれば、そうなることぐらいわかる」

「桃華は黒夜の作品を全部読んでるのか。マメだな」

「見本誌をもらっているからな。ただで読めるなら読むぞ」

　確かに毎回毎回、俺や翠みどりも見本誌を押しつけられるんだよな。捨てることも売ることもできずに、幾いくつかは本ほん棚だなに入れたままだ。

　すると、黒夜がしれっとした顔で、

「最近、硬かたい文章しか書いてなかったし、緩ゆるい文章でえっちぃの書きたかったんだよね」

「それで俺らはひどい目に遭あったんだが!?」

「嬉しい目、でしょ？」

　ぐうの音も出ない。いい目を見たのは確かだ。ネーアとずっとひっついていたし。

　身体からだも感触も虚きよ構こうのものとはいえ、やはり中にいるのは人であり、意思が介かい在ざいすればそれは本物たり得る。事実、演技中以外はドキドキしていたし。

「おはようございます」

　そして、ネーアこと宇う佐さ美みさんが登校してきた。今日もとても小さな小さな声である。

「おはよう、宇佐美さん」

　めいめいに挨あい拶さつを交わしながら、宇佐美さんは一目散に俺の方にやってきて、身体を寄せてくる。いや、単純に顔を耳に寄せているだけなのだが。

「き、きのうは、すごかったです」

「語ご弊へいがあるよ、その言い方！」

　黒夜がニンマリとした表情を作る。嫌な予感が背中を走った。

「何が凄すごかったの？」

「あ、蒼影くんの……か、身体が」

「だから、語弊を生む言い方はやめて！」

　だが、俺の言い訳などあまりにも無力だった。

「ちょっと、アオ？　どういうことなの？　服を脱ぬいでお互いの身体を見せたの？」

　いつの間にか聞いていた翠がゆらりと近づいてくる。とても怖こわい顔だった。

「見せてない！　断じて見せてないぞ！」

「じゃあ、触さわらせたの？　あんなところとかこんなところとか！　まさか、そんなところまで触らせるなんて、ヘンタイ！　なんてマニアックな真似まねを……！」

「勝手に想像を爆ばく発はつさせて自己完結するな！　そういうのを事故完結って言うんだ！」

　我ながら上手うまいことを言ったように思ったが、さらなる追つい撃げきが待っていた。

「あ、あと蒼影くんとならくっついても大丈夫になりました」

　そう言って、宇佐美さんは実じつ践せんするように俺の身体に腕うでを絡からめてくる。ほんのりとした温ぬくもりが伝わり、髪かみの毛からするカモミールのほんのり甘く優しい香かおりが鼻び孔こうをくすぐった。

「な……！　な……！」

「ほう……。これは高く売れそうだな」

　翠は絶句し、固まっている。桃華は勝手に写真を撮とっていた。肖しよう像ぞう権けんの侵しん害がいだろ！

「み、皆みなに注目されてるから離はなれた方が」

「はうっ……」

　彼女は自分の行動の大だい胆たんさにようやく気付き、周囲の視線から逃のがれるように離れる。

　しかし、興味を示したクラスメイトたちの視線は元に戻もどらず、もの言いたげだ。……特に翠は未いまだに石像のように動かない。動かす必要もないし、今はスルーしておこう……。

「と、ところで蒼影って……」

　今いま更さら気付いたけど、名前で呼ばれてたな。さっき。

「あっ……と、咄とつ嗟さのことで、名前で呼んじゃいました。だ、ダメですか？」

「いや、別にいいよ。気にしないし」

「じゃあ、私のことも……朱あか音ねって呼んでください」

「うん。わかった。朱音」

「はいっ。蒼影くん」

「名前呼びの儀ぎ式しきをやってる高校生、初めて見たよ。初々しい。栄養になるなぁ。高カロリーで太っちゃいそうだね」

　それを見ながら黒夜がメモを取っていた。メモを取り終わってから、ありがたがるように俺たちを拝んでいる。拝まれる徳はないし、筋合いもない。

「と、ところで……。あ、あの……」

　朱音が俺に寄より添そい、囁ささやくような声で語りかけてくる。

「き、昨日の……え、演技、どうでしたか？」

　不安そうな表情だ。昨日は最後の総評を忘れていたからな。ネーアも気絶しちゃったし。

　言うのは酷こくだが……演技に噓うそはつけない。

「正直、よいとは言えなかったと思う。実際、評価もＤで下がっちゃったしね」

　最後までやりきってクリアをしただけだ。俺の言葉に朱音が悲しそうに俯うつむく。

「台詞せりふを言うのに精せい一いつ杯ぱいだった。感情が籠こもってなかった……とは言わないけど、それでもやりようはあったと思う。余よ裕ゆうがないせいか、棒読み気味で抑よく揚ようがなかった」

「はう……。だ、ダメでしたか」

「最初は仕方ないよ。ひとつずつクリアしていこう。練習は問題点を洗い出すものだよ」

「できれば二つ三つとクリアしていきたいです。早く、演技が上手くならないと……」

　目的ははっきりしているのだろう。だが、どうにも焦あせっているようだった。

「演劇に王道なし。飛び級もない。地道にやっていくのが、一番の近道だからね」

「……はい。処女が感じるなんて無理みたいなものですよね」

「……………………………聞かなかったことにしておくから」

　発言はともかく、彼女も頭ではわかっているのだろう。気持ちが顔にも伝わっている。

「何度でも付き合うから。一いつ緒しよに頑がん張ばろう」

　朱音は力強く頷うなずいた。瞳ひとみがとてもキラキラしている。俺を見る目が熱っぽい。一応、演技の師としては認められたってことかな？

　放送部に入ってもらえる日が、近くなってきたような気がする。




　　　　▽　　▽　　▽




　今日もログインしてから、滑かつ舌ぜつをよくするためにスペルの練習だ。この日はまたもスペルの練習がしやすい街の外の森に来ていた。今回は、どりもピーチズもジルもいる。

「だって、ふたりきりにすると、アオが何するかわからないし」

「だよねー☆　なんだかんだ言いながら、胸を揉もんだり、抱だいたりしてそうだし～」

「はははは。アオガー、女性陣じんの信用がまったくねぇぞー」

「遺い憾かんの意を表明する！　第一、今日は演劇クエスト、しないから！」

　今日は魔ま法ほうの撃うち合いをするだけだ。気を取り直してネーアと向き直る。

「今から俺がスペルを飛ばすから、それを相殺して。できれば打ち勝ってほしい」

　スペルとスペルはぶつかることで相殺し合う。そこには属性相性やら魔力容量やら、複雑な計算式があるけど、ネーアの滑舌さえ上手くいけば計算上は打ち消されるはずだ。

「炎ほのおの精せい霊れいよ──御おん身みを光の如ごとく輝かがやかせ、我が意を焦こがせ。〈ブレイズ〉！」

　俺の手に炎が生まれ、それがネーアに飛んでいく。

「ほ、炎の精霊よ──あうっ！」

　スペルが発動する前にネーアが炎に包まれた。炎はネーアのＨＰを減らして消えていく。

「はっきりと発音して舌を早く回すこと。そうしないとスペル発動前に当たっちゃうよ」

　ネーアには制限を設けてある。こちらがスペルを発動させてから詠えい唱しよう開始、と。

　ネーアとは距きよ離りを離しているが、それでもスペルが着ちやく弾だんするまでに大体、四秒は掛かかる計算だ。四秒ならどうにか間近で相殺できる。

　あとは迫せまる炎を恐おそれないための精神──いわば舞ぶ台たい度ど胸きようを鍛きたえるという意味もあった。

「行くよ！　炎の精霊よ──御身を光の如く輝かせ、我が意を焦がせ。〈ブレイズ〉！」

「炎の精霊よ──御身を光の如く輝かせ、はうあぅ！」

「惜おしい。炎の精霊よ──御身を光の如く輝かせ、我が意を焦がせ。〈ブレイズ〉！」

「ほのおのせいれいよおんみをひかりのごとくかがやかせわがいをこがせ〈ぶれいず〉！」

　超ちよう早口でネーアは言い切る。だが、悲しいかな、抑揚もない棒読みは威い力りよくに影えい響きようする。

　どうにかこうにか生まれたスペルは、しかし、俺のスペルに搔かき消されてネーアの身体を燃やす。ネーアのローブがボロボロになっていった。

　一部の武器やスペルによるＨＰの減少で、服が破れるシステムってどうなんだろうな。全ぜん裸らになるわけじゃないけど、破れた服ってなんでこうも扇せん情じよう的なんだ。中にインナーがあるとわかっていても、チラチラと見える肌はだに、妙みように興奮してしまう。

「ちょっとアオ!?　わざとやってんの!?」

　どりがネーアの服の状態に怒おこり始めた。

「い、いや、仕方ないだろ！　相殺の計算上、これが一番いいんだよ！」

　俺は〈シャドウナイト〉で、ネーアは〈ソーサレス〉。魔力の差は歴然としているし、炎の魔法以外でもなんだかんだで服を切ったり消したりしてしまうのだ。

「……ホントにぃ？　どうも楽しそうに燃やしてるように見えるけど」

「俺が笑って服を燃やす男に見えるの!?」

「見えなくもないってのが正直なところ」

「……十五年以上、連つれ添って生きてるのにひどすぎる！」

　とはいえ、目に毒なのは確かだ。

「ピーチズ。ネーア、回復してあげてよ」

「えー、ピーチズ面めん倒どうだしぃ☆　ポーション使えばいいんじゃなぁい？」

「あのな……。いいからやってくれ」

「もう仕方にゃいなぁ。ネーア、こっちに──」

　ピーチズに呼ばれて、ネーアはブンブンと首を振ふった。

「大だい丈じよう夫ぶです！　むしろ死が感じられて追おい詰つめられてこそ、できるかもしれません！」

「余裕のなさは演技を悪くするよ!?」

「じゃ、じゃあ、もう少しだけでいいので！」

　仕方なく詠唱を続ける。俺のスペルはネーアの服を容よう赦しやなく焼いていった。

「……アオの変態」

　どりの指し摘てきが突つき刺ささる。

「ね、ネーアがやれって言うから！」

「へー。破れてる姿なんて見たくないっていうの？」

「見たかったです！」

「素直でよろしい。でも、ダメ」

　どりに斧おのの刃はが付いていない方で殴なぐられた。痛い！　痛くはないけど痛い!?

「ネーアも！　露ろ出しゆつ大好きじゃあるまいし、ちゃんとＨＰは回復しなさい！」

「はい～……」

　どりの指摘に、ネーアは残念そうにこちらへ戻ってくる。

「ほら、ピーチズ。出番よ」

「はーいっ♪　水の精霊よ──傷付きし者に、癒いやしの源を。〈ヒーリングドロップ〉」

　ピーチズの水系スペルが発動し、ネーアの身体からだの周囲に水と光が集い出す。少しずつネーアのＨＰが回復していき、それと同時にネーアの服も少しずつ元に戻っていった。

「次、よろしくお願いします！」

「その意気だ。炎の精霊よ──御身を光の如く輝かせ、我が意を焦がせ。〈ブレイズ〉」

「炎の精霊よ──御身を光の如く輝かせ、わがいをこがせ〈ぶれいず〉」

　途と中ちゆうまではよかったが、最後に急ぎすぎたことで炎系のスペルが中ちゆう途と半はん端ぱになっていた。

　そんなことでは炎系のスペルは相殺はできない。が、ＨＰの減りが少なくなった。

「俺の魔法の威力を減げん衰すいさせることには成功したよ！　あと少しだ。頑張って！」

「はい！　マスター！」

　いつの間にか呼び名がマスターになっていた。

「アオが、マスターだって」「頑張れってぇ♪　マスター♪」

　どり、ピーチズが茶々を入れてくる。右から左に受け流した。

「マスター。弟子にはもっと過激に行こうぜー。ゼ・ン・ラ！　ゼ・ン・ラ！」

「って、おい！　俺は全裸にするためにやってるんじゃないっての！」

　ツッコミを入れているだけで疲つかれてくる。

「はぁ……。炎の精霊よ──」

「こちらにいるとのことですが」「わざわざこのようなところまで」「誰だれに会いに……」

　詠唱に入った瞬しゆん間かん、森の奥から話し声が聞こえてきた。こんな人ひと気けのない場所に珍めずらしい。

　彼らはすぐに姿を現した。ひとりの騎き士し然とした女性が先頭に立ち、横に屈くつ強きような男性がふたりいる。他の百人近い男性たちが後ろで軍隊のようにきっちりと並んでいた。

「あれは──」

　どりは微び妙みようそうな、少し不ふ機き嫌げんそうな表情をしていたが、対照的にピーチズが目を見開いていた。ジルも心なしか驚おどろいた顔をしている。

　だが、誰よりも大きなリアクションを見せていたのはネーアだろう。目を大きく開きながら、口をがくがくとさせている。言葉を紡つむげないようだった。

「スノウ様。到とう着ちやく致いたしました」

「様付けはやめてほしいんですけど。というか、付いてきてほしいって言ってないよ？」

「いえ。スノウ様の身に何かあっては大変です！　オークが現れてしまったら、スノウ様、特に理由もなく負けそうですし！」

　隣となりに控ひかえた男性のそんな言葉に後ろの男性たちもうんうん頷く。

「人を根こん拠きよもなく女騎士みたいに言わないでください！」

　そう言ってスノウと呼ばれた少女は頰ほおをぷっくりと膨ふくらませた。

　疲れたように溜ため息いきを吐ついて、俺の方に向き直る。……やっぱり、用事は俺か。

「こんにちは、アオガさん。お久しぶりですね」

「よっ、スノウ。こっちで会うのは、そんな久々でもないような」

「あら。そうでしたっけ？　うーん、一週間ぐらい会ってないから、久しぶりですよ」

　他愛ない会話を続けていると、小さく袖そでを引っ張られた。

　ネーアが冷や汗あせをだらだらと流して必死な顔をしている。

「あ、あの……。アオガくん、お知り合いですか？」

「ああ。彼女は昔むかし馴な染じみなんだよ」

「わたしとアオガさんは、子役をやってた時に知り合ったんだよね？　ね？」

　いつの間にかスノウが眼前まで距離を詰めて顔を近づけていた。いきなりは心臓に悪い。

「ど、どういう人か、ご存じで？」

「そりゃあね。ネーアの方が知ってそうだけど」

　彼女とは子役時代からちょくちょくとは言わないまでも連れん絡らくを取り合っている。

　この世界にログインしていることも知ってたしな。

　すると、ピーチズが彼女を見ながら、

「甲か斐い雪せつ那な。それが彼女の声優としての名であり、押しも押されもせぬ若手での一番人気声優だろう？　最近、大きな会場で単独ライブまでやっていた」

　ピーチズがいつものぶりっ子をやめて、リアル側の口調になっている。

「ピーチズ、よく知ってるな」

「ウチ、そのライブ行ったからな」

「あら。ありがとうございます。こういうところでファンの人と会えるのは嬉うれしいわ」

　恭うやうやしく、ぺこりと頭を下げるスノウ。こういうところに育ちのよさが垣かい間ま見みえるな。

「数年先には年末の某ぼう歌合戦に出るかも、なんて言われてますよね」

　ネーアがそんな説明をすると、スノウが一いつ瞬しゆんだけ動どう揺ようした。

「あら。それをどこで」

「あっ。これ、オフレコ……！」

「それは根も葉もない噂うわさですよ。そういうのに出られたらわたしも嬉しいですが」

　そんな話に男性たちは考えなしに盛り上がっていた。

「というか、〝ソングオブウインド〟のギルドの人たちが何の用ですかー」

　少しどりが不機嫌そうに言う。〝ソングオブウインド〟はスノウのギルドの名前だ。

「どりちゃん、ひさしぶりー」

「えーえー。お久しぶりです。スノウさん。あんまり会いたくなかったんですけど」

　どりも彼女とは面識がある。ただ、あまり仲はよくない。特にどりは一方的にスノウを嫌きらっている節があった。喧けん嘩かはしないが言葉にいつも棘とげがある。

「大丈夫だよー。アオガさんを奪うばいに来たわけじゃないからー」

　スノウもスノウで、それを面白がってるみたいだけど。

「奪わせませんー！　アオはあたしのなんです！　帰ってください！」

「あらあら。もう少しゆっくり話をさせてほしいのにー」

　どりが火花を飛ばし、スノウはそれを華か麗れいに受け流す。結局この人、何しに来たんだ？

「リーダーのわりに暇ひまそうだな、スノウ」

「やん。別にリーダーと言っても自然発生でギルドができただけだし」

　超ちよう人にん気き声優が《エモーショナルオンライン》をやるということが明らかになった時、ゲーム内は俄にわかに慌あわただしくなった。インターネットで有名人との距離が近くなってから数年経たっているが、それでもやはり壁かべはあるし、距離もある。

　だが、ゲーム内ならもっと近づけるということで声優ファンたちは一いつ斉せいに群がった。《エモーショナルオンライン》をプレイしていなかった人たちを多く引き連れて。

　規模が大きくなりすぎて、一いつ般ぱんプレイヤーの迷めい惑わくになりつつあった時、ギルドを作った方がいいと運営に提案され、リーダーも兼かねることとなった。ギルドでは、一般プレイヤーに迷惑をかけないよう厳命され、怠おこたった者は垢あかバンをされる。厳しいギルドなのだ。

「それにリーダーは何もすることないの。皆みな、代わりにやってくれちゃうし」

「スノウ様はお仕事でお忙いそがしい身！」「その身を煩わずらわせるわけにはいきません！」

「わたし、そういうお仕事も好きなんだけどな。……っと。リアルの話はこれくらいにしておいて。本題を話すわね。アオガさん、一いつ緒しよにクエストやらない？」

「クエスト？」

「うん。冒ぼう険けんクエストなんだけどね。ちょっと演技力が求められるから」

　一般的な冒険クエストは、敵を倒たおして終わりである。

　ただ、そこに演技力が求められる場合、少し特とく殊しゆなクエストに属するものなのだろう。

「ちょ、ちょっとお姉様！　演技力なら、わたくしがいるじゃないですか！」

　ちょいちょいと気になっていたのだけど、ひとりだけ女の子がいた。金きん髪ぱつでツインの縦ロールでとても目立っている。リアルじゃお目にかかれない高飛車なお嬢じよう様必ひつ須すの髪かみ型がただ。

「言ったでしょ。演技力が求められるって。女のアリスにわたしの恋こい人びとは務まらないから」

「こ、恋人ですとぉ!?」

　キッ！　と、アリスって女の子に睨にらまれてしまった。あんまり怖こわくないけど。

「恋人を演じながら、敵を打だ倒とうするクエストか」

「そういうことね」

《エモーショナルオンライン》に結けつ婚こんシステムはあるのだが、恋人に関してはまったく規定されていない。この手のクエストは本当の恋人同士がやれば基本的には問題ないだろうが、恋人じゃない者同士がやる場合、それ相応の演技力が求められる。

「ね？　どうどう？　いい夢、見せてあげるよ？」

「何がいい夢なんだかわからない。せっかくのお誘さそいですけど、遠えん慮りよするよ」

「えーっ。なんでー！」

「今、やることあるんで」

「やることって？」

「彼女の演技練習」

　ネーアを見み遣やると、スノウも一緒に視線を送る。

「ひうっ」

　ネーアを見るスノウの目は、敵意があるわけではなく、どこか解せない感じだ。

「うーむむむむむむむ。でも、せっかく来たのに、このまま引き下がれないぞ」

「いや、そう言われても」

「でも、きっとこうすれば、あなたは我が慢まんできないわ」

　スノウが自然な動作で剣けんを抜ぬき──。

「わたしは──あなたに勝って、あなたを超こえてみせる！」

　俺に向けて振りかぶってきた。教科書からまったく外れない剣筋に、芝しば居いがかった台詞せりふ。

　俺も剣で型通りに受け流す。甲かん高だかい音が鳴り、俺たちは互たがいに後ろへ跳とび距きよ離りを取った。

「──お前に、俺が超えられるか」

　改めて剣を構える。悔くやしいが、スノウに乗せられてしまった。

　彼女の演技に飲まれたように、自分の身体からだが反射的に動いたのだ。

「ええ、必ず超えるわ。わたしは十年、そのために剣の修行をしてきたのだから！」

「言葉だけで勝てるなら苦労はしない。剣で語れっ！」

「この剣で証明するッ！」

　彼女は体勢を低くして、俺の足下を狙ねらってくる。俺は大地に剣を刺さして、それを防いだ。

「狙い所は悪くない……が、甘いッ！」

　剣を抜き、スノウに向けて最短距離で胴どうを薙なぐ一いつ閃せんを放った。教科書のようにぶれない剣筋は、スノウの剣に弾はじかれる。お互い、型で合わせているかのように剣けん戟げきを交わした。

　言わば殺陣たてだ。相手の呼吸に合わせて、剣を振ふり、弾く。

　ただし、少しでも息が乱れればすぐさま、見み窄すぼらしい演技になるだろう。俺とスノウはお互い即そつ興きようで作ったキャラクターを演じ続けた。

「俺を倒してなんとする！　欲しいのは栄光か、名めい誉よか！」

「わたしは、あなたに勝ちたいだけ！　負けっぱなしのままじゃいられないのだから！」

「阿あ呆ほうがッ！　その程度の剣──軽いッ！」

　スノウが俺の剣の重さに耐たえきれなくなったように後ろへと下がっていく。

「ならば、あなたは何のために剣を振るうのか！」

「俺は──頂点を目指すために剣を振る！　この世は広い！　俺以上の剣けん士しなどごまんといる！　お前の目標は未いまだ途と上じようにあるのに、お前自身は俺に勝てば満足かッ！」

「わたしはただ──あなたに勝てなきゃ前に進めないんだーッ！」

「そんな心の制約など、ここで振り払はらってみせろっ！」

　強く弾くと、スノウの剣はその手から離はなれ、空中を回転し、落ちる。

「未だ、俺の剣も途上にあり。追い掛かけるというなら止めはせぬ。だが、覚かく悟ごを決めろ」

　剣を落としたスノウに、切っ先を突つきつける。

　スノウはキッと俺を睨む。顔が言葉以上に語っていた……と言っても、演技だけどさ。

　するとスノウは一転、破顔一笑。

「おしまいっ」

　自然と、拍はく手しゆが沸わき起こっていた。

　差し出されたスノウの手を摑つかみ、力強く握あく手しゆする。

「楽しかったわ。さすが、アオガさん」

「スノウこそ。最後、俺を立ててくれたのか？」

「わたしがそういう設定にしたからね。わかってくれて嬉しいわ」

「お前がわかりやすく誘ゆう導どうしたからな」

「でも、やっぱりわたしもあなたに飲まれたわ。だから早くリアルの演劇世界へ戻もどってほしい。同じ土俵じゃ並ぶのが無理だと悟さとったから、わたしは声優の世界に入ったんだもの」

　そして、彼女は手を離して一歩下がった。

「演技はできたし、久々のアオガさん成分も補ほ充じゆうできたし、満足できたわ」

「そりゃよかったけど、成分ってなんだよ」

「滋じ養よう強きよう壮そうによく効く、あなたの体温よ」

　よくわからないことを言うやつだな。

「それじゃあね、アオガさん。すっごく楽しかった！　また来るわね！」

　そして映画にあるような最後の台詞を言って、彼女と彼女の取り巻きたちは去っていく。

　その後、ネーアとピーチズとジルの追及の対応に時間を費やすことになってしまい、ネーアのスペル詠えい唱しよう訓練は中ちゆう途と半はん端ぱに終わってしまった。……明日は頑がん張ばろう。








QUEST No.006　水の中で演技をしよう！









　この日の朱あか音ねは珍めずらしく、遅ち刻こくギリギリに駆かけ込んできた。

「宇う佐さ美み、ギリギリだぞー。もう少し余よ裕ゆうを持ってくるように」

　朝あさ倉くら先生が怠だるそうに言うと、朱音がぺこぺこと謝る。きっと心の中でごめんなさいを連続で言っているのだろう。

「珍しいね、遅刻ギリギリなんて」

　席に座った朱音に言ってみると、朱音は口を寄せてくる。

「朝、武たけ田だ先せん輩ぱいとメッセージのやり取りをしてまして」

「武田先輩──雪せつ那なか。……ってことは仕事の？」

「は、はい。わ、私がネーアだってバレて。カマかけられたんですけど」

「よくわかったな、あいつ……」

　仕事で聞いてる分、わかるものなのだろうか。《エモオン》は声質は変えられても、口調の癖くせまでは意識しないと変えられないしな。それに普ふ段だんの仕草だってある。

「何かまずいことある？」

「と、特には。ただ、アオガさんを独ひとり占じめなんてズルいぞ、と文句を言われました」

「何を言ってんだ、あの人は……」

　わけがわからんぞ。

「そこぉ！　人のありがたい話の最中に、くっちゃべってんじゃねー！」

　痛つう烈れつ、一閃。チョークが俺の顔面に向かって飛んでくる──と思った時には遅おそかった。

「あだっ！」

「次にやったら、そこの窓から吊つるしてバンジーさせっからな！　覚えておけよ！」

　痛そうにしていると朱音が申し訳なさそうな顔をするので、ちょっと泣くのを我慢した。




　授業も進んでお昼休み。またも朱音が妙みようなことを囁ささやき始めた。

「み、水の中で、演技をやらなきゃいけないんです……。男子と一緒に水の中に潜もぐって、楽しく過ごしながら、心を通い合わせていく……的な」

「やけに具体的だね。守秘義務ギリギリみたいな!?」

　そう言うと、朱音がビクッと身体を震ふるわせた。ゲームの時と同じノリで突っ込んでしまったが、本当に次から次へ注文が出てくるな。声優というのも大変だ。

「別にいいんだけど……水の中か。脚きやく本ほんはどうしたもんかな」

「ま、また新し発ば田たさんに台本を作ってもらうとか」

「え？　黒こく夜やに？　いや、また絶対にろくでもない目に遭あうよ。今度は何させられるか」

「で、でも。台本は絶対に必要だと思うんです」

　確かに俺たちの中で台本を書けるとしたら黒夜しかいないんだよなぁ。

「なになに？　また脚本の依い頼らいかな？　いつでもいいよ」

「嫌いやな予感しかしないんだが……背に腹は替かえられない」

「ひどい言い様だなあ。で、今度はどんなのがいい？」

　テーマを伝える。朱音の言ったことをそのままだ。それを近くにいた翠みどりと桃もも華かも興味深げに聞いていたが、内容を聞いて翠が顰しかめっ面になる。怖い。

「水の中の演技って……。絶対、ダメでしょ！」

「何でだよ。リアルじゃなかなかできない演技ができるだろ」

「絶対、水着が流されて朱音ちゃんが、その瑞みず々みずしい裸ら体たいを晒さらすことになるもの！」

「黒夜ならそういうシチュエーションは山ほど本で書いてる。否定はできないな」

　桃華も翠の具体的な妄もう想そうに同意したらしい。

「やだなぁ。《エモオン》ってファンタジー世界でしょ？　そんな現実でも起こせそうなイベントを書くわけないじゃない。こっちは一応、プロだし？」

　まるでプライドを傷つけられたように反論してきた。なぜか顔は得意げだが。

　言っていることはもっともだし、そもそも脚本なんて黒夜に頼たのむしかないんだよな。水の中での演劇クエストなんて、探してもそうそう見当たらないだろうし。

「何にせよ、いいイメージはあるからさ。皆みながログインする頃ころにはできてるよ」

「ありがとう。でも、くれぐれも前回みたいな十八禁の脚本は却きやつ下かな」

「ははは。疑われてるねぇ。でも、しないって。同じ真似は」

　楽しそうにニンマリと笑う黒夜。不安だ……。




　　　　▽　　▽　　▽




　街の外には森だけでなく、その奥には巨きよ大だいな湖がある。

　レベル上げをする場所ではないが、湖がいっぱいに見える開放感と、そして新緑の芽め吹ぶいた山々が見下ろしてくるこの光景は一見の価値があった。空気も澄すんでいる。

　そして、ここには〝プレイングシアター〟の全員がやってきていた。全員がいつの間にか水着になっている。それにしても、女子はなぜ装備切り替えを見られるのを嫌きらうのだろうか。ホログラフィーで装備を切り替えれば、裸はだかが見えるわけでもないのに不思議だ。

「どうどう、アオ！　このビキニ、可愛かわいいでしょ！」

　どりが緑色のビキニに包まれた豊満な身体を見せびらかすように胸を張っていた。リアルではできないであろう仕草に同情を禁じ得ない。が、それを態度に表すと殺される。

「いつものビキニアーマーと大して変わらない気がするんだけど」

「肌はだ色いろ面積だけで判断するのってどうなの!?」

　どりは不服そうに頰ほおを膨ふくらませた。こういうところはリアルの癖が出るな。

「こういうのは普段、肌を見せてない方がいいもんねー♪」

「アタイもいつもはそこそこ肌は見せてる方だけどな」

　ピーチズとジルもそれぞれ水着を身につけていた。ピーチズはフリルの付いた花はな柄がらのワンピース。ジルは何とスリングショットだ。刺し激げき的である。

「何だか新しん鮮せんだな」

「アオガー。エッチな目で見たらダ・メ・ダ・ゾー？」

「触さわりたそうな目してるけど、何なら触ってみっか？　アタイはいいぞ？」

「あとで何言われるかわからないから嫌だよ！」

　触ってみたくないわけじゃないけど、ゲームだしな。それにエロい目で見ていたわけではない、と思う。いや、多少鼻の下が伸のびることぐらい見み逃のがしてほしい。

「き、着き替がえてきましたぁ……」

　ネーアも水着になっていた。どりと同じくビキニで、こちらも髪かみと同じく赤い。

　下の方がローライズ気味なのが、目のやり場に困った。特にネーアは普段、素す肌はだを見せない装備なだけに、なおさら目に焼き付いてしまう。

　ネーアは恥はずかしがるようにして、必死に胸と大事なところを手で覆おおっていた。

「ウチがスタイリングしたんだよん☆」

「道理でネーアが着ないような服だと思った」

「どう？　タった？　閲えつ覧らん料、取ってもいいかにゃ～？」

「何がだよ！　タたねぇよ！　それに閲覧料はお前には絶対に払わんぞ！」

　まさかピーチズにまで下ネタで弄いじられるとは思わなかった！

「それじゃあ、さっそく台本を見てみよう」

　気き恥はずかしさを誤ご魔ま化かすように、ホログラフィーを表示。今回の台本を見る。

　前回の反省を踏ふまえ、今回は台本にお互たがいの台詞せりふをすべて書いてもらっていた。

「うっわっ、恥ずかし。さすがのウチもこれにはどん引きだぞ……」

　ピーチズの口調が素に戻るほどか……。

「えーっ。いいじゃんか。ちょっと楽しそうだぞ」
















「ジルはいけるクチなのか。ウチも見る分にはいいと思うけど自分でやるのは御ご免めん蒙こうむる」

　ジルとピーチズの意見はともかく、どりが台本を見て眉まゆ根ねを寄せている。

「台本の中ちゆう盤ばんに『？？？※ここからアドリブを利かせること』ってあるんだけど、何これ」

「イベント中に何かが起こるってことだろうな。黒夜のやつ、ここに何を用意してるんだ」

　クエストは作る際に、ちょっとした仕し掛かけを作ることも可能だった。

　それこそボス戦のクエストで、途と中ちゆうで部下を召しよう喚かんしたり等、やれることは多た岐きにわたる。

　しかし、詳しよう細さいが明らかになっていないところがあると怖こわいな。制作者がアレだし。

「湖の中でのトラブルっていうと……うーん、鮫さめが出てくるとか？」

「なあ、どり。知ってるか？　湖に鮫はいないぞ？」

「何その今世紀最高の馬ば鹿かを見たみたいな顔！　知ってるわよ！　でも、映画とかじゃ、台風と一いつ緒しよに飛んできたり、家の中に出てきたり、砂に潜ったりしてるでしょ！」

「そんな特とく殊しゆなサメ映画と一緒にされても困る！」

「でも、それ以外は特に変なところは見受けられないわね」

「隠かくされた評価ポイントはありそうだな」

　やはり、『？？？』以降のアドリブがキーポイントだな。

　このまま台詞を言うだけでもクリアできるが、それでは高評価を得られないはずだ。台詞に応じた行動を見せなくてはならない。黒夜もそこを成功率に設定してるだろう。

「ろくでもない行動を指定していないことを祈いのるばかりだ」

　黒夜がろくでもない設定にしてたら、イケメン顔が歪ゆがむぐらい殴なぐっても許されるだろう。

「さて。じゃあ、これを指に嵌はめて」

　俺はネーアに指輪を差し出した。

「これは婚こん約やく指輪ですか？」

「なんで婚約指輪って単語が出てきたの!?　指輪しか合っていないよ！」

　彼女の思考ルーチンは本当に謎なぞだ……。

「水の中でも呼吸できるようになるアイテムだよ。これがないと息いき継つぎが必ひつ須すになるし、気付いたらスリップダメージ受けることになるから。どこか指の装備欄らんに着けといて」

　ネーアがホログラフィーを使わずに、そのまま中指に嵌める。

「ん。アタイたちもつけたぜー」

　いつの間にかジルたちも指輪を着けていた。

「って、おい。お前ら、見学するつもりか？」

「もちろん。アオがネーアの水着、脱ぬがさないか心配だし」

「どりが俺をどういう目で見ているのか、ここ数日でよくわかったよ……」

「変な演技したら容よう赦しやなく突つっ込むぜー！」

「録画させてー♪」

　ジルは楽しそうだし、口調を戻もどしたピーチズはさらっととんでもないことを言ってきた。

「録画して動画をネットにアップして、金稼かせぐのは禁止な」

「チッ」

　ぶりっ子やってるのに、素で舌打ちをするなよ……。アイデンティティは守ってくれ。

　そんなやり取りを交わしつつ、俺たちは水の中へと入った。口から泡あわがぼこぼこと漏もれ出ていくが、呼吸ができなくなっていく感覚はない。呼吸ができていないという警告も表示されない。指輪を外したら、速そつ攻こうで呼吸困難の状態異常が襲おそってくるだろうけど。

　この湖の平均水深は四メートルとそこまで深くはない。

　水の底に足を着けると周囲では色取り取りの魚が泳いでいた。お誂あつらえ向きの状じよう況きようだな。

「さて。じゃあ、クエストを始めよう」

　なお、会話は普ふ通つうにできる。ファンタジックなのはいいことだ。

　俺は水の中にホログラフィーを表示して、クエストのスタートボタンを押した。

　ネーアが小さく深呼吸して、俺の瞳ひとみを見み据すえてくる。水の中だけど、はっきりとその意志が伝わってきた。……やる気はあるんだよな。

「見テ見テ、アオガくン。綺き麗れいなお魚がたくサンいるよ。うわぁ、来てよカッタです」

　台本通りの台詞を喋しやべるネーア。クエスト成功率が下がった。ここは俺の目を見ながら言うところではないんだよな。魚を指さすとか、周りを眺ながめるとかしないと正しくない。

「うん。とても綺麗だね。でも、ネーアの方がもっと綺麗だよ」

　とはいえ、指し摘てきはあとだ。俺はネーアの目を見ながら真しん剣けんに語る。

　ネーアはうっすらと頰を染め、俯うつむいた。

「そ、そンな。私なんテ……」

　自じ虐ぎやくするように言うネーアの肩かたに、俺は手を乗せる。彼女の華きや奢しやさが腕うでに伝わってきた。

「そんな、なんて言っちゃダメだ。ネーアの可愛さは誰だれにも負けない。世界一可愛い」

　俯き気味だったネーアは、ゆっくりと顔を上げて、上うわ目め遣づかいでこちらを見てくる。

「……誤解しチャいまスよ？　そんなコト言われタラ……わタし……」

　恐おそる恐る言うネーアの身体からだを引き寄せ、俺は両手で強く抱だきしめた。

「誤解してくれていい。俺は早く独ひとり占じめしないと、君を失いそうで怖いんだ」

　クエスト成功率は上がったり下がったりしているが、概おおむね問題なくできている。

　ひとまず台本の中盤まで来たが、ここに例の『？？？』がある。何が起こるのやら。

「きゃあっ！」

　ネーアの口から悲鳴と共に大量の泡が零こぼれる。クエスト成功率は上がったが、抱きしめていたはずのネーアが、突とつ如じよ、凄すさまじい力によって引き剝はがされ離はなれていった。

　何の脈みやく絡らくもなく、突如現れたのは──人の背せ丈たけほどはあろうかというイカだった。

　リアルのイカと違ちがい、足が異様なほど長く二十本もある。

「ふえええええっ！」

　ネーアはイカの足に四し肢しや腰こし──全身に巻き付かれ、捕とらわれていた。

「ネーアに何してんのよっ！」

　どりがクエストエリア内に入ろうとするが、見えない壁かべによって阻はばまれる。クエスト中は規定となるエリア内には侵しん入にゆうできないのだ。

「うーん。さすが黒夜。いい仕事ー☆　きっとネットにアップしたら稼げるわー」

「ピーチズ、お前、さすがにそれは人としてどうかとアタイは思うぞ。犯罪だからな」

　エリア外の三人は手出しができない。俺がどうにかするしかない。

「アオ！　早く助けなさいよ！　このままじゃあの子、貞てい操そうの危機よ！」

「貞操の危機って……」

　そんな大おお袈げ裟さな──と思っていたのだが。

「はううっ！」

　ネーアに巻き付いているイカの足の動き方が妙みようにイヤらしい。

　わざわざ足を広げさせたり、扇せん情じよう的なポーズを取らせたりなど、セクハラ判定ギリギリのところを攻せめていた。黒夜の設定かよ！　御ご丁てい寧ねいに、イカの顔が赤くなって目がイヤらしくなってるし！　魚ぎよ介かい類るいの分際で照れてんじゃねぇよ！

「そ、そんなところ、まさぐらないでくださいー！　あふん……」

　艶なまめかしい声まで聞こえてきた。

「アオー！　聞き惚ほれてないでさっさと動きなさい！」

「わ、わかってるよ！」

　このイカモンスター相手に水の中で立ち回るのは難しいのだ。俺たちのレベルで倒たおすのは不可能に近い──とはいえ、やりようがないわけじゃない。

「〈ストライクショック〉！」

　足から空気を噴ふん射しやしたようにして、イカ相手に一気に距きよ離りを詰つめる。本来は地上で使う移動系スキルだ。余っている触しよく手しゆが俺を捕らえにかかるが、それを勢いに任せて剣けんでぶった切った。体液が水の中に撒まき散らされ、イカが激げき昂こうする。魚介類のくせに。

「風の精せい霊れいよ──神の勢せい威いすら凌りよう駕がし、凄せい風ふうなる古き恩おん恵けいを以もつて、彼の者に一いち陣じんの刃はを重ねん！　〈テンペストシュート〉！」

　水の中で風の魔ま法ほうが炸さく裂れつした。無数の刃がネーアを捕らえている足を切断する。

　ネーアが自由の身になったところへ、

「ネーア！　目を瞑つぶってて！　光の精霊よ──天陽を我が身に預け、闇やみを斬きり裂さく力となり、空に弾はじけよ閃せん光こう。〈ライトバースト〉」

　イカの目の前に小さな光球が生まれ──一いつ瞬しゆんで弾け飛ぶ。強きよう烈れつな光が周囲を包んだ。

　目を瞑ってやり過ごし、俺はネーアの身体を抱き留とめ、引き寄せる。

「〈ストライクショック〉！」

　もう一度、スキルを利用し、その場から離れた。

　イカは眩まぶしさに嫌いや気けでも差したのか、逃にげるように去っていく。

　その瞬しゆん間かん、高らかにファンファーレが鳴り響ひびいて、クエストクリアとなった。

「どうにかクリアできたか……。終わったよ、ネーア。お疲つかれ様。大だい丈じよう夫ぶだった？」

　ネーアは俺の胸に顔を埋うずめたまま微び動どうだにしない。引き離そうとすると、拒きよ絶ぜつされた。

　とにかく俺の身体から離れようとしない。むしろ、ギュッとひっついている。

「こ、怖かったの？」

「すごく怖かったです……。ただ、それもあるんですが……」

　そこでふと気付く。ネーアから伝わるふたつの膨ふくらみ的な感かん触しよくに。

「ま、まさか」

「さっきので、水着がアオガくんに切られて……」

　なんだ、これ？　クエストの問題？　それとも俺の問題!?

「あ、あの。離れちゃダメです。見えちゃいます」

　裸はだかを見てしまったら、さすがにセクハラ判定を受けかねない。

　しかし、押しつけ合うように抱き合っている状況もどうなんだ!?

「ア─────オ─────……随ずい分ぶんと仲がよろしいようですねぇ。もう賢けん者じやモード？」

　どりが近くにまで来ていた。クエストが終わっているため、進入禁止エリアはない。

「ま、待て！　どり！　ネーアは水着をなくして──」

「それを斬ったのはあんたでしょうが！」

「ごもっとも！」

　顔面に斧おのの一いち撃げきを喰くらって、俺は水の中だというのに大きく吹ふき飛んだ。

「ネーアも抱き合ってる暇ひまがあったら、装備画面出して早く適当に何か着なさい！」

「そ、そうでした！　つい現実と一緒に考えちゃって……」

　ひとまずネーアが装備を整えてから、俺たちは陸に上がって一息吐ついた。

「今すぐ脳内からネーアの感触を消去しなさい」

　幼なじみはとても厳しかった。

「無茶言うなよ、どり」

「メモリ破は壊かいとか起こればいけるんじゃない？」

「それバグだろ!?　むしろ、全部の記き憶おくが消えそうなんだけど!?」

　女子と抱き合っていただけで全記憶デリートはさすがに割に合わない。

「まったく黒夜のやつ。十八禁にするなって言ったのに、ほぼ十八禁じゃねーかよ……」

「そう言うなって。ネーアは真剣にやれてたんだからいいんじゃねーの？」

　なぜかジルがフォローした。

「本当に嫌いやだったら水着が外れた時点でクエスト中止してるだろうよ。演技は正直、アタイからしても棒読みだったけど、その根性は認めてあげてもいいんじゃないのか？」

「そんなこと」

　最初からわかっている。

「やる気と必死さはしっかりと伝わってきてるよ」








QUEST No.007　恐きよう怖ふを乗り越こえろ！









　その翌日。

「おはようございます」

　耳を澄すませていないと聞こえないほどの小さな声で、朱あか音ねが挨あい拶さつしながら教室に入ってくる。

　そして、こちらに近づき、朱音と目が合った。

「おはよう、朱音」

　声を掛かけた瞬間、朱音は机に突つっ伏ぷし、顔を伏せてしまう。

「あ、あの？」

　こちらが呼び掛けても反応してくれない。嫌きらわれてるみたいでショックだ。

「やめなさい、アオ。昨日、アレを見られてるんだから、まともに顔合わせられるわけないでしょ。むしろ、首を吊つってなくてホッとした。生きててくれてありがとう。朱音ちゃん」

「きっと昨日は寝ねられなかったのだろう。可哀かわい想そうに。蒼あお影かげは死んで詫わびるべきだな」

「そこまで言うか!?」

　でも、ネーアの裸はとても形が整っていて綺麗だった。脳裏に刻まれてしまうほど、芸術的で美術品じみていて。だけど、演技が絡からまないとこっちも劣れつ情じようを催もよおすわけで。

「アオ、エッチな顔してる！」

「してねぇ！」

　エッチなことを考えていたのは確かだが！

「朱音ちゃんに、あんなことまでして！　本当にもう、アオってば！」

「お、おい！　声が大きい！」

　そんな大声で言ったら、

「宇う佐さ美みさんと長なが尾おが!?」「おい、何があった？」「何を見たって言うんだ！」「女の子の大事な部分？」「どこだよそれ、口に出して言ってみろよ」「大人の階段上ってるー！」

　ほらー！　クラスメイトたちが聞きつけてるじゃねぇかよ！

「ははは。今日のお昼のラジオは、宇佐美さんとの馴なれ初め話かな？」

「つーか、見たのは不ふ可か抗こう力りよくだ！　というか黒こく夜や、お前の台本のせいだろ!?」

「ナンノコトヤラ、ボクニハワカラナイ。ニホンゴムツカシーネ」

「イカ触手の捕らわれトラブルじゃなくてもいいだろ!?　水着を飛ばしちまったんだぞ！」

「あっ、アオ、馬ば鹿か！」

　しまった。なんでこんなことを口走ってしまったのか。

「水着が飛ぶだと！」「お、女の子の全ぜん裸らを見たの？」「長尾ってばサイテー！」「女の敵ね！」「貧乳には見る価値もないって言ってた！」「男ってやつはこれだから」

「捏ねつ造ぞうが多いよ！　話に尾おひれをつけるのはよくないから！」

　そんな感じで教室が喧けん騒そうに包まれる中、当事者のもうひとり、朱音はずっと真っ赤になって俯いていた。《エモオン》なら頭から煙けむりを出していることだろう。

　──ところがである。

　その日の昼休み。購こう買ばい部にパンでも買いに行こうとしたところで、横からいきなり引っ張られた。完全に予想外の場所から引き込まれたため、踏ふん張りも利かず、廊ろう下かの目立たないデッドポイントへと押し込まれる……って、デジャビュかな？

「あ、あの……」

　俺をここに押し込んだのは、やはり朱音だった。

「ど、どうしたの？」

「み、みず、ぎ……」

　いつものように耳に口を寄せてきて、小さく囁ささやく。昨日、水着を吹き飛ばしてしまったことの話だろうか？　弁べん償しよう……って、ゲームの中の装備は壊こわれないから違うか。

「げ、現実でも……恥はずかしがらない、精神力が必要かな、って」

「ま、まあ、そういう意識は大事だと思うけど」

　話がぽんぽん飛んでいるような……？　言っていることが、いまいち要領を得ない。しかし、朱音の中では繫つながっているらしい。

「だ、だから、こっち現実でも見てもらおうかと」

　そう言ってほんの十センチほど離はなれる朱音。そして、スカートを少し下げて、ブレザーを強く握にぎり込み──その裾すそを持ち上げた。早業で止める暇もない。

　そして、制服の下には水着を着ていた。ちょっと大だい胆たんなビキニ姿である。

「え……」

　いきなりの出来事に頭が混乱している。俺は今、クラスメイトに制服から覗のぞく水着を見せられている。なぜこうなったのか、理解が追いつかない。

　ただただ、朱音のお腹やおへそ、腰こしに食い込んでいるビキニの紐ひもなどに目を奪うばわれるだけである。間近にいる女の子の水着姿から目を離せる男がいるか？　いやいない。
















「み、見てください……。き、昨日は恥ずかしくて声が出せなかったから慣れるために」

　そう言いつつも、とても恥ずかしそうにする朱音。

　少しずつ朱音の真意が見えてくる。水着を見られても恥ずかしくならないよう、現実でも練習したいということだったのだ。よく気付いた、俺。

「……心意気は買うけど、今はダメだってば」

　そう言うと、朱音が不思議そうな顔をする。

「い、いや。こういうことはいきなりやるんじゃなくて、せめて手順を踏んだ方が……」

　いきなり女の子に水着姿を見せられることになるとは思ってなかったし。

　朱音の覚かく悟ごはとても伝わるんだけど、やっぱり一本ぐらいネジを締しめ忘れている気が。

「す、すみません……」

「ほら、早く制服を元に戻もどして」

「コンナトコロデ、ナニヤッテルノ？」

　朱音の背後から薄うすら寒い声が聞こえてきた。顔が見えていない朱音ですら、真っ青な顔になる。朱音の身体からだが完全に陰かげになって見えないが、翠みどりの凶きよう悪あくな霊れい圧あつがそこにあった。

「もう一度聞くけど。何やってるの？　朱音ちゃんのそれ、水着姿だけど。ねえ、アオ？」

　マズい。マズい、マズい。言い訳不能のシチュエーションだ。

「え、演技に繫がる練習を……」

「噓うそ吐かないの」

　とても冷え切った声が耳に突き刺ささる。噓じゃないのに……。

「朱音ちゃんも！　こんなことして、変態さんじゃないんだから！」

「へ、変態でもいいんです。わ、私は演技力をあげたくて。蒼影くんを無理矢理……」

「……どういうことか、話しなさい。朱音ちゃん」

「は、はい……」

　説明をすることで事なきを得たが、ここ最近では、一番心臓に悪い一幕だった。

　いやでも、リアルで朱音の水着姿が見られたのは、目の保養だったかも……。




　それから学校も終わって、放課後に俺と朱音はふたりで学校を出た。

『ふたりで帰るのって何だか緊きん張ちようします』

　と、スマホに振しん動どうと共にメッセージが入ってくる。さっきのようなことを起こさないために、話がある時はスマホで話そうということになった。

「そ、そうかな？」

『お、男の子と帰るのって初めてなので……』

「そう言えば小学校中学校は女子校って言ってたね」

　こうして一いつ緒しよに帰っているのは、『今までのお礼がしたいです』と言われたからだ。

　俺としてはお礼なんて別にいいのだけど、黒夜に『それは甲か斐い性しようなしだね』と煽あおられて、申し訳ない気持ちになりつつも、せっかくなので甘えることにした。

『先せん輩ぱいとよく行く落ち着いた雰ふん囲い気きの喫きつ茶さ店てんがあるので、そこでお茶しましょう』

　そして、朱音に付いて歩くこと十分。駅前から少し離れた商業区にひっそりとその店はあった。一階は様々なチョコレートを売っているようで、様々な名前がケースの中に並んでいる。一度見ただけじゃ覚えられない数である。

　二階に上がると、こぢんまりとした喫茶店となっていた。壁かべから机、椅い子すを白で統一し、清潔感がある。あるいはチョコレートを映えさせるための配色なのかもしれない。

『ショコラが、とても上品で美味おいしいんです』

「そうなんだ。と言っても、俺にはよくわからないんだけど……」

　メニューを見てもやはりわからない。カカオの割合が載のってることがわかるぐらいだ。

『私もそこまで詳くわしいわけじゃないので、店員さんにお任せしましょう』

　朱音はスマホにメッセージを打って、やってきた女性の店員さんにその旨むねを伝える。何回か来てると言っていたし、店員さんも対応に慣れているのかもしれないな。

　注文し終えてから、朱音は楽しそうに身体を揺ゆらしていた。甘いものが好きなのかな。

　それから五分もしないうちに、注文したものがやってきた。

　皿の上にはオペラとフォンダンショコラ、ブラウニーなどのケーキの周囲に四角い生チョコやトリュフ、ガナッシュ、プラリネなどがちりばめられていた。

　皿は一枚だがスプーンとフォークはそれぞれふたり分ずつある。

「……あの、これは？」

　持ってきた店員さんを見ると、頰ほおに手を当ててニッコニコだ。

「当店オススメの、カップル用メニューですが何か？」

　朱音が急速に顔を真っ赤にする。俯うつむいて恥ずかしそうに指をもじもじさせていた。

「いや、俺たちカップルってわけじゃ……」

「えーっ？　そんな馬鹿な!?」

　そこまで驚おどろくところか？

「傍はたから見るとカップルにしか見えなかったんだけどなぁ。下げた方がいいですか？」

　そう気を利かせてくれるが、朱音はブルブルと首を振ふった。スマホに何か入力している。

『このままで結構です』

　それを見た店員さんは微笑ほほえましい光景を見たような表情を浮うかべて足早に立ち去った。

『これも演技の練習になると思うんです』

　朱音が声を当てているアニメはラブコメだ。こういうシチュエーションがあってもおかしくない。朱音の言うことも正しいけど……。

「朱音がいいなら、いいけど」

　チョコレートソースや溶とけたアイスで否いや応おうなく間接キスになるけど、それはいいのだろうか？　恥ずかしくないのかな？

　しかし、朱音は気にすることなく、はにかむように笑った。

　朱音がフォークを手に取り、フォンダンショコラを切る。中から溶け出すようにチョコが溢あふれてきた。切り取ったそれにチョコのソースを絡めて、自分の口に入れる。

　実に美味しそうで、満ち足りた表情を見せてくれた。

　つられるように俺も同じように切って口に入れる。チョコレートのビターな甘さが口いっぱいに広がった。朱音がよく来ると言うだけあって素晴らしい味だった。

『どうですか？』

「美味しいよ。こんな上品な味のチョコレート初めてだ」

　そう言うと、またも朱音は照れくさそうに笑った。

　そのままふたりで次々と胃に収めていく。最初は照れくさかったが、途と中ちゆうから俺はさほど気にしなくなっていた。最後に生チョコ一個が残り、それを朱音に勧すすめると彼女は申し訳なさそうに、フォークで突つき刺して口の中へと放り込んだ。満ち足りた顔をしている。

　こっちまで幸せになってくる笑顔だ。アフレコでもこういう顔をしているんじゃないかな、と想像をしてしまう。デビューしたての彼女の声は、笑顔まで見えてくるほどだった。

「ごちそうさまでした」

　と、俺がそう言った瞬しゆん間かん、何かに気付いたように朱音は顔を赤くする。

　え、何かマズいことでも言ったのか？

　朱音がスマホに指を滑すべらせると、

『アイスやチョコレートソースで、間接キスしちゃいました……』

「今いま更さら!?」

　喫茶店を出るまで朱音は真っ赤なままだった。

　……本当に天然な女の子だな。失礼かもしれないけど、見てて飽あきない。




　　　　◇　　◇　　◇




　次の日。今日も今日とてログインして、演技練習をしに、とあるクエストを受注した。

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　ネーアが絹を切り裂さくような悲鳴をあげて蹲うずくまる。

　ここは薄うす暗ぐらい洞どう窟くつの中──死し霊りようの洞窟と呼ばれるダンジョンだ。松明たいまつが点在しているものの、全体的に光量が少なく視界が悪い。しかも、足場は徐じよ々じよに沈しずみ込むほど柔やわらかく、同じ場所に立ち止まっていると引きずり込まれそうになるのだ。

『[image: ]ー……[image: ]ー……[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!』

「助けてえええええええええええええええええええええええええええええええ」

　しかも、周囲はゾンビや幽ゆう霊れいなど、現実世界には存在しないような化け物だ。幽霊もゾンビも憎にくたらしいぐらい造形に凝こっていて、下手なお化け屋や敷しきに行くよりも遥はるかに怖こわい。

　お化け屋敷に行く演技がしたいと言ったのは、ネーアなのだけど……。

「ネーア！　その悲鳴は演技じゃないよね!?」

「演技なんて無理です───────────っ！　足透けてるのはダメなんです！」

「ゾンビは足、透けてないよ！」

「腐くさってるのもダメです！」

　恐きよう怖ふの演技をしてもらおうかと思ったが、これじゃあどうにもならない。

　ネーアは逃にげ惑まどい、スペル使いであることも忘れて杖つえをぶんぶん振り回している。

「……助けた方がいいんじゃないの、アオ」

「そうねー☆　あのままじゃ死ぬのが約束されてるしー♪　トラウマだよー☆」

「加勢するのはワケねーけど。どうするアオガ」

　どりたちも、これは無理だと顔に書いてあった。俺も続けるのは難しいように思う。

　とはいえ、これも演技の一いつ環かんであり、お化け屋敷の演技があるのだと言ってきたのはネーアだしな。もう少し耐たえてもらわないとダメな気が……。

　そこでどりが我が慢まんできなくなったように助言を飛ばす。

「物理攻こう撃げきは耐たい性せい高いからあんまり効かないわよ！　ネーア！　スペルよ、スペル！」

「ほにょおにょせいでいにょ！　しょにみももやし、わぎゃいをにょらせ！」

「日本語!?」

　どりの言葉に従って、スペルを詠えい唱しようしていたらしいが、スペルはショボい炎ほのおを出すだけで終わった。ネーアは走りにくい沼ぬま地ちでどうにかこうにか攻撃を避さけ続けているだけだ。

「そりゃ、あんな詠唱じゃなぁ。炎じゃなくて、氷でも生まれそうだぞ」

　ジルの言うことももっともだが、このままでは演技どころではない。

「少し方法を変えよう。ネーア、こっちに戻ってきて！」

「い、いっぱいいて、むりです！」

　ゾンビが八体、幽霊が六体か。

「一いつ旦たん、一いつ掃そうするよ。そこから動かないでね」

「あたしたちも手伝う？　アオ」

「幽霊ならウチのシルバーナイフで倒たおせるよん☆」

「いや、俺ひとりで充じゆう分ぶんだよ。身体からだも鈍なまってるし、久々に動きたいしな」

　俺は剣けんを構えた。そして、沼地の中心へと躍おどり出る。ネーアに襲おそいかかろうとしていたゾンビ一体の首を斬きり伏ふせた。胴どう体たいから頭が外れ、ぼとりと落ちる。

「ひっ……！」

「一応、今の悲鳴を覚えておいてね……。そういう記き憶おくが演技を支えてくれるから」

　頭に入ってくれるかどうかはわからないが、演技に於おいて重要なのは感情だ。

　怒いかり、驚き、悲しみ、喜び、恐怖等々、実体験が演技を支えてくれる。……もっとも、今回の演技練習でネーアをここまで驚かせることは予想外だったんだけど。

「炎の精せい霊れいよ──蕾つぼみを大輪となし、我が領域に広がりて、怨おん敵てきを焼き尽つくせ。〈フレイムサークル〉」

　俺の周囲を囲むように炎が生まれ、それが扇おうぎ状じように広がっていく。

　ゾンビはもちろん、特に幽霊に炎は効果絶大で目の前の敵を一気に殲せん滅めつした。

　ピローンと音が鳴り、レベルアップのおまけ付きだ。これでステータスを自由に五ポイント割り振りできる。だが、ステータスの割り振りをしている暇ひまはない。

「ネーア。ちょっと失礼」

「ひゃっ」

　ネーアの身体を持ち上げて、荷物を抱かかえ込むように持つ。

　そして、そのまま沼地を駆かけ抜ぬけ、どりたちと共にモンスターたちの部屋から脱だつ出しゆつした。




「ひ、ひどいです！　アオガくん！　あ、あんな場所に放り込むなんて！　うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああん！」

「ああ、泣かないで……」

　ひとまず洞窟内でもモンスターの湧わかない安全なところまで戻もどってきたけど、ネーアは床ゆかに降ろした瞬間、錯さく乱らん状態になっていた。勢い弱くぽかぽか、俺の胸を叩たたいてくる。

「あーあー。ガチ泣きしてるじゃないの……」

「いきなりこんな場所に連れて来られたら怖いよねー☆　アオガってば鬼き畜ちくー」

「いや……。だって……お化け屋敷がいいって……」

　言い訳をするものの、女性陣じんの耳には届かない。

「ネーア。と、とにかく落ち着いて。ここまで怖がるとは予想外だったんだ。悪戯いたずらに怖がらせようって意図があったわけじゃないんだよ」

「ううう。怖かったです」

　そして、涙なみだ目めのネーアは人ひと肌はだを求めるように俺に抱だき付いてきた。

「あ」「おお？」「へー」

　眺ながめている三人が三者三様の声を発した。

「ね、ネーア？」

「こ、このままでいてください……！」

　身体が微かすかに震ふるえている。本当に怖かったんだな……。

　今までもゾンビや幽霊とはちょくちょく戦ってきたけど、皆みながいたからそこまで怖くなかったのかもしれない。というよりも、怖いのを我慢していたのか。

「ゆ、幽霊さんは怖いです……」

「うん、ごめんね」

「あ、頭、撫なでてください」

　いきなり、予想外の要望が飛んできた。

「こ、子供の頃ころからお姉ちゃんに頭を撫でてもらうと安心するんで……」

　女の子の頭を撫でるのって、忌き避ひされるものだと思うんだけど。現実で翠相手にやると殴なぐられるし。演技でやるならともかく、素でやっても大だい丈じよう夫ぶなものだろうか。

　そもそも、女子たちが見てるんですけど。

「じょ、女子の頭を軽々しく撫でたらダメだからね！」

「安心させるために撫でるんだったら、ありじゃないかにゃー☆」

「撫でる方が面白そうだし、ゴーゴー」

　……二対一で撫でるが可決された。なお、どりは不満げである。

「じゃ、失礼して」

　柔らかな髪かみを、ゆっくりと撫でていく。やさしく、できる限り安心させるように。

「えへへ……」

　すると言った通り、ネーアの身体の震えが止まってきた。

　抱きしめながら頭を撫でていると、こっちも何だか妙みような気持ちになってくるな。

「前に演技で撫でてもらった時、お姉ちゃんと同じ優しい撫で方だなって思ったんです」

「そ、そう？」

「はい。大満足です」

　緩ゆるみきった猫ねこのような表情をしている。これで安心してもらえるなら安いものだけど。

「ようやく安心できました」

「震えが止まったようで何よりだよ」

「震えって言っても、絶頂してたわけじゃないですよ？」

「知ってるよ！」

　また妙なことを言って……。ネーアなりの照れ隠かくしなのかなぁ。

「いーつーまーで、撫でてるのっ！」

　どりが俺たちを引き離はなすように間に入る。ネーアは切なげな声をあげて俺から離れた。

「さ、さて。ちょっと演技を検討しよう。個人的には恐怖を感じるシーンで、それを演技してほしかったんだけど、演技する必要もなかったね」

「はうう……幽ゆう霊れい怖こわい、ゾンビ怖い……」

　怖がりやすい環かん境きようのために、この洞窟の深部に来たけどトラウマになってしまったか？

「でも、人が恐怖した時、どうなるのかってのはわかってもらえたと思うんだけど……」

　実感したというように頷うなずくネーア。俺を見る目が若干、恨うらみがましいが……。

「そんなわけで、今度は演技で恐怖してもらいたいんだけど」

「ま、またあの幽霊ゾンビの中に……？」

「いやいや。怖がるってわかってて、そんな鬼畜な真似まねしないよ」

「幽霊ゾンビに襲わせて、私の怖がる様をワイン飲みながら楽しむとか……」

「さっきも別に楽しんでたわけじゃないから！」

　どこの中世の悪徳貴族だよ……。いや、この世界、中世が舞ぶ台たいだけどさ。

「一旦、上に戻ろう。ここの上層階は普ふ通つうに狼おおかみとかのモンスターが出る。モンスターたちにはネーアを襲うよう、ピーチズに挑ちよう発はつ系のスペルを使ってもらう。そこで俺の後ろに隠れてて。ただし、俺は防ぼう御ぎよはするけど、一切攻撃はしない。ネーアを守るだけだ」

「つまり、私がスペルで倒すしかない、と……？」

「うん。それともうひとつ条件。これ飲んで」

　アイテム袋ぶくろから薬くすり瓶びんを取り出した。

「なんですか？　白くてドロッとしたような液体。ま、まさかアオガくんのスペ──」

「だ──────────っ！　そんなもの持ち込めるわけないでしょ！」

　危ない。なんて危険な単語を口走るんだ。本当に気が抜けない。

「これは舐なめるとＨＰ一ひと桁けたになる『ダイイングシロップ』だよ」

「な、なんでそんなアイテムがあるんですか」

「瀕ひん死しになると強い効果を発揮するスキルとかあるからさ。ＲＴＡリアルタイムアタツク走者御ご用よう達たしのアイテムだね。今回ネーアに味わってほしいのは瀕死の状態でどこまで精神を制せい御ぎよできるかだ」

「い、一発でも喰くらったら死にますよね？」

「そうだね。ここの推すい奨しよう攻こう略りやくレベルは28だし。〈ソーサレス〉のネーアはＨＰ一桁なら死ぬ。だから、俺も必死で守ることになる。でも、もしかしたら攻撃を後ろに通してしまうかもしれない。敢あえて危険な状じよう況きように身を置くことで、恐怖を演じるってこと」

「な、なるほど……」

　怖がる演技はもちろん、怖がりながらも戦う、行動するなどの演技をするのには、結構いいシチュエーションなのだ。初心者も大なり小なりモンスターと戦う時は怖おそれを抱く。攻撃を喰らったら痛いのではないかと、初めてダメージを喰らう時は緊きん張ちようするものだ。

「では、いただきます」

　ネーアは小こ瓶びんを受け取った。蓋ふたを取り、恐おそる恐る口を近づけ、瓶を傾かたむけていく。中の液体が少しずつネーアの身体の中へと入っていくと、ネーアのＨＰバーが一気に減った。

「この白い液体、苦いです」

「……そ、そうだね。それ、危ない発言な気がするけど」

　俺も飲んだことあるけど、確かに苦いんだよな。

　薬によるダメージのおかげで服は破れない。これも瀕死にするのに薬を使った理由だ。

「でも、アオガくんのものだと思えば全部ごっくんできますから……」

「それもっと危ない発言だからね!?」

　ネーアの発言に疲ひ労ろうを覚えながら、俺たちは通路の行き止まりへと移動する。

「それじゃネーアは俺の後ろに隠れてて」

　アイテム袋ぶくろから、小さな袋を取り出し、それを前へとぶん投げた。袋が地面に落ちると、ぽふっと音を立てて僅わずかに煙けむりが立ち上る。そして、匂においに引き寄せられてモンスターがやってきた。狼型のモンスターや弓を構えたコボルドなどだ。

「あ、あれってモンスターを呼び寄せる香かおりでしたっけ？」

「そうそう。『エヴィルスメル』ってアイテム。俺たちには匂わないけどね」

「ど、どんな匂いなんでしょうね？」

「モンスターと同じ鼻を手に入れられる〈モンスターマズル〉ってスキルがあるけど、あれで嗅かいでみたら、某ぼう洋風せんべいを食べ続けている時と同じ気持ちになったって」

「合法麻ま薬やくと同じレベルですか」

　そんなことを話している間にも、モンスターは続々集まってくる。

「光の精霊よ──罪を背負いし者なりて、艱かん難なん辛しん苦くを与あたえたまえ。〈スポットマリス〉」

　ピーチズのスペルが発動。光の軌き跡せきがネーアの頭に降り注ぐ。

　これでネーアはモンスターを常時挑発していることとなる。

「それじゃあねー☆　光の精霊よ──以下省略！」

　さらにピーチズとどり、そしてジルの姿も消えていく。姿を消すスペルを使ったのだ。

　モンスターたちの視線が、俺から奥にいるネーアに向けられ、まずは矢が飛んでくる。数は三本。内二本を剣で叩き落とすが、残りはそのまま通した。後ろの壁かべに突つき刺ささる。

「ひうっ！」

　さらに狼が距きよ離りを詰つめて、一足飛びに襲いかかってきた。牙きばを剝むいて飛びかかってくる狼に、刃はではなく刀身を叩きつけるように弾はじき飛ばす。もう一いつ匹ぴきは思い切り蹴けり返した。

「ほら、ネーア。しっかり！」

「は、はい！」

　どりの遠くからの激げき励れいを受けたネーアが後ろで杖つえを構える気配がする。

「炎ほのおの精霊よ──御おん身みを光の如ごとく輝かがやかせ、我が意を──」

　その瞬しゆん間かん、矢が飛来した。四本中、三本を叩き落とすが、一本は通してしまう。

　ネーアのすぐ横を、矢が掠かすめていった。

「ひっ」

　詠えい唱しようが止まってしまう。当然、スペルは発動しない。後ろで蹲うずくまる気配がした。

「立つんだ！　ネーア！」

「で、でも」

「怖こわいのならアイテムを使って逃にげてもいい。洞どう窟くつ脱だつ出しゆつアイテムは持ってるよね」

「は、はい」

「でも、それをさっき、最深部で使わなかった。混乱してたからじゃない。少しでも演技力を高めたいからだよね」

　ネーアは何も語らない。だが、彼女の雰ふん囲い気きが変わる気配を感じ取った。もう一押しだ。

「実を言うとね。これが続くと、俺が死ぬんだ」

「えっ……」

「さすがに相手が多すぎるんだよ。レベル差もあんまりないし」

「そんな。アオガくんが死んじゃったら。その前に脱出アイテムで逃げてください！」

「女の子を置いてそれはできない。俺が脱出アイテムを使うのは君が逃げた後だ。でも」

　俺は攻こう撃げきを受けながら、言葉を続ける。

「恐きよう怖ふに打ち勝つのは今しかない。ここで逃げたら、またここに来るのには心を奮い立たせないといけない。生きてる限り俺は絶対に、君に攻撃を当てさせない。信じてくれ」

　今でも矢は飛んでくるし、狼も襲おそってくる。

　それでも攻撃は絶対にネーアには当てさせない自信があった。

「ま、まもって、くださいね。信じてますから」

「もちろん」

　ネーアが立ち上がる。

「私、アオガくんの役に立ちたいです！」

　ゆっくりと杖を構える気配がした。

「炎の精せい霊れいよ──深しん淵えんより居い溢こぼれし、原初を滅す烈なる真紅、罪人を灰にせし業火を遣つかわし、害意の凡すべてを無に還かえせ！　〈クリムゾンバースト〉！」

　炎系のスペルの中でも、今、ネーアが使える一番強いスペルだ。

　詠唱の滑かつ舌ぜつもしっかりとしたもので、通路を覆おおうほどの炎が溢あふれ、敵を焼いていく。

　しばらく燃えていた炎が消えると、敵は完全に消えていた。

　そして、チャララランとレベルアップまでしたらしい。しかも三回連続で鳴り響ひびいた。大量のモンスターを倒たおして多くの経験値が入ったからだろう。

「できた……今まで全然、強くなかったのに。練習でしか上手うまくいかなかったのに……」

　今まで戦せん闘とう中にこの詠唱が成功したことはない。それだけに感動もひとしおだろう。

「あと気付いた？　モンスターを一いち撃げきで倒せたことに。強いスペルだったことは確かだけど、今のネーアとのレベル差だと一撃はまだ厳しいんだよね。でも、完全に一いつ掃そうした」

「え、詠唱が、すごく上手くいった……ってことですよね？」

「うん。今のは自信を持っていいよ。二倍以上の補正がかかってたはずだから」

　すると、ネーアは一いつ瞬しゆん呆ほうけた顔をして、

「やりましたあ！」

　そう叫さけび、感極まったように頰ほおを赤らめて、俺に抱だきついてくる。

「ちょ、ちょっとネーア!?」

「やっぱり、アオガくんは頼たよりになります！　さすがです！　最高です！」

　ネーアの柔やわらかい身体からだが俺に押しつけられた。不自然なんだけど心地よい感かん触しよくで、癖くせになってしまいそうだった。

「ちょ、ちょっと！　ネーアから離れなさい、アオ！」

　どりたちの透とう明めい化スペルが解ける。同時に困った表情を浮うかべて、ピーチズとジルのふたりも身体を現した。すぐさま、どりに俺とネーアは引き離される。

「ネーア。男にそうぽんぽんと抱き付いちゃダメよ」

「そ、そうなんですか？　でも、嬉うれしくなるとつい抱くものがほしくなりません？」

「……わ、わからなくはないけど！　でも、アオはダメ！　ダメったらダメ！」

　一方的に捲まくし立てて、どりはネーアを牽けん制せいしている。何やってんだか……。

「でも、今のはすごい強い炎だったなぁ。ビックリしたよ」

　ジルが感心したようにぱちぱちと拍はく手しゆをしている。

「詠唱、ずっと上手くいかないのかなって思ってたんですけど、上手くいきました！　すっごく気持ちがよくって、まるで処女が初めてで気持ちよくなったみたいです！」

「……そういう発言さえなければね」

「はうっ！」

　慌あわててネーアが口を塞ふさぐ。

「これで少なくとも滑舌がよくなる意識はできたんじゃないかな。一度でも詠唱が上手くいくと、コツも摑つかめるから。あとは演技に感情を込められるようになるかどうかだね。もちろん、滑舌も疎おろそかにしちゃダメだけど」

「精進します！」

　その後、ネーアのスペルに頼りながら少し洞どう窟くつ内を探険する。

　ネーアの詠唱は上手くいったり、いかなかったり安定はしなかったが、それでも上手くいくようになった詠唱が出始めたのは事実であり、大きな成長だった。




　その日の夜。そろそろ寝ねようかとベッドに潜もぐったところで、スマホが震ふるえた。

　黒夜辺りがまた楽しいものでも見つけたのか？　と思ったら、朱音からだ。

『眠ねむれません……』というメッセージと、その下には震えて怯おびえているスタンプ。

『ゲームでゾンビに追い掛かけられたアレを、夢に見ちゃいそうで……』

　リアルの生活に影えい響きようを及およぼしてしまったらしい。悪いことしたな……。

『怖いので、少し話しませんか？』

『もちろんいいけど、何を話そうか』

『じゃあ……そうですねぇ……うーん……』

　少し経たってから、メッセージの続きが来た。

『たとえば、蒼影くんが放送部をやってる理由とか』

『改まって言うようなことでもないんだけど……』

　それでも朱音が教えてほしいなら、話さない理由もない。

『昔、子役をやってた時の話なんだけどね。すごく単純なことなんだけど、ちゃんと演技ができると、皆みなが笑顔になってくれるんだよ。スタッフさんはもちろんだけど、演劇を見てくれる観客さんとかもね』

『笑顔、ですか』

『うん。それがすごく嬉しかった。俺の原動力だった。子役を続けられなくなっても、その欲よつ求きゆうが変わらなくてね。俺ができる中で、取れる選せん択たく肢しが放送部だったんだよ』

『そうだったんですか……。私と、似てますね。私も声を出すと家族が笑顔になってくれて嬉しかった時があって、それできっと……』

　メッセージは続かない。そこで止まってしまった。

『朱音？』

　こちらからメッセージを飛ばしたが、既き読どくにならない。

　きっと考えているうちに寝ね付ついてしまってスマホもスリープモードに入ったのだろう。

　だとしたら、こちらから起こすのは忍しのびない。

『おやすみ』

　最後にそれだけ送って、俺も部屋の電気を消して床とこに就いた。




　　　　▽　　▽　　▽




　それから少し経った日の夜。風ふ呂ろも終わり、部屋のベッドに潜りながら黒夜とＬＩＮＥで適当に話をしながら、夜よ更ふかししていると、

『お、「ラブコメゲーム」が始まるよ』

「やべぇ、もうそんな時間か!!」

『はははは。やっぱり兎とみ沢ざわ響ひびきは気になるかい？』

「彼女の声は天使の声だからな」

『真顔で言ってるのが目に浮かぶよ。それじゃ、そろそろ切るよ。また明日ね』

　最後の挨あい拶さつを言ってから通話を切って、リモコンを取ってテレビをつける。

　ＣＭを挟はさんで画面が切り替かわり、アニメのオープニングが始まった。

　スノウこと武たけ田だ由ゆ希き──声優名、甲か斐い雪せつ那なが主演を務めるアニメで、ヒロインを中心とした漫まん画が原作の部活モノだ。三人の女子と三人の男子が、ゆるーく不思議な部活で活動しながらイチャイチャする話である。女子のひとりに兎沢響──宇佐美朱音がいる。

『すっごーい！　綺き麗れいな海だー！』

　映像の中で雪那のキャラが叫ぶ。とても綺麗な砂すな浜はまに、六人が水着で立っていた。

　……以前、水の中での演技をしなきゃいけないって言ってたけど、もしかしてこれか？

『行こうか。ちゃんと僕がエスコートしてあげるからね』

『は、はィ。頼りニしテマすね』

　突とつ如じよ響ひびく朱音の棒読み天使の声。でも、好きな男子に対して、焦あせってる感が出てるのでセーフ。

　どうやら合宿に来たらしく、シュノーケルをつけて海に潜っている。

　色取り取りの魚が泳ぐ中、ひとりのキャラクターが高笑いをしていた。

『オーッホッホッホ！　こんな経験、貧びん乏ぼう人のあなた方には、絶対にできませんことよ』

　同じく高校生声優──高こう坂さか亜ア理リ寿スという女の子の声が響く。お嬢じよう様さま役には定評がある……というか、お嬢様役しかできないという評価の声優さんだ。そう言えば、前にスノウと一いつ緒しよにいたアリスって子……高坂亜理寿って顔は知らないけど、声が似ていたような。

「それにしても高校生声優って多いもんだな」

　このアニメはどうも率先して高校生声優をキャスティングしているようで、主要キャラクターは全員高校生だった。黒夜曰いわく「監かん督とくがフレッシュさでアピールしたいって言ってたけど、製作委員会での政治だろうね」とのことだ。夢も希望もない。

『さすがにプライベートビーチ。綺麗だねぇ』と、男子。

『おサカなサん、とってもキレいでスね』

　……だ、大だい丈じよう夫ぶ。男の子に対して照れてる感じが出てる。セーフセーフ。

『おっと、流されないようにね』

『あ、ありがとうございます』

　お。今の反応はよかった、気がする。

『君の方が綺麗だと思うよ？』

『そ、そんな。私なんて……。言われるほど綺麗なんかじゃ……』

　おお。今のもよかったぞ！　もしかして、練習の成果が出てる？

　スマホを使ってネットで呟つぶやかれたメッセージを検けん索さくしてみると『ひでぇ声ｗｗｗｗ』『ＢＯＷ！ＢＯＷ！』『こういう棒声優、早く辞めろや』という大量の煽あおりが目に付いた。

『クソアニメプレゼンター』──兎沢響に与あたえられた十じゆう字じ架か。

　雪那が人気声優とはいえ、彼女の出演したアニメがすべて売れているというわけでもない。が、兎沢響の出演したアニメはもれなく爆ばく死し──売上がヒドいことになっている。

　どう贔屓ひいき目めに聴きいても世間からの棒という謗そしりは免まぬかれない──が、さっきの台詞せりふもそうだったけど、今日は少し違ちがった。前回に比べると、かなりよくなってる。

　棒読みなのは確かなのだが、良い棒だったのがとても良い棒になった気がした。

　実際、ネットで呟かれた中には、ほんの一部『上手くなってね？』という意見もあった。百分の一ぐらいだけど。『癖になる』というツイートもある。

　事実、滑舌が以前に比べるとよくなってて、一音一音をはっきりと口にできるようだった。感情の込めかたはまだまだだけど……。

『次もラブコメ的にゲームするよ！　お楽しみに！』

　雪那の声と共に放映が終わると、スマホが振しん動どうした。メッセージが送られてきたらしい。

　ディスプレイに表示された名前は、宇佐美朱音と予想外の名前だ。

『「ラブコメゲーム」、見てくれましたか？』というメッセージの下に、不安そうにする表情のスタンプが貼られていた。すぐに返信する。

『うん。ちゃんと見たよ。今までに比べればよくなってた。ネットでも言われてるしね』

『よかったですー[image: ]　蒼影くんのおかげです。本当にありがとうございます』

『朱音の努力があったからだよ』

　結果だけが求められる世界とはいえ、彼女の努力が報われたことは素直に嬉しい。

『でも、蒼影くんに引っ張られたおかげなのは確かです。まだまだですけど、少しずつ階段を上がってる気がします』

『うん。少しずつ上がっていこう』

『このまま大人の階段も上っちゃいます！』

『……あんまり、そういうことは言わないようにね』

　しょぼんとした顔の犬スタンプが貼られる。

『それじゃ、お休みなさい。これからもよろしくお願いします』

『うん。明日も頑がん張ばっていこう』

　そして、メッセージのやり取りは終しゆう了りようした。

　……ところで、アニメのアフレコって放映のもっと前にやるもんじゃなかったっけ？　特訓を始めたのはつい最近だし、成果が出るのが早すぎる気が。

『極悪進行らしいね。アフレコって普ふ通つう二ヶ月以上前らしいけど、数日前とからしいし』

　黒夜に聞いてみると、そんな答えが返ってきた。極悪進行にも程があるだろ。

『編集ソフトやらなんやらも技術革新してるから無理が利くようになってるのさ。技術の上じよう昇しようはゲームだけじゃないんだよ。ま、ここまで切せつ羽ぱ詰つまってるのはなかなかないけど』

　でも、それは特訓の成果を、すぐに見られるということでもある。

　自身の手応えや、ネットの評価も含ふくめて、これで自信を付けていけばモチベーションも上がるだろうし、好こう循じゆん環かんが生まれるだろう。声質そのものは天下一品で可愛かわいいエンジェルボイスなのだ。あとは演技力が上がれば、きっと彼女は世間を騒さわがせる声優さんになる。

　兎沢響の覚かく醒せいは意外と近いのかもしれない──なんて、ちょっとだけ思った。








QUEST No.008　未知の料理を作り出せ！









　次の日、学校に来ると朱あか音ねは妙みように上じよう機き嫌げんだった。

「おはようございます♪」

　声はすぐ傍そばにいないと聞こえないけど、音おん符ぷでもついているかのような軽やかさ。ゲームでの桃もも華かのようだ。くるくる回りながら着席して、周囲からも注目を集めている。

「ご、ご機嫌だね」

「えへへ。昨日の嬉うれしいのが、まだ残ってて」

　俺の耳に口を近づけて小さな声で囁ささやいてくれた。これ以上ないほど、ニッコニコである。

「褒ほめられると嬉しいもんね」

「はい。これも、師し匠しようのおかげです」

　そう言って俺の手をギュッと握にぎってくる。柔やわらかくて、優しくて、温かい生の感かん触しよく。

　別に女の子の手を握るのが初めてというわけでもないのに、心臓の鼓こ動どうが跳はね上がる。

「ちょ、ちょっと。マズいから。ダメだから」

　できる限り、丁てい寧ねいに朱音の手を振ふり解ほどく。周囲は誰だれも気付いていないようでよかった。

　……若干、朱音は不満そうにしているが。いきなり抱だき付いてくるのもそうだったけど、スキンシップが好きなのかな。嬉しいけど、異性なのだから弁わきまえてほしい。

「あと師匠を気取るつもりはないから。普通に蒼あお影かげでお願い」

「は～い……」

　口をちょっと尖とがらせた。そんな姿も可愛い。

　しばらくすると朱音はまたニコニコし始めた。スマホでネット上のつぶやきを検索しながら、身体からだを揺ゆらしている。もし尻尾しつぽが付いていたら勢いよく振られていることだろう。




　　　　◇　　◇　　◇




　この日、俺のログインが遅おくれるとギルドホームには全員が揃そろっていた。女子四人で何やら話し合っている。特にネーアとどりが顔を近づけて熱心に語り合っていた。ゲーム内だと普通の女子同士の話し合いになるな。リアルだと姉と妹に見えるのに。

「そういうものなんですか」

「うん。こういうのは指先が大事なのよ」

「それはやっぱり、中の粘ねん膜まくを傷つけないようにするためには……的な話ですか？」

「全然違うわよ！　なんでいきなり下ネタにいったのよ!?」

　ネーアの下ネタ芸は、すでに完全な癖くせだな……。

「指っていうのは演技の時、疎おろそかになりがちなの。手で一番遠い場所だし、でも不自然にしたら絶対にダメな場所。指先にこそ、感情は籠こもるってあたしは思うのよね」

「それはどりさんの持論ですか」

「あんまり共感は得られないけどねー」

　重要視されないけど演技をする上で指先というのは外すことのできない部位だと思う。

　ダイナミックなアクションでカメラに映る時など、指先で全体のバランスが狂くるうことも整うこともある。指先まで意識できれば身体全体を意識できてるってことでもあるしな。

「なるほど……奥が深いです。身体の方の演技は疎うといので……」

　ネーアはうんうんと感心したように頷うなずいていた。

「で、普ふ段だんから意識してないと指先は動かしにくいのよね。かといっていきなり動かしても、いいことにはならないから。だからクエストをやるのがオススメね」

「クエストですか。どんなです？　やっぱり女の子を指先ひとつでダウンさせる的な？」

「違う」

　どりが端たん的てきにシャットアウトすると、ネーアがしゅんと小さくなった。構わず続ける。

「アイテム生成クエストよ。この世界では様々なことができるわ。武器や防具を作る鍛冶かじ。薬を作り出す薬学。金属を作り出す錬れん金きん術じゆつ。服を作るための縫ほう製せいもあるし」

　他にも色々とある。戦せん闘とうに関わらない者も数多い。火薬を作って花火も作れる。

「とりわけ、料理クエストが一番いいわね。現実側に近いから、現実でも活いかせるし」

《エモーショナルオンライン》では、料理システムに相当力を入れている。

　使う包丁や鍋なべ、その他の料理器具や、素材、それを切った時のリアクションや煮にた時の結果など、相当な力の入れようで戦闘システム以上にこだわっていた。

　それで料理をこちらで試し、リアルで実じつ践せんする者も少なくない。味はお察しだが、包丁を使う時の感覚や鍋を煮に詰つめる時間など、細かい部分で練習に足るシステムになっている。

「や、やってみます！」

「それじゃ、クエスト受けに行きましょ！」

　こうしてどりの先導の下、今日のクエストは料理ということになった。




　クエスト名は、『未知なる料理』。材料は用意するから、とにかく既き存そんにはない新しい料理を作れという目的となる。それを受けて俺たちは舞ぶ台たいの場となる家へとやってきた。

「うわぁ。食材がいっぱいですねぇ。肉に野菜に、果物に、調味料まで完備されてます」

「それがこのクエストのいいところよ。もう何年も時間が経たって、未知の料理なんて判定されることないけど、練習するクエストとしては持って来いなのよね」

　食材置き場を見て思うが、この豊富な材料が無む償しようで使えるのだから便利なクエストだ。

「それじゃ、素材を切るところから始めましょ。短冊切りから」

　三人が台所にそれぞれ並び、どりが指示して大根みたいな白い根菜を切り始める。

　隣となりではピーチズが同じように切り始めていた。

「ピーチズもやるのか」

「うん♪　たまには女子力高めないとぉ、いけないから♪」

　ピーチズは覚おぼ束つかない手つきだが、ちゃんと短冊切りになっている。

　どりは正確に大根を切っていた。自分の家でもよく踏ふみ台持ち出して料理してるからな。

　そして、その隣ではネーアが包丁を持ったまままごついていた。

　眺ながめていたジルが微笑ほほえましそうにネーアを指している。

「ありゃあ短冊切りもわからなそうだねえ」

「ま、隣とかを見てればどうにかなるだろ……」

　しかし、どうにもならなかった。ネーアは突とつ如じよ、大根を適当に切り始める。

　一枚の長方形の紙のようなものを生成し、その上部に小さな穴を開けた。まるで七夕に飾かざる短冊そのままだ。器用不器用以前の問題だった。

「……助けてくる」

「行ってらっさー」

　俺は調理場に入って、ネーアの後ろに立った。

「ひゃっ！」

「いやいや、包丁は人に向けないで。喉のど元もとに突つきつけないで！　何もしないから！」

「はっ。す、すみません。いきなり背後に来たから、私を乱暴しにきた狼ろう藉ぜき者かと……」

「狼藉者は入れないよ。本気で相手が嫌いやがれば、狼藉できないシステムだしね」

「そ、そうでした……。アオガくんの気配がわかるようにならないと幻げん滅めつされますよね」

「な、何を言ってるのかわからないけど、短冊切りってのはこういう切り方だよ」

　大根を適度な大きさに切ってから、切ったものを並べて短冊状に切っていく。

「ほら、短冊状になったでしょ？」

「は、はい。えーとえーと……」

「無理に下ネタトーク入れなくていいからね？　ほらやってみて」

　ネーアが短冊切りを実践するが、手つきがとても危なっかしかった。指を切りそうになっている。痛みはないからいいけれど……。

「ネーアはあんまり料理しないの？」

「そ、そうですね。お皿洗いを手伝うぐらいで、お母さんに頼たよりっきりです。でも、料理ができるようになるなら、このクエストも望むところです。演技にも繫つながりますし！」

　気合いは充じゆう分ぶんなのだけど、それでもやはりちょっと見てて危ないな……。

　俺はネーアの背中から覆おおい被かぶさるようにして、ネーアの両手を取る。

「あ、アオガくん!?」

「じっとしてて。包丁はこう使うんだよ」

「は、はい……」

「包丁の方を動かさずに少しずつ素材の方を動かしていく……こんな風にね」

「はい……」

「最初は丁寧に。慣れてきたら早く切るようにすればいいよ。でも、正確に切ることが目的だから、それを忘れないようにね。素材の切り方で素材の活かし方も決まるから」

「は、い……」

　先ほどから妙にネーアが大人しくて、まるで人形を動かしているような案配だ。

　ふとジルを見ると指を動かしていた。ネーアを指し示している？

「ネーアがどうしたって──真っ赤だー！」

　泡あわを吹ふかんばかりに顔を真っ赤にしていた。頭からは蒸気が立ち上っている。

「ちょ、ちょっと！」

「魔ま力りよく、暴走してない!?」

　どりとピーチズも大おお慌あわてで俺たちから離はなれた。そして、逃にげる暇ひまもなく──ネーアは盛大な音と共に爆ばく発はつした。当然、クエストは失敗した。

「す、すみませんすみません！　すみませんすみません！」

「い、いや。俺もちょっとデリカシーがなかった」

　謝るネーアに被せるように謝る……が、ネーアよりもどりが怒おこっていた。

「ホントよ！　女の子に手取り足取り腰こし取り教えるなんて。料理がちょっと得意だからって、そんなのダメに決まってるでしょ！」

「わ、悪かったって……」

　謝ったがどりの怒いかりは収まらない。ぷんすか脹ふくれっ面になったまま、萎しぼまなかった。

　すると、ピーチズがネーアに尋たずねる。

「ひとまず建物の外に出たけど。どうしよっかー♪　もうやめちゃう？」

「いえ！　今度はちゃんとやりますので……！」

「また爆発することもないかなー。今度は、どりちゃんは短冊切りのやり方とか、ネーアちゃんに教えてねっ。それが原因でアオガはネーアちゃんのところに行ったんだし♪」

「むぅ。ピーチズに言われなくても、わかってるし」

　そして、めげずに同じ料理クエストを受注した。

　短冊切りから始まって、乱切り、いちょう切り、千切り、みじん切り……等々、どりの指導の下、ネーアは素材を切っていく。切った素材をすべてひとまとめにして鍋にぶち込み、様々な調味料を入れて茹ゆでていった。

　三十分ほど鍋が煮詰められていると、料理が完成する。

　ＮＰＣの依い頼らい主が三人の料理を前にひとつひとつ食べていった。

「ま、そりゃ失敗よね」「味付けに工夫もしてないし～☆」

　どりとピーチズはクエスト失敗。未知の料理でもないしな。

「グレイト！　デリシャス！　ワンダホー！」

　突如、ＮＰＣが歓かん喜きの声をあげた。すぐさまクエスト成功のファンファーレが鳴り響ひびく。

　ネーアが喜んでいいものかどうか迷う素そ振ぶりを見せる中、俺たち四人は目を見開いた。

「ちょ、ちょっと！　何でネーアのだけ？」

「ネーア。まさか、変なものでも入れたのか？」

「い、いえ。特には……」

「ちょ、ちょっと調味料入れた順番を言ってみて」

　一いつ般ぱん的な調味料の名前が並ぶ。入れた量もあっていた。

「あとは……これですかね」

「それ……『ダイイングシロップ』!?」

「はい。刺し激げき的な味がしたんで、もしかしたら美味おいしくなるのかな、と……」

　それでクエストが成功したのか。指示されていない調味料を入れるのは、初心者には御ご法はつ度とだけど、今回はそれが功を奏したってところだな。

「アオガ。感心してるところ悪いけど、ＮＰＣがめっちゃ顔色悪いぜ？」

「瀕ひん死しになってるー！！！！」

　ＮＰＣの足ががくがく震ふるえ、ついには膝ひざをついた。ＨＰが減ってしまっている。

「お、おい！　ピーチズ回復回復！　善良なＮＰＣ殺したら憲兵がすっ飛んでくるぞ！」

「ええ～!?　もおー！　疲つかれてるのにー！」

「ネーア！　もう指示されてない調味料は入れないで！」

「はい～っ、すみませんすみませんすみません！」

　どうにかギリギリでＮＰＣの回復が間に合い、逮たい捕ほは免まぬかれた。




　　　　◇　　◇　　◇




　昨日の料理クエストも無事？終わって、次の日の学校。

　翠みどりと一いつ緒しよに登校していると、翠がちょっと不満げな目でこちらを見てきた。

「ねー。今日って《エモオン》で何するの？」

「まだネーアの滑かつ舌ぜつが完全じゃないから、そっちの訓練をする予定だけど」

　質問をしてきた翠が少し頰ほおを膨ふくらませる。

「またなの？　最近、ずっとじゃない」

「いや、だって。彼女が納得すれば放送部に入ってもらえるし」

「このところ、ずっとネーアに掛かかりっきりで、まともなクエストできてないんだけど」

「悪い。でも訓練は欠かせないし、一日でも休んだらマズいのはお前だってわかるだろ」

「わかるけど……でも。むう……」

　ここ数日、レベルも上がってないからな。もしかしたら暴れ足りないのかもしれない。

「なんだったら、俺抜ぬきでクエスト行ってもらってもいいぞ」

「アオがいないと効率悪いでしょ。あたしと桃もも華かとジルだけじゃ、単調になるし、勝てる相手にしか勝てなくなるもの」

「まあ、そりゃそうかもだけど……」

　壁かべ役、回復役、サポート役じゃＤＰＳも高が知れている。せめて桃華がもうちょいスキルレベルを上げて、攻こう撃げき系のスペルを覚えてくれればまた変わってくるんだけど。

　この三人だと、工夫して勝つということがやりにくい。

「もう少し待ってくれよ」

「もう少しっていつまでよ。そもそもネーアの演技指導、いつまでやるの？」

「俺かネーアが納得するまでかなぁ」

　すると、翠はさらに不満そうに頰を膨らませた。

「でも、そろそろ冒ぼう険けんにも行こうよ。演技を試すって意味もあるし」

「前向きに少し考えておくよ」

「それって完全に据すえ置かれる時の台詞せりふ」

「そんなことねぇって」

　さっきから横腹をぽかぽか殴なぐられて地味に痛い。

「もう。なんなんだよ」

「そんなところに横腹があるのがいけないの」

「どういう理由だ……。離れていいか」

「離れちゃダメ」

「困るんだが」

「ふーんだ」

　ぷいと顔を背けながら、脇わき腹ばらに不満をぶつけてくる。

　教室に着くと、ほとんどのクラスメイトがすでに登校していた。めいめいに挨あい拶さつを交わし、俺は自分の席に着く。隣となりではなぜか俯うつむいて気合いの入った朱音がいた。

「朱音。おはよ」

「………」

　無言。無視をされている……わけではなさそうだ。すごい気合いの入った形相で、凄すさまじい集中力を発揮しているように見える。ぶつぶつと何か呟つぶやいているようだが、声が小さすぎて何も聞こえない。呪じゆ詛そではない……と思う。

　とはいえ、無視じゃなくても反応してもらえないのは寂さびしい。

「あかねー？」

　やはりぶつぶつ言っている。

「これだ！」

　それが突とつ如じよ、目を見開き、小さい声で叫さけんだ。俺の耳にははっきりと聞こえた。しかし、クラスメイトの耳には入っていない。声が小さすぎる。

　ただ、彼女は満足したようにうんうんと頷うなずいていた。そして、俺の方を振ふり向く。

「……あ、蒼影くん？」

「あ、うん。おはよう」

　今気付いたかのように、彼女は反応してくれた。

　しかし、そこでフリーズしてしまい、動かなくなる。塗ぬり替かえられるように顔が赤くなった。もし《エモオン》なら蒸気を頭から噴ふん出しゆつするエフェクトが出ていたことだろう。

「ど、どうしたの？　朱音……。何か悩なやんでたみたいだけど」

　朱音はスマホを使って、素早く指を滑すべらせると、俺にメッセージを送ってきた。

『聞いてました？』

「何を？　いや、独り言を言ってたのはわかるけど……」

　朱音がこちらから目を逸そらし、机に突つっ伏ぷす。

「ちょ、ちょっとどうしたの？」

『なんでもありません。お気になさらず……！』

　そう言われてしまうと、これ以上は何も言えない。結局、何に悩んでいるのかよくわからないまま担任がやってきて、ホームルームが始まった。




　お昼休みになって、俺はすぐに放送室へ向かう。

「あーあーあー」

　少し声のチューニングをしながら廊ろう下かを歩いていると、

　──横からいきなり引っ張られた。

　廊下の目立たないデッドポイントへと押し込まれる。何かデジャビュ？

「朱音？」

「は、はい」

　顔を近づけてきて囁ささやいてくる。

「そ、その、すみません。何か幼女をワゴン車に連れ込むような真似まねして……」

「何で俺が幼女扱あつかい!?　放送室行かなきゃいけないから話は後でがいいんだけど」

「え、えっと。そ、そんなに時間、かからない、ですから」

　俯き気味に言いにくいことを言おうとしている。挙動も落ち着かない。まるで告白をする前の女子のようだが、そんな夢見がちなことを考えてしまうのはマズい気がする。

「き、昨日、お、お料理、つくりました、よね？」

「う、うん」

「そ、それで。あの。蒼影くんって、もうご飯、食べました？」

「えっと。もう三時間目が終わってから食べちゃったよ」

「えっ」

　お昼休みはなんだかんだで忙いそがしいから、さっさと食べてしまうのだけど……。

　なぜか急速に朱音の表情が絶望に染まっていく。

「隣で結構がつがつ食ってたんだけど……。集中しすぎてて気付かなかったのかな」

　朱音が大きく肩かたを落とした。ど、どうしたんだ、一体……。

「よ、呼び止めて、すみません……。それじゃ」

　朱音は気落ちしたまま教室へ戻もどっていく。気になるけど、放送部の責務を果たさねば。




　午後になってから朱音は先生に当てられても気付かなかったり、問題を間ま違ちがえたり等、まったく集中できていないようだった。午前で集中力を使い果たしたかのようだ。

　そして、放課後。しゅんと肩を落としたまま鞄かばんを肩に提げ、ひとつ溜ため息いきを吐つく。

「ねえ、朱音。どうしたの？」

　声を掛けると、朱音はビクリと身体からだを震わせた。

「あ、いえ。別に、何も……」

　微かすかに動どう揺ようする声が耳に届く。

「なんでもないってことはないんじゃない？」

「なんでもないです。お姫ひめ様を守るために騎き士しが身体を差し出したら、お姫様はすでに堕おちてたぐらい、なんでもないことです」

「それ何でもあるよね!?」

　お約束ではあるけど、なんでもなくはないぞ、それ。

「お昼もそうだったけど、悩みがあるなら言ってみてよ。お昼と違って時間もあるし」

「だ、だいじょうぶですっ」

　朱音はいち早く身を翻ひるがえし、教室から走り去った。

「なんだなんだ？」「痴ち話わ喧げん嘩か？」「朱音ちゃんってば何気に運動神経いいよね」

　そんな声を耳にしながら、俺は朱音を追い掛ける。リアルで走るのは御法度なんだけど、今日はそこまで痛みもないし、大だい丈じよう夫ぶか。何よりも、あんな朱音を放っておけない。

　教室を出ると廊下の奥へ走っていく朱音を発見。すぐに追い掛ける。朱音が何か気配を感じたのか後ろを振り向き、俺に気付くと、すぐ右に曲がって階段の上に向かった。

「の、上るのか……！」

　少し足に気を遣つかいつつ、俺は階段を走りながら上っていく。

　坂路調教が終わったら、再び長いストレート。廊下の奥に朱音の背中が見えた。

「待ってくれ！　朱音！」

　声は返ってこない。だけど、きっと「待ちません」とか囁いているのだろう。

　だけど、俺も諦あきらめない……が、気持ちが諦めなくても、身体がそれについてこない。

　俺は盛大にすっころんでしまった。

「あだだだ」

　走るのはまだ早かったかな……。だが、痛がっている場合じゃない。朱音は──。

　俺の方に心配そうな顔をして駆かけ寄よってきていた。朱音がすぐ近くにしゃがみ込む。

　きっと、「だ、大丈夫ですか……」と言いたいのだろう。そんな顔だ。

　その隙すきを逃のがさずに、俺は彼女の右みぎ腕うでを摑つかむ。

「捕つかまえた。もう逃にがさないよ。話を聞かせてくれるまでね」

　朱音が不満そうに口を尖とがらせた。「あうう。だ、騙だましたんですか」と顔に書かれていた。

「はは、かっこつけてるだけだよ。転んだのは俺のミス」

　少し不満げな顔をする朱音だったが、それでも諦めたのか小さく溜息を吐いた。

　階段に座り一息吐いて、俺は話を切り出す。

「それで、今日のお昼はどうしたの？」

　朱音は顔を赤くしながら、鞄から何かを取り出した。ずっしりとした茶ちや巾きん袋ぶくろだ。

　そして、俺の耳元に口を寄せる。

「お、お弁当、なの、です。あ、蒼影くんに、た、たべて、ほしくて。どう渡わたそうか、朝からずっと、悩んで……でも言えなくて……い、いつの間にかもうお弁当食べてて……」

「そ、それだけのことでそんなに悩んでたの？」

「だ、大事な、ことだったんですもん……。それだけ、じゃないですもん」

　朱音は俺の言動に不満を表明するように口を尖らせる。

「で、でも。蒼影くん。もう食べちゃったし、い、いらないですよね？」

「いや、いる。絶対いる」

「む、無理、しないでもいいです……」

「無理もしてないし、気き遣づかってるわけでもないよ。お腹空すいてるんだって。今日は特にさ。お弁当ふたつぐらい余よ裕ゆうだよ」

　余裕じゃなくても女子の作ってくれたお弁当を食べられなきゃ男子として失格だろう。

　茶巾袋を受け取り、中からお弁当を取りだしてさっそく蓋ふたを開けた。

　そこに広がるのは、海苔のりを巻いたおにぎり二個に、からあげにハンバーグ、ポテトサラダ等々、色しき彩さい豊かで実にお弁当らしいお弁当だった。

「こ、これ、朱音が作ったの？」

「う、うん。だけど、その、お姉ちゃんに手伝ってもらいながら、だけど……。おにぎり握にぎって、ハンバーグも種を作って焼いて、鶏とり肉にくにパン粉付けたりして……」

　無理をしたらいけないのだろうに、小さな声で必死に説明をしてくれる。

「でも。なんで？」

「お、お礼。あ、蒼影くんに、い、いつも迷めい惑わくかけてばっかりで、何もできなかったから……。りょ、料理クエストやってなんとなく料理もやってみたかったし……」

「そっか。弁当を別に食べてたら食べられないって思うもんね」

　だからお昼に、あれほど気落ちしてしまったのだろう。

「そ、それでこれ、本当に食べていいの？　胃に入ったらもう戻せないよ？」

「も、もちろん。蒼影くんのために、作ったから……」

　少しだけドキンときた。演技じゃないのに、照れくさそうにする彼女から目が離はなせない。

「よ、よければ、た、たべてください」

　そう言われて、すぐに備え付けの箸はしを取って、俺はさっそく弁当を突つついた。

「美味うまい、美味いよ、これ」

　一口食べるだけで次々と口に入れてしまう。早弁でお腹が空いていたのもあってか、朱音が作ってくれたものだからか、最高に美味かった。

　おにぎりも硬かたすぎず、柔やわらかすぎず、海苔も千切れやすくて、とても食べやすい。とても優しい味だった。食べていく毎ごとに、不安が薄うすれていくかのような、そんな安心感がある。

　五分足らずで食べきってしまった。

「ごちそうさまでした！　いや、本当に美味おいしかったよ。ありがとう！」

「ど、どう致いたしまして……。舌に合って、よかった」

「昨日の料理クエスト見た時は、料理やってないと思ったのに」

「うん。全然やってなかった。……でも、どうしても作りたくなって」

「そっか」

　色々と安心したせいか、何か腹はら一いつ杯ぱいになって眠ねむくなってきた。

　そろそろ帰らないといけないのに、眠すぎて動きたくない。

「……蒼影くん、眠いですか？」

「まあ、少しだけ」

　すると隣となりに座る朱音が頭を抱いだくようにして、俺の身体を傾かたむける。

　そのまま俺の頭を太ふと腿ももの上に置いた。身体を曲げて、俺の耳元にその唇くちびるを近づける。

「少しでも休んでください……」

「そ、そこまでしなくても」

「しょ、食しよく欲よく満たされたなら、睡すい眠みん欲よくを……」

　太腿がとても温かく柔らかい。ゲームの不自然な柔らかさとはまったく違う、布越ごしのリアルな柔らかさと、そこから微かに伝わるほのかな体温が心地よい。

　少しずつ微睡まどろみの中に落ちていく。いくら朱音が気を利かせてくれているのだとしても、このままガチで寝ねるのはちょっとマズい気がする。

　ただ、腹が満たされたあとの睡眠欲には抗あらがえない。どんどんと目ま蓋ぶたが落ちていく──。

「す、睡眠欲が満たされたら、次は……性せい欲よく？」

　一いつ瞬しゆんで頭が覚かく醒せいした。このまま寝たら取り返しのつかないことになりそうな気がする。

　ちょっとしたことで下ネタに行くところは本当に怖こわいぞ。








QUEST No.009　修しゆ羅ら場ばを乗り切れ！









　翌日。この日も登校する時、翠みどりは不ふ機き嫌げんだった。ここ数日、妙みように機嫌が悪い。

　教室に着いても、機嫌の悪さは解消されないままだ。

「結局、昨日もネーアにつきっきりで……しかも、遅おくれてきたから何もできなかったし」

「悪かったって」

　そこに桃もも華かが茶々を入れる。

「なに。ふたりして倦けん怠たい期か？」

「もうそんなのとっくに過ぎてるもん」

　翠がぷいと顔を逸そらしながら言った。

「ただ、翠にとってみたら不ふ倫りんだな」

「俺と翠、別に付き合ってるわけじゃないんだけど!?」

　人聞きの悪いことを言わないでほしい。

「旦だん那なさんが構ってくれなくて寂さびしいんだよね、翠は」
















「黒こく夜やもそういうこと言うなっての」

「事実みたいなもんじゃん。蒼あお影かげと翠の仲は誰だれもが知ってるし」

　ずっと傍そばにいる妹みたいなもんだからな。身長的にも年の離れた感じで。

「……アオ、今、失礼なこと考えなかった？」

「イーエ、ナニモ」

　すると、黒夜がいいことを思い付いたというように指を立てる。《エモオン》なら電球のエフェクトが表示されるだろう。黒夜がいいことって嫌いやな予感しかしないけど。

「それなら翠も演技の練習に参加するのはどうだい？」

「あたしが演技に参加？」

「そうそう。今まではふたり用に書いていたけど、翠が了りよう承しようしてくれるなら三人用のものを書くよ。演劇の練習も兼かねていいんじゃないかな？」

「へー。いいんじゃないか？　黒夜の案にしては」

「最後の一言は余計だよ、蒼影」

「うーん。でも、演技の練習って言われてもなぁ……」

「翠も演劇を究きわめたってわけじゃないだろ。身体からだの動かし方は上手うまいけどさ」

「むう……」と、翠が顎あごに手を当てて思い悩なやむ。

　翠の演技は上手い方だ。ただし、それは身体の動かし方だけに留とどまる。そういう意味では声にこだわる朱あか音ねと一いつ緒しよにやるのは、翠にとってもいい経験になるかもしれない。

「俺としてはやるべきだと思うけど」

「……そう、ね。じゃあ、朱音ちゃんがいいって言ったらお願いするわ」

「オッケー。楽しい台本を書いてみせるよ」

「台本を書いてくれるのはありがたいけど、十八禁は禁止だぞ」

「チッ」と、心底つまらなそうな顔で舌打ちされた！

「垢あかバンされたらどうするんだよ！」

「その方が伝説になれるよ」

「そんな伝説いらんわ！」

　そんな風にぎゃーぎゃー話していると、朱音が登校してきて、その旨むねを伝えると「ぜひ！」と嬉うれしそうに了承してくれた。




　そして、どりとネーアとで、俺たち三人はクエストを受注した。

「見学させてもらうんだー☆」

「そうだよなあ。見学させてもらわんと。こんな面白いもの」

　面白いネタだと、ピーチズとジルが一緒についてくる。まあ、それはもう仕方ない。

「にしても、クエスト名、ふざけてるの？」

　どりが不満を顕あらわにする。『クエスト名：不倫の成れの果て』……だからな。

　子供の時は年相応の色んな役を演じてきたし、この歳としになってからも色んな役を練習してきた。けど、浮うわ気きする旦那の役はない。

　浮気する旦那の気持ちって、どういうものなんだろうなぁ。最愛の妻がいるのに浮気する気持ちがわからん。こればっかりは習うより慣れろで行くしかない。妻よりも好きな女子ができてしまった……という態ていで考えればいいのか？　改めて考えると最低な男だな。

「えーっと、台本では……旦那役がアオガで、妻役があたし……不ふ貞てい女役がネーア、ね」

「ふ、不貞女って呼び方、ひどくないです!?　間男ならぬ間女とか」

　ネーアが弱々しい声をあげる。どりもちょっともの言いたげだ。

　すると、ピーチズとジルが何やら聞こえるようにひそひそやっていた。

「男ってひどーい♪　女子を食っても食っても食い足りないとか言い出すんだー☆」

「ひゃっはっはっは！　ま、そのぐらい肉食じゃないと物足りないよなぁ」

「俺がひどい男みたいな風潮はよくないぞ！　とにかく。さっさと始めよう」

　場所は街中の家と指定があるので、適当な空き家までやってきたが、演技の練習ってだけなのに、どうして森とか人ひと気けのない場所を指定してこなかったんだ、黒夜のやつ。というか、前みたいに風景や建物を構成すればいいような気もするんだよなぁ。

　台本を見る限り、街中でやる必要もないと思うんだけど……。

「でも、この台本、やっぱりひどくないか？」

「ひどいと思うけど……でも、ドラマでもっとヒドいの見たことあるし」

「そ、そうですね。刺さされないのは優しい方と思います」

　どりとネーアがそれぞれ意見を述べる。……女子の浮気に対する認識が怖い。許せないという気持ちは同じでも、俺とは大きな隔へだたりがある。

「さて、じゃ。クエストをスタートするぞ」

　俺とどりが家の中に入ってから、ホログラフィーのスタートを押す。

　そして、クエスト成功率が表示され、クエストが始まった。

「ただいま、どり。今日は何か変わったことはあった？　どり？」

　どりは何も言わない。ただただ、俺を訝いぶかしむように見るだけだ。

「どり。どうしたんだ」

　俺が問うと、彼女はアイテム袋ぶくろから何かを取り出す。ＭＰを回復するポーションだ。

「これ、洗面所にあったんだけど……どうしたの？」

「そ、それは……さ、最近買ったんだよ、うん」

「へぇ。ここのポーションのブランド、女子しか買えない特別なものなんだけどどうやって買ったのかしら？」

「お、女友達に頼たのんで」

「自分のために？　少なくともあたしのためじゃないよね？　あたし、ＭＰ回復する必要ないし。ゼロだし。脳筋戦士だし」

　怒いかりの表情でこちらを責めてくる。

　脳筋戦士が強調された辺り、気にはしてるのかもしれない。苦情は黒夜に言ってくれ。

「で、デザインは悪くないだろ？」

　俺がそう言い訳をするものの、どりは当然収まらない。どりの視線が細くなり、射い貫ぬくような視線になる。まるですべてを見み透すかされているようだった。

「昨日あたし、留守にしてたけど、誰が来てたの？」

「だ、誰も来てないよ」

「じゃ、これは何？」

　手に出してきたのは赤い毛だ。間ま違ちがいなくネーアの髪かみの毛である。

「そ、それは……。そ、その、ポーションを買ってくれた女子にお礼を……」

「じゃ、誰も来てないってのは噓うそだったのね」

「すぐに帰ってったし、いたうちに入らないと思ってさ」

　眉まゆ根ねがさらに寄っていく。本気で怒おこっているように見えたのか、傍で見ているピーチズがビビっていた。ジルはわくわくしたような表情で見ているけど。

「すぐに帰っていった？　この髪の毛がどこから出てきたかわかる？　浴室なんだけど。すぐに帰ってったわりに、浴室に行くなんてどういうことかしら？」

　言い訳不能だ。しかし、ここで──。

「こんにちはー。すみません、この前、忘れ物しちゃいまして……あれ」

　外で待機していたネーアの登場だ。

「あなたね。あたしの亭てい主しゆに色目使ったのは」

「へ、え……？」

「ちょっと表出なさい！」

　どりはネーアを押し出すようにして、玄げん関かんから外へと叩たたき出す。

「おい、どり！　やめないか！」

　俺も慌あわててついていく。ついでにピーチズとジルもおまけのように出てきた。

「あなたは黙だまってて！　この女が、あたしの夫に色目を……許せない……！」

　静かな怒りを表情から滲にじみ出させ、今にも人を殺してしまいそうなほど逆上している。

「お、お言葉ですけど。アオガくんが私に手を出したのはあなたが悪いからですよ！」

　それに負けじとネーアも言い返す。ただ、この手のやり取りは慣れていないのか、足ががくがくと震ふるえていた。この辺りはさすがにどりの方に一日の長がある。

「やっぱり手を出してたのね……！」

「ええ。アオガくんは激しく私を愛してくれました！　寂しそうな顔をして、『妻は俺を愛していないんだ』って。だから、私は慰なぐさめたくなったんです」

「だからって、人の夫に手を出すなんて……！」

「可哀かわい想そうじゃないですか！　あなたが愛さないんだったら、私がこの人を愛します！」

　……喧けん騒そうに気付いたプレイヤーたちが少しずつどやどやと集まってくる。

　何やら楽しそうなことをやっている雰ふん囲い気きに釣つられてきてしまったらしい。

「なんだ、演劇クエストか」「でも面白そうだぞ」「このまま最後まで見ていこうぜ」

　最前列の人はいいが、後ろの人たちはこれが演劇クエストだと気付いているのか？

「離り婚こんしてください。あなたじゃアオガくんを幸せにできません！」

　ネーアが俺の傍に寄ってきて、腕うでに抱だき付く。それが、どりの堪かん忍にん袋ぶくろに刺し激げきを与あたえた。

　周囲は「やれやれ！」「いいぞいいぞ！」と煽あおりまくっている。後ろの方からは「若いのにこんな修しゆ羅ら場ば……」「とんだすけこましね」等と言われていた。後ろの人たちー！　これ演劇クエストなんで！　ガチじゃないんで！

「ふざけないで！　あたしは……あたしはアオを幸せにしてる！」

「でも、アオガくんは寂さみしがってた。だから、私を抱いたんです……」

　しかし、どりの演技は迫はく真しんがかっていたし、ネーアも棒読み気味だが、つっかえ気味なところも含ふくめて逆にいい案配に気弱そうな女子を演じている。

　それがまたこの修羅場の本物っぽさを助長していた。そして、台本に台詞せりふのない俺は言い訳すら許されない。ちっとは責任感じてもっと喋しやべれよ、俺！

「こ、ここ、こ、こっ、この泥どろ棒ぼう猫ねこ！　返しなさい！　あたしのアオを返しなさいよ！」

　どりがネーアの摑つかんでいる腕とは逆の方を摑む。

　周囲は「きたー！」「泥棒猫、きたー！」「やっぱ修羅場はこの言葉だよな！」と盛り上がっている。無責任な連中ばっかりである。

「返しません。彼はもう私と文字通り繫つながってるんです！　裸はだかで繫がった仲なんです！」

　ネーア！　後半台本にない台詞だよね!?　何で余計な台詞入れたの！　いらないでしょ!?　アドリブいらないんだけど!?　でも、クエスト成功率が上がってる!?　なんでや！

「あたしとアオが何回床とこを一緒にしたと思ってるの!?　子供の頃ころから一緒に寝ねてたのよ」

　どりもアドリブを入れ始めた。いや、子供の頃に一緒の布団で寝てたのは事実だけど！

　だが、またも成功率が上がった。いいのかよ、この台詞で！　あと、早く俺に弁明させて！　喋らせて！　取り返しがつかなくなるからぁ！

「絆きずなの深さは一緒に寝た回数じゃないもん！　どのぐらい濃こいのを注ぎ込まれたかですから！　一緒に何回も寝た割にどりさん、子供できてないじゃないですか！」

　当たり前である。……いや、十八歳以上になるとＮＰＣの子供がゲームの中で作れるらしいけど。というか、アドリブでギリギリなところを言ってるぞ。ぶっちゃけ、そろそろ十八禁警告が出てもおかしくないと思うんだけど！　というか、それで止まってほしい。

　しかし、いくら待っても運営から停止はされなかった。もしかしたら運営のお気に入りのお芝しば居いになっているかもしれない。辛つらい……。

「アオはあたしの！」

「アオガくんは私のです！」

　お互たがいに引っ張り合う。観客たちはもはやすごい数になっていた。

「何か口コミでどんどん広がってるー♪」

　と、聞きたくもない情報をピーチズがくれた。本当にいらない情報だ……。

　そして、啀いがみ合っているふたりは俺を見上げた。

「アオはどっちを選ぶの!?　妻のあたしだよね？」

　どりは強気に、しかし、その表情に不安さを覗のぞかせる。

「アオガくん。私を選んでください！」

　ネーアは涙なみだ目めで俺を見てきた。

　どちらも演技に本気さが垣かい間ま見みえる。演技とは思えないほどだった。

「どり……ネーア……」

　で、ようやく俺に台詞が巡めぐってくる。この台詞言うのイヤだな。絶対ツッコミ入るよ。

「ごめんよ、ふたりとも。俺はふたりを悲しませたくなかったんだ！」

　観客（主に女子）から「ふざけんな、女の敵！」と指し摘てきが飛んでくる。とても心が痛い。演技なのに、演技なのに！

「だけど、俺はふたりとも同じぐらい愛してる！」

　さらに罵ば声せいが響ひびく。

　ああ、言いたくない言いたくない。しかし、演技なのだ、演技。どんなに言いたくなかろうと、演劇というのは台本通りに進めなければならないのだ。

　仮にそれが真性のクズ男の台詞だったとしても！

「だから！　今日は！　三人一いつ緒しよに布団に入ろう!!　それで皆みな、幸せだ！」

　腹の底から数百近い観客の罵声を上書きするような声量で俺は叫さけんだ。

　観客が黙り、静せい寂じやくとなった瞬しゆん間かんにクエストクリア！　とファンファーレが鳴り響いた。




　クエストをクリアした瞬間、観客たちは拍はく手しゆをしながら去っていく。

　それが後ろの人たちにも伝わっていればいいんだけど……どうなんだろう。

　いや、後こう悔かいするまい。俺は完かん璧ぺきな演技をした。クエスト評価だってＳと高いのだ。

　そう。どれだけ俺の評価が下がってもこれは誇ほこれることなのだ。泣いてないぞ……。

「ごめんね、ネーア。ひどいこと言っちゃって」

「わ、私こそ、興奮してどりさんに言っちゃって……ごめんなさい」

「いいのよ。いい演技だったわ。久しぶりに本気出しちゃった感じがする」

「どりさんのおかげで、私もすっごいレベルアップできた気がします」

　妻と不貞女だったふたりは、雪解けをしたかのように仲良しだ。

　まあ、演技だったしな。本気で喧けん嘩かし始めても困る。

「うわー、再生数、もう十万超こえてるー、すごーい♪」

　ピーチズがホログラフィーを表示しながら、感かん嘆たんの声をあげていた。

　そこには俺たちの演劇が映し出されている。

「お、おい！　お前、勝手にアップロードしたのか？」

「ピーチズじゃないもーん。別の誰だれかだしー。ほら、投とう稿こう者アカウント違ちがうでしょ～」

　確かにピーチズのアカウントではなかった。どうやって撮とってたのかは知らない。だが、カメラワークも無む駄だに凝こってて腹立たしかった。

　いや、そりゃ確かに撮さつ影えい禁止のクエストじゃなかったし……。撮るのは自由だけど……。

　まさか動画に撮られて不特定多数に見られると思ってなかった。とてもつらい……。

　こうしている間にも、次々と再生数は増えていく。

　そして、コメント欄らんには『ひでぇ男ｗｗｗ』『こいつ、ぜってぇ刺されるわ』『Ｎｉｃｅ　ｂｏａｔ』『どりちゃんぺろぺろ』とあった。見るに堪たえない。

　俺が《エモーショナルオンライン》でアオガとして動いているのは、クラスメイトたちのほとんどが知っていた。そして、この動画は《エモーショナルオンライン》をプレイしていない者でも見ることができる。口コミのせいか、再生数が恐おそろしい速度で増えていた。

「アオガさー、明日の学校が楽しみなんじゃないのかい？」

　ジルが心底楽しそうに俺の肩かたをバンバン叩く。

「俺としてはほとぼりが冷めるまで学校を休学したい……」

　誰かひとりでもいいから聞いてくれ！　俺は本気で演技をしただけなんだ！








QUEST No.010　魔ま王おう軍四天王を倒たおせ！









「宇う佐さ美みと柿かき崎ざきで、修羅場ったんだって？」

　次の日、教室に入るなり、そんな言葉が掛かけられた。誠に遺い憾かんである！

「いや、すごかったよ」「宇佐美さんがあそこまで言うとは」「柿崎も相手を殺す勢いで」

　そんな噂うわさをされているものだから、朱あか音ねも翠みどりも顔が真っ赤だ。

「ち、違うわよ！　あれは演技！　演技なんだからね!?」

　翠がそんな顔のまま言い訳をするが、皆は、ほんわか、と生暖かい目になるだけだった。

『違いますから！　あれは演劇としてやっただけなんです！』

　と、朱音もクラスメイトたちにメッセージを書いたスマホを向ける。

　しかし、誰も聞く耳も目も持たないのだった。面白ければそれでいいのかよ！

「なぜ、そこまで皆、信じるんだよ……」

　俺がそう愚ぐ痴ちると、黒こく夜やが立ち上がる。まさかちゃんと否定してくれるのか!?

「だって、それが起こってもおかしくないと思うから、否定できないんだよ」

　信じた俺が馬ば鹿かだったよ、もう！

「それだけ真に迫せまった演技ってことだよ」「本当みたいだったってことだよ」「未来に起こることだと思ったってことだよ」「今からやってもいいって思うんだよ」

　皆して勝手なことを言いやがってぇ……！

　やっぱりほとぼりが冷めるまで学校休みたい。




　と、学校では嫌いやな思いをしたが、前回の演劇クエストは（思うところはあるし、俺の評判という代だい償しようはあったものの）、いい結果になった。ネーアの演技力がかなり高まったことを確認できた。滑かつ舌ぜつの方も悪くないし、言葉をハキハキと言うことができている。

　そろそろクエストを受けてもいいだろう。最近、皆との戦せん闘とうもやってこなかったしな。

「久しぶりに全員でクエストをやろう」

　みんなが待ってましたとばかりにテーブルについた。

「よーし、何でも来なさいよ。で、何のクエストやるの？」

「魔王軍四天王のひとり、ゲルナデーモンの打だ倒とうがいいかなって思ってるんだけど」

「結構、デカいところいくねー☆　勝算あるの～？　ウチらのレベルじゃアイテムを総動員してもギリギリだよー？　アイテムの無む駄だ遣づかいはヤ～よ？」

　ピーチズの不満ももっともだ。これは《エモオン》のメインストーリーに属するクエスト、通つう称しよう《エモーショナルクエスト》で、推すい奨しよう討とう伐ばつレベルは50。俺のレベルが40で、他の面々が30台。ネーアが25ということを考えれば、いかにも無む謀ぼうに思える。

「ギリギリだけど勝算はある。俺は演技補正に自信があるし、それは他の皆も同じだろう？　特に一番はネーアが高いレベルのスペルをしっかりと戦闘中にも唱えられるようになったことだ。これは大きい」

「推奨討伐レベルは、あくまで目安で、楽に勝てる時のものだしな。ま、今のアタイらならいけるんじゃね。ネーアの火力に期待だな」

　ジルが楽しげに獰どう猛もうな笑みを浮うかべた。久々の戦闘に血湧わき肉躍おどっているのだろう。

「そんなわけで特に反対がなければ、それで行こう」

　皆がめいめいに頷うなずく。俺たちは宿屋から外に出て、クエスト斡あつ旋せん所へ向かった。

「あ、あの……も、もしかして、私重要な役割を任されてます？」

「今じゃなくて、さっき気付いてほしかったけど、ネーアは一番のダメージソースだよ」

　そう言うと、不安そうな目で見られてしまった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。もうデカいダメージを通せるだけのポテンシャルはあるんだから」

「そ、そうでしょうか……」

「それにこのクエストは、これまでの総決算だよ。このレベルで行ってみて、Ｓランクでクリアできるようなら、もう一定以上の演技力は手に入ってるってことだからね」

　ネーアが身を引き締しめるように下した唇くちびるを嚙かむ。覚かく悟ごを伴ともなったいい目だった。

「クエストをお選びください」

　ゲルナデーモンの打倒を選せん択たくし、俺たちは転移所へ向かう。ゲルナデーモンの待つ、大陸四よ隅すみにある城のひとつ、ゲルナ城の近くにある街まで転移した。

　ここは魔王軍との前線のひとつであり、砦とりで機能を持つ……という設定の街だ。そのためか、壁かべや街路など、至るところがボロボロになっている。

「さて。今回のクエストはＭＯ方式だ。他のパーティは助けてくれない。注意してくれ」

「今いま更さら、辻つじヒールに頼たよるまでもないわ」

　どりは自信満々である。とはいえ、そのぐらいでないと困る。戦士であるどりは、真っ先に最前線に立ち、皆を守る壁役だ。ヘイト管理もやってもらうことになる。

「バフが切れたらゴメンねー♪」

「切らすなよ……」

「注意はするからー☆」

　ピーチズは後衛の回復役だ。主にどりの後ろについて、サポートする。特に仲間を強化するバフ掛けや、敵を弱体化させるデバフは最も大事なタスクだ。

「わりぃけど、アタイはいつも通り好きにやらせてもらうぜ」

「ああ、任せたぜ。できる限り、敵の気を逸そらしてくれ」

　ジルはサポート役であり、素早さを生かし、意表を衝ついた攻こう撃げきを行ってもらう。そのため、あまりこちらから指示をしても意味がない。隙すきを衝いた攻撃というのは一いつ瞬しゆんでしかなく、指示を待つだけでは好機を逸いつしてしまう。

「ネーアはとにかくＭＰの続く限り、スペルをガンガン撃うって。ゲルナデーモンは途と中ちゆう途中、耐たい性せいを変化させるからそれに注意すること。撃つスペルに関しては指示するから」

「はいっ！　頑がん張ばります」

　さっそく街を出る。

　すると次々にモンスターが襲おそってきた。この近辺はアクティブモンスターが多いのだ。

「ピーチズ。頼たのむ」

「はーい♪　光の精せい霊れいよ──その身を以もつて、彩あやを捻ねじ曲げよ。〈レイヤーシフト〉」

　俺たちの姿がすうっと薄うすくなる。モンスターたちは俺たちを見失い、離り散さんしていった。

「攻撃しちゃダメだよー。あと大きな音出すのも禁止でー☆　効果、失うからね～」

　いつも受けている小言を聞き流し、俺たちは城に向かう。このスペルは非常に便利で、モンスターと戦うことなく、目的の場所まで無傷で行くことができる。

　特に何のイベントもなく、ボスのいる玉座の間前まで到とう着ちやくした。

　目の前にある扉とびらを開けばイベントが発生し、ゲルナデーモンとの戦闘に入る。

「ど、ドキドキします」

「ネーアは大ボスクラスとの戦闘は初めてだっけ？」

「はいっ！」

　どりが何気なしに尋たずねると、ネーアは頷いた。

　俺たちは攻こう略りやくに熱心ではない。早い攻略組は魔王軍を打倒して、次の大陸に移っている。それでも俺たちは遅ち遅ちとした進みではあるものの、メインストーリーをこなしている。

　そして、これが魔王を倒すための第一歩……魔王軍四天王戦だ。設定的には四天王をひとり倒すたびに結界が弱まり、全員を倒すと結界が消え、魔王城の中に入ることができる。

「それじゃ、行こう！」

　扉を開くと、ギギギと軋きしむような音を上げて鉄製の扉が開いた。呆あきれるほど広い玉座の間、そこに緑色の肌はだに獅し子しの頭をした五メートルはあろうかという何かが座っていた。肩から二匹ひきの蛇へびが伸のび、腕うでと足は鱗うろこで覆おおわれている。魔王軍の四天王のひとり──ゲルナデーモンだ。

『まさか我が城に侵しん入にゆうする者がいるとはな。ここまで来たのは褒ほめてやってもいいが、我が神域を荒あらすその無礼、死んで詫わびるがいい！』

　有名声優さんのボイスを発して、ゲルナデーモンが巨きよ大だいな斧おのを構えた。

「ふん。斧だったら負けないわよ」

　どりも担いでいた斧を構える。

「〈フライトロード〉！」

　そして、振ふりかぶったまま一目散に突とつ撃げきした。翠色のポニーテールが軽やかに揺ゆれ、一気にゲルナデーモンとの距きよ離りを詰つめる。

　スキル、〈フライトロード〉は足で床ゆかを思いっきり蹴けり込むことで、凄すさまじい膂りよ力りよくを発揮し、相手との距離を詰めるスキルだ。身体からだの動かし方が適正であればあるほど、瞬しゆん間かん移動に近い挙動が行える。ここまできっちりと効果が出るのは、どりだからこそだ。

「ファーストアタックもーらいっ！」

　どりの斧が極太の脚あしへまともに入った。

　ゲルナデーモンの視線がどりに向く。おそらくこれでヘイトはどりに向かったはずだ。

「それじゃ、各々よろしく！」

　ピーチズがすぐにどりを援えん護ご。守備をバフのスペルで強化する。

　俺はネーアの魔ま力りよくを高めるためのバフをかけた。

「おりゃあああああああっ！　とりゃあああああああああっ！　ひしゃげろおおおッ！」

『小こ癪しやくな……！』

　どりとゲルナデーモンは、いい感じにサシで戦っていた。

　俺とジルもゲルナデーモンに近づき、攻撃を加えていく。ゲルナデーモンの上に表示されたＨＰバーが少しずつ減っていったが──敵も弱くはない。

『〈ゲルナバースト〉！』

　詠えい唱しようなしで処理される魔ま族ぞくのスペル。氷のスペルは瞬またたく間に広間を埋うめ尽つくす。

「ネーア！」

　だが、この程度、ネーアの炎ほのおで──。

「ほにょおのせいれいにょ──すぃんえんよりわきだしぇ、しごくのごうきゃをずんきゃいにおきゅりだすぃ、ちぇきのしゅべてをもやちつくちぇ！」

「って、ネーア!?」

　すっころびそうになってしまった。完全無欠にダメダメである。

　最初の頃ころの詠唱に戻もどってしまっていた。炎は発生したものの、以前放った洞どう窟くつでの炎には遠く及およばない。ゲルナデーモンの氷に完全に飲まれ、あっという間に消えてしまった。

「ちょ、ちょっと！　動けないんだけど！」

「ひゃあああ！　ちょっとＨＰ回復したからって、こっちにヘイト向けてないカナー？」

　どりとピーチズが、一気に大ピンチだ。とてもマズいことになっている。

　まさかネーアの滑舌がここまでロールバックしてしまっているとは。

「あうあうあう……」

　とはいえ、諦あきらめるにはまだ早い！

「ジル！　ちょっとゲルナデーモンを引きつけておいてくれ！」

「そう来ると思ったよ！　ピーチズ、ちょいとアタイに援護、頼むよ！」

　ジルは素早さを生かして、ゲルナデーモンの周囲を立ち回る。ジルの守備力はそこまで高くない。一いち撃げき喰くらえば瀕ひん死し、下手をすれば一撃死の可能性もある。

　だからかピーチズは、下手に守備力を上げずに速度を上げる選択をした。

「今のうちに……」

　氷に飲まれた足を炎で溶とかし、俺は一目散にネーアの下へ向かう。

　ネーアは申し訳なさでいっぱいの顔をしていた。

「ご、ごめんなさい……ごめんなさい」

　すでに涙なみだ目めだ。身体も震ふるえてしまっている。緊きん張ちようしているのが目に見えてわかった。

「だ、大事な役目だって言われてたのに、私……」

「大事な役目だけど、大事な役目でもないよ。ネーアの役目はさ」

「え……」

　どういうことなの？　という不思議そうな表情を浮かべるネーア。

「別に負けてもいいんだよ。このクエストは一度限りしかできないクエストじゃない」

「……で、ですけど」

「負けたら次に再戦すればいい。でも、一番マズいこと。それがわかる？」

「………」

「何もできずに負けること、敗因が分ぶん析せきできずに負けること、自分の力を出し切れずに負けること、色々とあるけどね。一番マズいのは……」

　これは何よりも自信を持って言える。




「楽しめずに終わることだよ」




　ネーアは意表を衝かれたかのように目をぱちぱちさせた。

「俺たちにとってゲームは楽しむものだよ。だから楽しめなきゃ、このゲームをやる意味がない。このゲームが辛つらいものになったら、ゲームはやるべきじゃない」

「……あ」

「でも、このゲームをまだ楽しみたいなら……もっと普ふ段だん通りを心がけよう。次に繫つながるように負けよう。次こそは勝つんだって楽しむために！」

　そこまで言いきったところで、不ふ穏おんな気配を感じた。

「アオガ！　抑おさえきれんかった！　すまん、そっちに行ったぞ！」

　ゲルナデーモンが悪あく魔まの翼つばさを広げてこっちに滑かつ空くうしてくる。狙ねらいはネーアか！

　振り下ろされる斧を、どうにかこうにか剣けんで受け止める。だが、それだけでは終わらない。拳こぶしや蹴りまで飛んでくる。尻尾しつぽや翼による攻撃まで行ってきた。

　まともに喰らった俺のＨＰが徐じよ々じよに減っていく。

「アオガくん！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。前と同じだ。俺は物理に関しては君に攻撃を通さない。一ダメージでも入ったら、ネーアの言うこと何でも聞くよ！」

　ゲルナデーモンの攻撃をすべて捌さばききる。

　演技で立ち回るのと同じだ。正しく攻撃を受け止めれば、致ち命めい的てきな一撃は喰らわない。

　だが──。

『〈ゲルナバースト〉！』

　再び、氷のスペルが周囲に散乱し、床を壁を天てん井じようを氷で埋め尽くしていく。

　ここまで広こう範はん囲いの氷を俺では防ぐことはできない。防ぐには高こう威い力りよくのスペルが必要だ。

「炎の精霊よ──」

　ネーアの口から詠唱が紡つむがれる。

「深しん淵えんより居い溢こぼれし、」

　綺き麗れいな声だ。

「原初を滅す烈なる真紅、」

　朱音の声とは違ちがうはずなのに、聞き惚ほれてしまう声。

「罪人を灰にせし業火を遣つかわし、」

　完かん璧ぺきな滑かつ舌ぜつ。先ほどとは比ぶべくもない。

「害意の凡すべてを無に還かえせ！」

　ネーアのスペルが発動する。

「〈クリムゾンバースト〉！」

　周囲一帯に炎が巻き起こり、氷で覆われた部屋は水蒸気を吐はき出しつつ元の状態へと戻っていた。氷を搔かき消され、炎の直ちよく撃げきを喰らったゲルナデーモンもＨＰを大きく減じている。前回、撃ったスペルよりも補正が強くなっている。

「ネーア、ナイスよ！」

　動けるようになったどりが、再びゲルナデーモンを足止めする。先ほどと同じ立ち位置で戦せん闘とうを再開。バフ掛かけも終わり、ゲルナデーモンは完全にどりに釘くぎ付づけになっていた。

「炎の精霊よ──深淵より居溢れし、原初を滅す烈なる真紅、罪人を灰にせし業火を遣わし、一なる害意を無に還せ！　〈クリムゾンバースト〉」

　ネーアが詠唱を改変し、今まで全体に放っていたスペルを槍やりのような形に収束させる。

　その槍が飛ひ翔しようし、ゲルナデーモンの心臓を貫つらぬいた。

　大きくＨＰが減っていき──ついにゲルナデーモンはその姿を消していく。

　その瞬間、クエストクリアのファンファーレが響ひびき渡わたった。

　俺たちのレベルアップのファンファーレも連続で鳴り響いている。

　しかも、評価は──Ｓ。完璧な倒たおし方をしたということの証左である。かなりギリギリではあったが、俺たちは四天王を倒すために、最高の演技をしたと言うことだった。

「低レベルクリア、更こう新しんおめでとうございます！」

　さらに、意外なアナウンスが響いた。




　　　　▽　　▽　　▽




　ログアウトしてから、風ふ呂ろに入ってタブレットでネットサーフィンをしていると、午前一時少し前になった。『ラブコメゲーム』の始まる時間だ。

「おっと。まずいまずい。忘れちゃなんねー！」

　また朱音──兎と沢ざわ響ひびきの声が聞けるだけで、テンションが上がってくる！

『今回は肝きも試だめしとかいう庶しよ民みんの遊びをやりますわよ！　わたくしの部下たちが作った罠わなの数々。ごらんあそばせ！』

『えええええ！　きもダめしとか、こ、こわいでスよう……』

　朱音の声はまだ正直、下手くそだ。世間の評価はとても厳しい。俺は気にしないけど。

『ま、あたしは三分で戻ってきてやるわ』

　特に雪せつ那なの声の前や後だと、より顕けん著ちよである。俺は気にしないけどな。

『ええー。あぶないデすよう。暗いでスし』

『大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。それにあなたには守ってくれるナイトがいるでしょ？』

　知り合いという贔屓ひいき目め抜ぬきに、雪那はやはり上手うまい。短い台詞せりふであっても、決して手を抜かない。耳に残る何かがある。朱音も少しずつ演技力は上がっているが、雪那に比べるとまだまだ拙つたない。特に掛け合いではそれが如によ実じつに表れている。俺は気にしないが。

『じゃ、今度は僕たちだね』

『は、はイ……』

『行こうか。ちゃんと僕が守ってあげるからね』

『頼たよりニしてマすね』

　かなり厳しい棒読みだったな。でも、照れてる感が出てるのでセーフにしておこう。

『さすがにお金持ちが金に飢あかして作っただけあって怖こわいお化け屋や敷しきだねぇ』

『ひぅっ！　こ、コわいデす！』

　これも気が動転してる感じが出てる。声としては許容範はん囲いだ。

　なんだか採点をしてるみたいでドキドキするな。

『ま、まもって、くださいね。信じてますから』

　お。今のはかなりいい声だった。癒いやされる。俺もこんなこと言われてみたい。

　……って、そういや、この前のクエストで言われたんだった。うむ。

『た、頼りになります』

　今のもよかった。これも言われた気がする。練習の成果が出てるのかな。

　正直、総合評価としてはまだまだだ。ネットでの評価も散々である。

　それでも……心に残る何かがあった。人によって違うだろうから一いち概がいには言えないだろうけど、俺と似たような感想を持っている者はネットにぽつぽつと現れている。

『次回もお楽しみに！』『次もよろしくです！』

　少し思うところがあって、俺は便せんとシャープペンシルを取り、机に向かった。

　しかし、いざ書き出そうとすると若干気き恥はずかしくて、手が止まってしまう。子供の時のように勢いで書き出すことができない。

　そんな風に悩なやんでいると、この日もまたスマホが細やかに震えた。

『今日はどうでしたか!?』というメッセージの下に、今度はわくわくしたスタンプだ。

『うん。今日もよくなってたよ。特訓の成果が出てると思う』

『今回は手応えがあったんです。その……まだまだですけど、先せん輩ぱいや監かん督とくさんにもちょっとだけ褒ほめられました！　リテイクも少なかったんですよ』

『自信を持っていいと思うよ。朱音はもっともっと大勢の人を笑顔にできるからね』

　すると、しばらくメッセージが止まった。新しいのが来なくなる。寝ねちゃったのかな？

　と思ったら、二分ぐらいして、

『照れちゃいます……』と、それに準じたスタンプが貼られた。

　どうやら反応に相当悩んだらしい。布団を被かぶった照れ顔の朱音が容易に想像できる。

『それでは、おやすみなさい。また、明日！』

『うん、おやすみなさい』

　努力は実を結びつつある。だけど、少しずつ欲よくが出てきてしまう。

　もっともっと彼女は遥はるか先のステージで輝かがやけるはずだ、と。




　　　　◇　　◇　　◇




　学校が終わり、今日も《エモオン》にログインして、ネーアとスペルを撃ち合っていた。

「演技の練習は前回で終わりじゃなかったの？」

　どりが不満そうに小さな溜ため息いきと共に漏もらす。

「前回のクエストは、あくまであの時点での総決算だよ。成長したら、またその都度、段階を踏ふんでいかないといけないしね」

「ぶー」

「ぶーたれるなって……」

　どりを不ふ機き嫌げんにさせている特訓だが、ネーアの滑舌はここにきて素晴らしい伸のびっぷりを見せている。嚙かむことも稀まれになってきたし、補正率も大体二倍を示すようになってきた。

〈ソーサレス〉としての成長が著しい。俺たちの中では桁けたの違う火力を持っている。

　きっとネーアはただ自信がなかっただけなのだ。一段ずつ階段を上っていけば、人並みの成長はできるだけの素養は持っている。逆に言えば、どれだけ正規の指導を受けてこなかったのか……って話でもあるのだけど。

「炎ほのおの精せい霊れいよ──生を焦こがせし爆炎、魔まを断ち截きる戟ほことなりて、我が腕かいなに輻ふく輳そうせよ。〈フレイムアーティラリィ〉！」

「炎の精霊よ──生を焦がせし爆炎、魔を断ち截る戟となりて、我が腕に輻輳せよ。〈フレイムアーティラリィ〉！」

　俺の放ったスペルも上手く相殺しているし、実に順調である。

　ただ、プロの声優であれば、常に四倍の補正にはなってほしい。できれば四・五倍以上は安定して出せるようになって欲しいところだ。由ゆ希きこと雪那ことスノウは、そのレベルにあるからな……。スペルの最高補正率、五・二倍はスノウが出してたはずだ。

　でも……これでネーアが放送部に入ってくれる日も遠くないな！

　放送部に入ってくれたら、どんなラジオやろうかな。俺はツッコミ役に徹てつする感じで、手紙を読んでもらう感じにしてもらおうか。ふたりだし、軽いゲーム的なコーナーも作れるよな。流すＢＧＭもネーアの趣しゆ味みが入るし、本当に夢が広がるね！

　そんな未来の放送に夢を馳はせていると──。

「見つけましたわ！」

　ひとりの少女の甲かん高だかい声が、閑かん静せいな森林の中に木霊こだまする。

　一いつ斉せいに振ふり返ると、そこにはひとりの少女がいた。

　以前、スノウが来た時にいた金きん髪ぱつでツインの縦ロール。忘れようもない髪かみ型がただ。

　一部にミスリルが使われた軽装鎧よろいに、魔ま力りよくの籠こもった剣を腰こしに下げている。スペルと剣、両方をこなせる前衛職だ。俺の〈シャドウナイト〉とは違う〈スマートナイト〉だ。

　どりは首を振り、ジルは肩かたを竦すくめ、ピーチズは首を傾かしげる。

　だが、ネーアだけは目を見開いていた。

「あ、アリスちゃん？」

「そうですわ！　高こう坂さか亜ア理リ寿ス、ここにあり！」

　高らかに宣言して、『ペナルティ　Ｃ』のホログラフィーが表示された。

「な、なんですの!?」

「そりゃ自分のと言えど本名をゲーム内で喋しやべったら、どんな時であれペナルティだろ」

　ジルが呆あきれた顔と口調で言う。

「しまったですの！」

　間の抜けた子らしい。どうもネーアの知り合いらしいが、好意的には見えなかった。

「と・に・か・く！　ここで会ったが百年目、ですわ！　というか前に会った時にあなた、黙だまってましたわね！　とざ──っと本名はダメでしたわね。ここでの名前は」

「ね、ネーアだよ、アリスちゃん」

「ネーア！　ネーアね！　ここで会ったが百年目、ですわ！」

　テイクツー入った。しかし、ネーアがアリスと言っても『ペナルティ』にならないってことは、つまり高坂亜理寿が本名で、アリスがプレイヤーネームってことか。

　高坂亜理寿といえば、ネーア──兎沢響と共に『ラブコメゲーム』に出てる声優だけど。

「ど、どうしたの。アリスちゃん」

「さっきから思ってたのですけど、アリスちゃんと言われる筋合いはないですわ！」

「じゃ、じゃあ、アリスちゃま？」

「馬ば鹿かにしてますの!?」

　全然話が進まない。結局、何をしに来たんだ。この子は。

「で、あなた、ネーアに何の用よ。早くして」

　どりが苛いらついてきたのか、先を促うながした。

「そう！　用はこの子にあるんですのよ！」

「そりゃ、誰だれが見たってわかるわよ！　用件を言えって言ってんの！」

　どりが斧おのについた穂ほ先さきを突つきつける。アリスはビビったようにネーアの背後に隠かくれた。

「な、なんなんですの!?　この人！　野や蛮ばん人ですわ。猿えん人じんですの!?」

　漂ただようへっぽこ臭しゆうがすごい。話が進まないと思ったのか、どりは斧を背中に戻もどした。

　改めて、アリスとネーアが向かい合う。

「わたくしはあなたに文句を言いに来ましたの！」

「文句……って？」

　ネーアにも心当たりがないのか首を傾げた。




「次のアニメの新ヒロイン、わたくしに内定していたのに、あなたが横からかっ攫さらってどういうつもりですの!?」




　どりも、ピーチズも、目を見開く。ジルはどんな顔か、よくわからないけど。

　にしても、『アニメ』『新ヒロイン』『かっ攫った』。どうにもきな臭くさい話のようだ。

「まあまあ、抑おさえてくれよ。まずは話を……」

　俺が堪たまらず仲裁に入ると──。

「殿との方がたは黙っててくださる？　風の精霊よ──空が纏まとう漸を滅めつし、聖なる加護に飢うえ、乾かわいた大地を薙なぎ払はらえ！　〈ウインドブレード〉！」

　いきなり風のスペルが飛んできた。鋭えい利りな風の刃やいばが俺に襲おそいかかってくる。

「いきなりかよ！　風の精霊よ──空が纏う漸を滅し、聖なる加護に飢え、乾いた大地を薙ぎ払え。〈ウインドブレード〉！」

　相殺し、霧む散さんした。いや、僅わずかに俺の方が押されている。頰ほおに微かすかな傷がつけられた。

　補正率が高い。軽く三倍はあっただろう。威い力りよく、スピード共に詠えい唱しようとして申し分ない。

　俺と同等か、それ以上だ。少なくともネーアよりも格段に上の実力を持っている。

「あなたのおかげで、わたくしのヒロインがおじゃんになってしまいましたのよ！」

「そ、そう言われても……き、決めたのは事務所の人たちだし……」

「問答御ご無む用ようですの！　あなたが断れば済む話だったでしょう!?　あなたがいない間、その役目を埋うめてきたのはわたくしですわ！　それを復帰したからって掠かすめ取って！」

「うう。でも……。そんなこと言われても……」

　少しずつ話が見えてきた。彼女──アリスは自分に決まっていたはずのヒロインのキャスティングを降ろされてしまったことに不満なのだ。ただ、これは彼女たち自身で解決されるべき問題ではない。アニメのキャスティングに関しては、上層部側──政治の問題だ。

　声優に限らず、キャストは言われれば従うしかない。何よりも理由もなくヒロインを断るなどしたら、新人声優などすぐに干されてしまう。事務所の信用問題にも関わるはずだ。

　だから、アリスの言っていることは理り不ふ尽じんで、どうしようもないいちゃもんに過ぎない。

　それでも感情的には収まらないだろう。俺だって彼女の立場なら納得いかないはずだ。

「あらあら。どうしたのかしら？」

「あっ、由希お姉様──じゃなかった、スノウお姉様」

　そこへさらにスノウが来客としてやってきた。純白の髪かみが華か麗れいに棚たな引びいている。

「喧けん嘩かはダメよ、アリス」

「で、でも！」

　そして、スノウはネーアに視線を向けた。

「こんにちは。ここではネーアちゃん、でいいのよね」

「は、はい……。お世話になってます、スノウ先輩……」

　スノウが現れたことで、どうにか喧嘩は収まった。

「ありがとうな、スノウ」

「アオガさん、ごめんなさいね。うちのギルドメンバーが騒さわがせてしまって」

「いや、別にいいよ。でも、これって……」

「そうね。正直、解決したことにはなってないわ」

　アリスは収まりがつかないだろう。特にアリスの演技力は、ネーアのそれを上回っていた。先ほどの詠唱だけでも、その一いつ端たんがわかるほどだ。実力が明らかに下の者にヒロイン役を後から奪うばわれれば、そりゃあ世界を呪のろいたくもなるし、ネーアを恨うらむのもわかる。

「じゃあ、こうしましょうか」

　スノウが悪戯いたずらっぽい表情を浮うかべて指を立てた。

「アリスとネーアちゃんで、決けつ闘とうをしましょう」

「え？」

　俺の口から素っ頓とん狂きような声が出てしまった。

「スペルのみを使用の詠唱勝負。負けた方が、ヒロインを諦あきらめる……で、どうかしら？」

「やります！」

　アリスは一にも二にもなく承しよう諾だくした。

「え。いや、でも、諦めるったって、そんなのできるの？」

　俺がそう指し摘てきすると、スノウは小さく笑う。

「わたしも出演するアニメだから意見は通るし」

「いやいやいや。無茶苦茶すぎる」

「無茶苦茶言い出してるのは彼女の事務所だもの。釘くぎを刺さす意味でも多少はね。アリスはさすがに可哀かわい想そうだと思ってるし。巻き込まれたネーアちゃんも迷めい惑わくはしてるだろうけど」

　スノウ自身もキャスティングに思うところがあるということか。

「で、でも、レベルが違ちがいますけど……」

　ネーアが言うと、スノウは首を振る。

「ステータスはアクセサリーを使って同一にするわ。なら後は詠唱勝負になるでしょ？」

「で、でも……」

　スノウが目を細め、氷のような視線で鋭するどく睨にらんだ。

「覚かく悟ごを決めなさい。乗り越こえられなければ、あなたにヒロインを演じる資格はないわ」

　ネーアが飼い主に突き放されたような寂さびしそうな表情になる。ネーア自身もアリスを押しのけて、ヒロインになったことに居心地の悪さはあるのだろう。

　だから、自分自身を納得させなければならない。そうする必要があるのだ、彼女には。

「わかり、ました」

　こうしてネーアも決闘を受じゆ諾だくし、勝負は一週間後に決まった。








QUEST No.011　ライバルに勝利せよ！









　高こう坂さか亜ア理リ寿ス。

　声優デビューは三年前で人気もある。他の声優たちと一いつ緒しよに歌も出していた。

　演技力も歌唱力も声優としては並と言えるが、まだ高校生なだけに伸のびしろがあった。

　ただ、ファンからの評価は『地味』『デビュー作のキャラしかやれない』と辛しん辣らつだ。

　デビュー作のヒロインの演技評価は高い。が、以降も似たようなキャラを続けており、どのキャラも似たり寄ったりの声で演じていた。昨日聞いた限りじゃ、芝しば居いの幅はばが狭せまそうには見えなかったから、彼女はその声をスタッフに求められているのかもしれない。

　ともかく、ネーアとアリスが一週間後に勝負をするのは決まってしまった。

「ど、どうしたら……どうしたら……」

　ネーアはまるで馬ば房ぼうで回る馬みたいに部屋の中をぐるぐる回っている。

「落ち着きなさいって。回っててもどうしようもないでしょ」

「でもでも、どりさん！」

「デモも、ストもないの。決まった以上はやるしかないじゃない。いつもアオとやってるみたいにやればいいのよ。むしろ、ネーアが声優だったことにビックリだわ」

「はうっ……」

「アオは……知ってたのよね」

「悪いな。あんまり必要以上に言いふらすのは避さけたかったんだ」

「それはいいわよ。ともかく、やらなきゃいけないんでしょ」

　そう。決まった以上はやればいい。正論だ。

「でもさ。あのアリスって子、相当強いスペル撃うたなかったかい？」

「短い中で、ジルはよく見てるな。俺も咄とつ嗟さに相殺したけど、補正率は高かったな。俺よりも詠唱、上手うまいかもしれない。ま、相手は曲がりなりにも声のプロだしな」

　すると、ネーアが立ち眩くらみを起こしたようにふらついた。

「もう、ダメです……。アオガくんと同レベルなんて……勝てっこないです……」

「諦めるには早いよ、ネーア」

「あ、アオガくん」

　不安そうな瞳ひとみ。もうすでに負けている目だ。ゲルナデーモンを倒たおした時の目とは程遠い。

「勝負が今日明日なら確かに勝ち目はないかもしれない。でも、期限は一週間あるんだ。それまでできる限りのことをやろう」

「……できる、限りのこと」

「絶対に勝たせてみせる……なんてカッコいいことは言えないけど、少しでも近づこう」

　ネーアに必要なのは自信で、アリスに必要なのは納得だ。ネーアがヒロインを演じきるに相応ふさわしい実力さえ伴ともなえば、アリスとて納得をしてくれるだろう。あとは政治の問題だ。

「わ、わかりました」

　それでもネーアは少し希望を持てたのか、瞳に輝かがやきを少しずつ取り戻していった。

「それじゃ、さっそく特訓をしよう。詠唱、千本やって、今日はログアウトしようか」

　桁けた違ちがいの数字だったからか、ちょっとだけ輝きが翳かげったが、それでも両の拳こぶしを握にぎる。

「実力差のある人に勝とうと思ったら、今まで以上のことをしなきゃね」

「は、はい」と言って、ネーアは控ひかえめに頷うなずいた。




　詠唱勝負というのは、詠唱の呂ろ律れつもさることながら、スペルの知識にも左右される。

「だ、だから、属性同士の相性とか、スペル自体の強さも大事ですよね？」

　ネーアが不安げに問うてくる。

「うん。それは合ってはいるけど……」

　炎ほのおのスペルを打ち消すのに、水のスペルであれば同じ力は必要ない。まともにぶつかれば水のスペルの方が強い。同じ属性のスペルがぶつかった場合は威力が強い方が勝つ。

　詠唱勝負自体は、そういう知識を競う場でもある。

「だけど、それはしっかりと補正率を上げられる詠唱をできるようになってからだよ」

　そもそもこの勝負は詠唱勝負と言うよりも、演技力の勝負なのだ。

　スペルの知識で勝ったとしても、アリスは納得しないだろう。

「……はい」

　少しばかりネーアは不満そうだが、それでも詠唱をよくすることに反対はしなかった。

「炎の精せい霊れいよ──」

「炎の精霊よ──」

　森の中で俺たちは詠唱による相殺を行う。

　ネーアの詠唱は少なくとも、補正率をマイナスにすることはない。

　しかし、しばらくやっていてもどうにもネーアの詠唱がよくならなかった。集中力を欠いているのか、詠唱を嚙かみ、俺のスペルをまともに喰くらうことも結構ある。

「まーたネーアの服燃やして。そういう趣しゆ味みってどうかと思うんだけど」

「まあ、男はいつだって女の肌はだを見たいもんさ。ケチケチせずに見せるところは見せてもいいんじゃないのかい？　ショーツやブラのひとつやふたつ、安いもんさ」

「どり、ジル！　勝手なこと言わない！」

　いや、女子の肌を見たいのは否定はしないけど。でも、俺が段階的に使える強いスペルは炎しかないから仕方ないんだよ。器用貧びん乏ぼうの〈シャドウナイト〉を舐なめないでほしい。

「ネーア。ちょっと休きゆう憩けいしようか」

　ここ二日ほど、ネーアは塞ふさぎ込みがちだ。学校でもいつにも増して喋しやべらなかったし。

「勝たなきゃ……勝たなきゃ……」

　休憩中も、まるで自分に言い聞かせるように呟つぶやいている。

「……ネーア、それ呪じゆ詛そみたいなんだけど」

「どり、聞こえてないと思うよ」

　この集中力を詠えい唱しようの方に向けられればすごいと思うんだけど。

　実際、ゲルナデーモンの時の補正率は俺の予想を遥かに超こえていたんだけどな。

「で、アオ。実際のところ、勝算はどうなの？」

「……ゲルナデーモンの時と同じパフォーマンスを五分間続けられれば」

「あの時のネーア、すごかったもんね。本当にこの世界の〈ソーサレス〉に見えたもの」

　なりきっていた。この世界においてはなりきった者が一番強い。

　恥はずかしい。面めん倒どうくさい。そういう気持ちを投げ捨て世界に溶とけ込む者が勝者なのだ。

　だからこそ、このゲームは現実の話題を嫌きらうのだろう。現実のテストや現実のアーティスト、その他諸々現実の会話をされたら、なりきっている者はどうしても白けてしまう。

　少しでもこの世界に溶け込んでもらうために、クエスト中のリアル話をペナルティという形で制限をしているのだ。元々、クエスト中以外でもペナルティをつけようという話だったらしいが、さすがに制約が厳しすぎるということでなくなったらしい。

　それは『この世界は面白い。でも、この世界に入り込めば、もっと面白くなるよ』という開発者からのメッセージのようにも思う。

「勝たなきゃ……」

　ネーアは再び自分を縛しばる頑がん強きような鉄てつ鎖さのような呪詛を囁ささやいた。
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　勝負が決まってから三日が経たったものの成果は芳かんばしくない。むしろ、詠唱が悪くなっている。嚙むのもそうだし、抑よく揚ようもなく、流れるように言えなくなっていた。

　まるで歯車を一個ダメにした機械のように、全体がおかしくなってしまっている。

　詠唱のやり取りを交わしていると、先行きを暗示するみたいに空から雨まで降ってきた。

「……休憩しよう」

「だ、ダメです。まだ……ダメです。まだアリスちゃんに勝てるほどじゃありません」

「根を詰つめすぎだよ。もしかして、俺が言ったこと以上のことをよそでやってない？」

　そう問うとネーアはビクリと身体からだを震ふるわせた。どうやら図星らしい。

「道理でちょっと変な癖くせがついてるな、って思ったら……」

「ひ、ひとりで夜中にログインして、やってました……」

「無茶しすぎだよ。練習のしすぎは逆効果だ。あんまり眠ねむってないんじゃないのかな？」

「ね、眠ってる暇ひまはないんです……」

　うーん。意固地になってる部分もあるのかな。

「眠るのは重要だよ。寝ねるってのは記き憶おくの整理をすることだからね。寝ないとダメだったことをずっと引き摺ずっちゃうから」

「でも……」

「とにかく、休憩」

　一いつ旦たん、休憩することにして、俺たちは雨から逃にげるように幹の下に座りこんだ。ここなら葉っぱが雨水を防いでくれる。しかし、雨足は抑おさえきれないほど強くなっていった。

　強きよう烈れつなゲリラ豪ごう雨うが周囲を壁かべのように取り囲む。

「……アオガくん」

　ネーアが深刻そうな顔になった。

「どうかした？」

「やっぱり、強いスペル、教えてください。このままじゃ勝てないです。だったら……」

「無詠唱で補正なしのスペルを使うってこと？」

　躊躇ためらいがちに頷くネーア。

「……前も言ったかもしれないけど、これはただの詠唱勝負じゃない。演技力勝負も兼かねた、君とアリスの演技の勝負だ。彼女を納得させなきゃ意味がない」

「わ、わかってます。で、でも、負けたくないんです！　勝たなきゃいけないんです！」

　その覚かく悟ごは痛いほど伝わってくる。

　彼女はいつも俺が休憩しようと言わない限り、根気よくやり続けるぐらいだからな。

「ダメだ。ここで逃げたら意味がない。というよりも、今以上にレベルの高いスペルは無詠唱じゃ発動させられないよ。自分以上にレベルの高いスペルは、詠唱あってこそ発動できる。でも、流りゆう暢ちように詠唱できないと反動ダメージが自身に向かう」

　俺の言葉に、ネーアが絶望的な表情を作る。

「じゃ、じゃあ、レベルを……！」

「レベルを上げてもステータスはアクセサリーで揃そろえられる。スノウが言ってただろ？」

「でも、でも……！」

「ネーア」

　少し強めの口調で彼女の言葉を遮さえぎるように言う。

「今の短い詠唱すら満足に言えないなら意味がない。ただの自じ爆ばくにしかならないよ」

　彼女はかつてないほど焦あせっている。それでも今は、自身のポテンシャルを信じて、少しでも詠唱をよくするしかないのだ。急がば回れ、である。




「あ、アオガくんには、わからないんです！　私の気持ちが！」




　だが、ネーアは瞳に涙なみだを溜ためて怯おびえたように訴うつたえてくる。いつも以上に強い感情が伝わってきた。ネーアも自分がそんなことを言ったことに驚おどろいているように見えた。

　そして、ネーアは顔を俯うつむかせ、ホログラフィーを操作し、ログアウトしてしまう。

「……指導って難しいな」

　元々、まだ指導できるような立場じゃないことはわかってる。それでも彼女に可能性を感じてしまって、少しでも少しでもと理想を求めるようになってしまった。

「こういう時、どうすりゃいいんだろうな……」

　自分の経験のなさと情けなさに溜ため息いきしか出なかった。
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『で、わたしに相談、と。珍めずらしいね、蒼あお影かげさんがこうして電話かけてきてくれるなんて。いつもわたしの方から電話しないと相手してくれないのに』

　ログアウトしてから、ついついネーアの先せん輩ぱいであるスノウこと、雪せつ那なに連れん絡らくしてしまった。今回のことについて話せるのは、彼女ぐらいしか思いつかない。

「そんなこと言われてもな。むしろ、俺はなんでネーアが雪那に師事しないのかがわからないよ。同じ声優なんだろ？」

『そうだね。でも、似たような歳としってのもあるし』

「俺とネーアなんて同年代だぞ」

『そういえば』

　雪那が電話口の向こうで小さく笑う。

「笑うなって」

『ごめんごめん。でも、彼女とは事務所が違ちがうから、わたしに師事するってのは色々と問題があると思います。わたしがよくても、マネージャーとか上はいい顔しないだろうからね。それならうちの事務所の後こう輩はいを鍛きたえてねって話になるし』

「そりゃそうか……。そうだよなぁ」

『まあ、わたしも若すぎて後輩なんていないんだけどね』

　少し寂さびしそうな口調で言う。だからこそ、アリスやネーアが別事務所の後輩だとしても可愛かわいがっているのかもしれないな。

「実際のところ、ネーアが負けたら本気でヒロイン役を差し替かえるつもりなのか？」

『あら？　もしかして、その辺りの撤てつ回かいをしてほしいってこと？』

　若干、期待していた節はある。あるいは冗じよう談だんだと思いたい。

『冗談じゃないからね。わたしはやると言ったらやる女だよ？　というよりも、彼女自身にヒロイン役をやめさせてください、って言わせると思う』

　本気の声色だった。背筋に氷柱つららでも差し込まれたかのように身体が震える。

『彼女が絶対に拒きよ否ひをすれば、キャスティングはアリスに戻もどるわ』

「でも、それじゃネーアは信用を失うって」

『うん。もう二度と声優の世界には復帰できないでしょうね』

　いつものように穏おだやかな口調で、冷れい徹てつにはっきりと言う。

『彼女にはトレーニングやマネジメントも含ふくめて複雑な事情があったにせよ、耐たえきれなくなって声優を一時的に休養してしまった。それは厳然なる事実で色んな人が迷めい惑わくしたでしょうね。そこをアリスが必死に埋うめたのも事実なの』

「つまり、もう二度目はない……ってことか」

『でも、わたしは手心は加えないからね？　なんだかんだで、声優として矜きよう恃じを持ってやってるし？　蒼影さんだって……わたしの立場になったら、そうするでしょ？』

「そこまで冷たくはならないかな」

『えーっ。ひどーい。ハシゴ外したー！　わたし、ただの悪い冷血女じゃないですかー』

「冗談だよ。よい冷血女だと思うから」

『変わってなーい！　訂てい正せいを求めます！』

「ま、それは勝負が終わった後でな」

　通話終しゆう了りよう後、雪那からぷんすか怒おこったスタンプが送られてきた。まあ許してもらおう。
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　学校に登校すると、朱あか音ねは休みだった。

「えー。宇う佐さ美み朱音さんは風邪かぜでお休みということです」

　今日、学校で説得しようと思ったのに……。

　昨日、寝る前に『話をしよう』って送ったのが、精神的な負荷になったのだろうか。

「それは浮うわ気きのバレた亭てい主しゆが、妻に謝る時みたいだぞ」

「慰なぐさめにもならないフォローをありがとう。桃もも華か」

　しかし、詠唱勝負は明々後日しあさつてだ。風邪じゃログインもできないし、どうしようもないけど、それでもリアル側でもやれることはあるはずだ。彼女の呪じゆ縛ばくを解かなきゃいけない。

　授業も終わり、放課後になって俺は先生から朱音の住所を聞き出した。情報漏もらしたらコロス、と言われたが、口は堅かたい方だ。

　一応、スーパーでお見み舞まい用の果物を購こう入にゆうし、朱音の家に向かう。

　住宅街の立ち並ぶ中に綺き麗れいな二階建ての一いつ軒けん家やがあった。表札に宇佐美と書いてある。

　そんな詮無きことを考えながら、俺はインターホンを押した。

『はーい。どなたですか？』

　朱音の声ではない。お母さんの声かな？

「長なが尾お蒼影と申します。朱音さんのクラスメイトなのですが」

『あらあらあらあら。まあまあまあ。どうぞどうぞ、あがってあがって』

　門の鍵かぎがカチャリと開く音がした。一いつ般ぱん家庭にしては広い庭に、石を敷しき詰められてできた庭道を歩いて玄げん関かんの前に立つと、向こうから開けてくれる。

　玄関から現れたのは、朱音によく似た若い女性だった。

　そう言えば、お姉さんがいるって言ってたっけ。

「どうぞどうぞ。汚きたないところですが、どうぞ上がっていって」

「は、はあ。ありがとうございます」

　勢いに乗せられて家の中に入ってしまった。

「あなたが蒼影くんかー。いつも朱音から聞いてるわ。すごいすごいって。うん。初めて見たけど面構えからして違うわね」

「ありがとうございます。恐きよう縮しゆくです」

「うーん。わたしが二十歳若くて結けつ婚こんしてなかったら、放っておかないのになー」

　……え？　二十歳若かったら？　結婚してなかったら？

「……え、え。それって。まさか、お、お母さん、ですか!?　お姉さんじゃなくて!?」

「あらやだ、お姉さんだなんて。おじょーず。若い時からお世辞なんてダメよー」

「いやいやいやいや！」

　若すぎる。絶対にこの人若すぎる。この人が経産婦とかちょっと信じられない。

「それで、今日はどうしたのかしら？」

「あ、ああ。えっと。朱音さんが今日、風邪で休んだので、少々心配に」

「風邪、じゃないんだけどね」

　リビングに案内されるがままになり、俺はそのままテーブルについてしまった。

「絶対に学校行かないって言い張ってねー。転校して気分も一新、よくなったと思ったんだけど。我が儘ままを許すのはよくないんだけど、あの子が強く言うのって、本当に久々で」

「じゃあ、病気じゃないんですか？」

「風邪は引いてないわ。引いてるとしたら、心の方かしらね。やっぱりあの子には、声優復帰なんて早すぎたのだと思うのだけど」

　子役をやってたからわかるが、俳優も声優も、やはり表おもて舞ぶ台たいに立つ側だ。

　だからこそ、ネットでは批評の的に晒さらされる。善意のものもあれば悪意あるものもある。

　俺も子役で何度かＣＭに出たが、当時の雪那と共演しただけで罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐あらしだった。子供ながら世の中、ロリコンだらけじゃねぇか！　と憤いきどおったことも一度や二度ではない。

「あなたに治してもらえるのかしら？」

「誠心誠意、努力します。そのために来ましたから」

「嬉うれしい答えね。じゃ、これあげるわ」

　一本の鍵を手て渡わたされた。

「これは……」

「あの子の部屋の鍵よ。それじゃ、お願いします」

　ウインクされてしまった。超ちよう似合ってる。……本当にこの人、お姉さんじゃないの？




　階段を上って二階、その隅すみの部屋が朱音の部屋らしい。実際、木製の扉とびらに可愛らしいポップな文字で『あかねのへや！』と書かれたネームプレートがぶら下げられている。

　コンコンと二回ノックした。しかし、反応がない……。

「朱音ー。俺だ。ちょっと話を聞いてほしいんだけど……」

　やはり何も物音がしない。お母さんから『もしかしたら寝ねてるかもしれないけど、そのまま入っちゃっていいわよ』と言われたが……。

　女子の部屋に入るのなんて、翠みどり以外ないんだよな。

　とはいえ、恥はずかしがったり、ビビったりしていても何も始まらない。

　俺は鍵を扉の鍵かぎ穴あなに差し込んだ。スッと回すと、カチャリと音が鳴った。

「お、お邪じや魔ましますー」

　ゆっくりと扉を開けて中へ入る。部屋はカーテンが閉め切られ、電気もついておらず暗かった。少し見み渡わたすとベッドの上にこんもりと膨ふくらみがある。朱音が寝ているらしい。

　よくよく考えたら起きるまで外とかで待たせてもらった方がよかったかなぁと後こう悔かいしつつ、どうしようか考えていると──。

「お母さん、なにー。燃えるゴミならそこにまとまってるよー」

　朱音が寝ぼけたような、蚊かが鳴くほどの小さな声を出す。

　そして、ベッドから起き上がった。毛布が捲まくり上がり、朱音の姿が露あらわになる。

　上じよう半はん身しん裸はだかだった。俺は目を逸そらすべきなのに、逸らすことができなかった。

「……アオガくん？　はう、夢？」

　まだ寝ぼけているのか、《エモオン》での名前で俺を呼ぶ。

「……あれ？　私、まだログイン中だっけ？　あれぇ……」

　金かな縛しばりに遭あったかのように動けなかった。今すぐにこの部屋を出なくてはならない。

　だというのに初めての部屋やら朱音の裸やら色々な初めての状じよう況きようが、足に神経を正しく伝えてくれない。というか、膝ひざがくがく震ふるえてるんですけど！

「制服……？　蒼影くん……？　ん～。私の部屋、だよね。天てん井じよう見慣れてるし……」

　声の内容から少しずつ覚かく醒せいしつつあるらしい。

　そして──。

「な、な、なななななな、なんで蒼影くんがここにいるのーっ！」

「ご、ごめん！　い、い、いや、み、見舞いに来てて！」

　朱音は胸を隠かくしながら、声を出す制限時間も忘れて悲鳴をあげる。

「と、とにかく、い、い、い、い、一いつ旦たん、部屋の外に出てください！　服着ますから！」

「はいっ！」

　俺は半ば四つん這ばいのようになって、這ほう々ほうの体で部屋を出た。扉を閉めると、バッタンバッタン音がし始める。タンスの開ける音や動く音がひっきりなしに鳴り響ひびいた。

「ゆ、ゆっくりでいいよー」

　と、言うだけ言っておいたが、慌あわただしさの音は変わらない。

　しばらくすると、音が止まり、ドアがカチャリと開く。

　何かを誤ご魔ま化かすように笑顔の朱音が出てきた。若干、息いき遣づかいが荒あらく肩かたで息をしている。

「ど、どうぞ」

「あ、ああ」

　部屋に入ると、先ほどとは一変していた。しっかりとベッドメイクされ、多少散らかり気味だったのに綺麗に片付いている。微び妙みようにタンスから衣服がはみ出てるけど……。

「はーい。お茶ですよー」

　そこへ見計らったかのように、お母さんが登場。お盆ぼんを持って部屋に入ってきた。
















　テーブルに麦茶と羊よう羹かんが置かれる。

「お、お母さん。なんで鍵かぎ渡わたしたの？」

「ずる休みした罰ばつです」

「うぐっ……。じゃあ、なんで寝てる時に。私がああいう風に寝てるの知ってるでしょ」

「全ぜん裸らで寝てること？　それも、ずる休みした罰です」

「はうっ。ずる休みの罰、きつすぎです……。もうお嫁よめに行けない……」

「蒼影くんに貰もらってもらえばいいじゃない」

「なるほど。蒼影くんに責任を取ってもらうと」

「全部丸聞こえなんですが……」

　朱音の声は小さいけど、聞き取れないというほどではなかった。

「それじゃ、ごゆっくり～」

　そして、お母さんは去っていった。大きく溜ため息いきを吐つく朱音。

「あのさ。あの人って、お姉さんじゃないの？」

「正しよう真しん正しよう銘めい、母です。よく若いとは言われてますけど」

　翠のお母さんも若く見えるけど、あの人はそれに比ひ肩けんするレベルだ。

「そ、それで。な、何しに来たんですか？」

　朱音が話を自ら本題に戻もどし、若干警けい戒かい気味に言う。

「風邪って言われてたからね。心配だったんだよ」

「……そう、ですか」

「どうする？　事情を話せば、勝負を延期してもらえるかもしれないけど」

　言っててなんだが正直、望み薄うすだろう。

　雪那はプロ根性の塊かたまりである。自己管理も勝負の内と切り捨てるはずだ。

「私、どうすればいいんですか……」

　擦かすれるような声で、懇こん願がんするように言う。

「この勝負、負けたら、もう声優ができないのに……。どれだけ練習しても上手うまくならないし……なんで、努力してるのに……」

「努力は噓うそを吐かないなんて言うけど、それは正しい努力をした時だけ言える言葉だよ」

　朱音ははっとしたように目をぱちくりさせる。

「極きよく端たんなことを言えば、腕うで相撲ずもうで強くなるために、足を鍛きたえる人はいないだろう？」

「じゃあ……正しい努力ってどうすればいいんですか」

「それは俺にもわからないよ。その人の体格によっても変わるから、人のやってることをそのままなぞればいいってものでもない。皆みな、自分に最適の努力を探して、見つけて、そして能力を花咲さかせていくから」

「今までの私の努力は間ま違ちがってたんですか。蒼影くんとの練習は無む駄だだったんですか？」

「朱音はちょっと極端すぎなんだよ。正しい努力や間違った努力は、０と１で存在してるわけじゃない。二割ぐらいは合ってるかもしれない。五割ぐらい間違っているかもしれない。だから暗あん中ちゆう模も索さくして人の意見を参考にしながら、少しでも正しい努力にしていくんだ」

　朱音は真面目な表情で、次の言葉を待っていた。

「ただ、努力でも明らかに間違ったものがある」

「それは……？」

「楽しめていないこと。苦しいだけの練習なんて集中力が続かない。やっても効果は薄い。だから、ここ最近の朱音の練習は身になっていないだろう？」

　躊躇ためらいがちに、悔くやしそうに小さく頷うなずく。

「練習は辛つらいです。キツいです。泣きたくなります……。蒼影くんは違うんですか？」

「そりゃ、練習は辛いし、キツいし、泣きたくなるよ。コーチを恨うらんだことだってある」

「じゃあ……」

「それを楽しくするのは……未来の想像だよ。この練習を乗り越こえれば、新しい自分になれる。次のステージに進むことができる。もっと実力を付けることができるってね。努力の積み重ねっていうのは、そういうことだと俺は思うんだ」

「それは……蒼影くんだからじゃないんですか？」

　そう。たぶん、俺だから言えることだ。これは理想論でしかない。

　俺は恵めぐまれていた。尊敬できる師し匠しようもいたし、切せつ磋さ琢たく磨まできるライバルたちもいた。

　だからこそ、自分の実力が上がっていることが自覚できた。

　だけど……そんな理想的な環かん境きようでも、ちょっとしたすれ違いで間違いは起こるのだ。

「俺もね。今の朱音みたいに無茶して、がむしゃらに練習してたことがあるんだよ。少しでも上手くなりたいってね。師匠に内ない緒しよで無茶な練習を重ねてた。あの頃ころは何のために練習してるのか曖あい昧まいだったな。上手くなって皆を演技で楽しませる練習のはずなのに、それがいつの間にか上手くなることだけが目的の練習になってた」

　俺は右足を擦さする。

「結果として、俺は足を壊こわしたんだよね」

　よくわからない長ったらしい病名だったことは覚えている。根治が難しいという話も。

「未いまだに俺は現実だと全力で演技することができないんだ」

「も、もしかして、私を追い掛かけた時に転んだのって……」

「はは、恥ずかしい話だけどね。体育は男女別だから見てないと思うけど、俺は体育で激しく動く運動をしてないんだよ。日常生活に困らない程度には回復したけどね」

　すると、ネーアは驚おどろいた顔で詰つめ寄よってきた。

「そ、そんな身体からだで、あんな無茶してたんですか!?」

「朱音を捕つかまえたかったからね。朱音の悩なやみを解決できるなら、足の一本ぐらい安いよ」

「わ、私の、ために……？　そ、そんなことしても蒼影くんには何のメリットも……」

「俺にメリットはいっぱいあるよ。曲がりなりにも指導させてもらってる身だからね」

　放送部に入ってもらう約束もしているわけだしね。

「だけど、それだけじゃない。これは俺のエゴだけど、俺は君が成長した姿を見たい。だから、俺は君をどんなことがあっても絶対に見捨てたりはしないよ」

　すると、朱音が仄ほのかに頰ほおを染め、口を引き結んで黙だまり込む。少し呆ほうけたように、俺を熱っぽく見ていた。……ちょっと恥ずかしいことを口走ってしまったが……今いま更さらだ。

「だから無茶をして、身体をおかしくするようなことにはなってほしくない。あんな練習をしてたら、身体だけじゃなくて、心の方が参っちゃうからね」

「でも、私はがむしゃらに努力するしかなくって……。どうやって努力をすればいいのか」

　きっと練習がそうだったのだろう。正しい努力のための良りよう循じゆん環かんを忘れてしまったのだ。

「俺も一時期、似たようなことを思ってたよ。でも、放送部に入る前に思い出したんだ。俺が演技をする理由を」

「……理由、ですか？」

「単純だけど、俺が演技をするのは、皆を笑顔にしたいからだった。親だったり、翠だったり……お客さんだったり。それがわかったから、俺はそれができるであろう放送部に入った。今は本気で動けないけど、声なら出せるからね。朱音は、どう？」

　俺の問いに、朱音の目が少しずつ澄すんでいく。まるで子供のようにキラキラと。

「私も同じです。声を出すと、皆が喜んでくれたから……」

　それを彼女は否定された。その声はメディアに乗って、悪あく辣らつな言葉となって返ってきた。

「……今はどうかな」

「え？」

「朱音は、今までそういう想像をできなかったかもしれない。でも、今はどりもピーチズもジルも、そして俺も見てる。君の成長をしっかりと実感してる。それでもまだ成長を実感できない？　成長した自分を──未来の自分を想像できない？」

　すると、朱音はブンブンと首を振ふった。

「そんなこと、ないです。私、初めて自分が上手くなったんだって実感ができました」

「俺の目から見ても、朱音の声はよくなってきてる。焦あせることはないよ。元々、いいものを持ってるんだから。後はそれを引き出すだけだ。階段は一段ずつ上っていけばいい」

「私に秘められた淫いん乱らん性を引き出す的な!?」

「だからそっちに行くのはダメ！」

　それでもまあ、朱音が下ネタを言い始めるのはいい傾けい向こうかもしれない。……きっと。

「あと三日。一いつ緒しよに頑がん張ばろう。朱音。一歩でも次の自分になるために」

　そう言うと、朱音の瞳ひとみに輝かがやきが戻ってきた。冬を耐たえた春の新緑が芽め吹ぶくように力強く。

「はいっ。頑張ります！　蒼影くんと一緒なら、きっと後こう悔かいしないと思いますから」

「特訓が終わったら……秘策を教えるよ。飛びっきり難しいけど、効果抜ばつ群ぐんの詠えい唱しようをね」

　すると、朱音は楽しそうに力強く頷いた。




　　　　◇　　◇　　◇




　街の中には、巨きよ大だいなドーム施し設せつがある。

　イベントが行われる時などによく使われるイベントホールだ。普ふ段だんは特に何があるわけでもなく閑かん散さんとしていることが多い。しかし、この日はドーム外がい縁えんに設置された観客席に大勢の人が集まっていた。最前列にはどりやピーチズ、ジルがいるだろう。

　俺とネーアは戦いを行う平へい坦たんに整地されている土のフィールド側にいる。俺は参加するわけじゃないが、セコンドのようなものだ。一応、助言は認められている。

「今から声優たちによる詠唱勝負を行いまーす！」

　スノウがスペルで音量を増ぞう幅ふくし、ドーム全体に響ひびき渡わたるような声を出す。

　どうやら今回の勝負の実じつ況きようを務めてくれるらしい。忙いそがしいという割には、何時間もログインしてる辺り、案外暇ひまなのか？　もしかして。

「さて。ひとり目はお嬢じよう様さま役はお手の物!?　ご存じ、アリスちゃんです！」

　一際高い歓かん声せいが鳴り響く。結構、人気あるんだな。

　紹しよう介かいされたアリスが手を振って応えていた。笑顔もバッチリ決まっている。

「そして、もうひとり。こちらは諸事情で名前を明かせません！　でも、声優ですよ！　ネーアちゃんです！」

　ネーアが紹介される。

「ほら、何かパフォーマンスをした方がいいんじゃない？」

　俺が言うと、ネーアは困った顔をした。

「な、何をすればいいですかね。ストリップとか？」

「……たぶん、この勝負がネーアの不戦敗になるからやめた方がいいよ。頭を下げるぐらいでいいんじゃない？」

「は、はい」

　ネーアは律りち儀ぎに四方八方に頭を下げる。観客から拍はく手しゆがまばらに響いた。

「両者、前へ！」

　フィールドの中央に行くよう促うながされる。

「ほら。ネーア。自信を持って行ってこい」

「はい！」

　ふたりがスノウの傍そばに行き、そこで向かい合う。

「逃にげずにわたくしの前に立ったことは素直に褒ほめて差し上げますわ。ま、せいぜい、わたくしの引き立て役になってくださいまし」

　それに対してネーアは、アリスの目を見返した。

「絶対に、負けません」

「ま、生意気な……。その鼻っ柱、すぐに叩たたき折って差し上げますわ」

　フンと顔を逸そらすアリス。

「では両者。白線が引かれている場所まで下がって」

　ふたりがそれぞれ言われた場所まで下がる。この線は詠唱勝負の内容によって上下するが、今回はスタンダードなものだ。距きよ離りが離はなれていないと詠唱勝負は面白くないしな。

　この線より前に出てしまうと、その時点で敗北だ。

「両者、準備はイイですか？　じゃあ──デュエルスタート！」

　スノウによって決戦の幕が切って落とされる。

「風の精せい霊れいよ──神速を以もつて音を超こえよ、幾いく千せんたる風の為い政せい、凄せい惨さんなる刃やいばを此こ処こに！　〈ワールウインド〉！」

　まずはアリスが仕し掛かけた。アリスがネーアに向けた剣けんからスペルが放たれる。

　風の矢は一いつ瞬しゆんでネーアの身体を貫つらぬいた。ネーアが相殺する間もない。

「すげぇ速はええ」「風のスペルは元々速いけど」「詠唱で速さに補正を振ってるんだわ」

　観客たちがどよめく。そして、拍手が巻き起こった。今の詠唱は流りゆう暢ちようで韻いんを踏ふむようで素晴らしかった。敵ながら聞き惚ほれてしまいそうだったほどだ。

「ネーア！　怯ひるまないでいい！　速さに振ってる分、威い力りよくは大したことない！」

「はいっ！」

「威力は大したことないなんて、言ってくれるじゃありませんの！　風の精霊よ──」

　アリスは再び、詠唱に掛かる。

「炎ほのおの精霊よ──美の炎来たれ、俄にわか雨あめの如ごとく降り注げ！　〈ルージュレイン〉」

　しかし、アリスの詠唱文は長い。その分、こちらは短さで勝負だ。

　短い分、詠唱も確実に正確に行える。

「風の精霊よ──神速を以て音を超えよ、幾千たる風の為政、凄惨なる刃を此処に！　〈ワールウインド〉！」

　風のスペルと炎のスペルがぶつかり合う。

　相性に関しては特に何もなかったはず。威力の高い方が弱い方を打ち消すだけだ。

「なっ！」

　威力はネーアの方が勝った。速度は遅おそくとも、ネーアは補正を攻こう撃げき力に振っている。

　アリスのスペルは速さに特化したものだ。詠唱でさらに速さを補正しているのだから、元の攻撃力は大したものではない。元々牽けん制せい用に使うスペルだ。

「やりますわね！　なら力で勝負ですわ！　あなたの得意な炎で圧あつ倒とうしてあげますの！」

　アリスが、再び剣を構える。

「炎の精霊よ──深しん淵えんより居い溢こぼれし、原初を滅す烈なる真紅、罪人を灰にせし業火を遣つかわし、害意の凡すべてを無に還かえせ！　〈クリムゾンバースト〉！」

　そして、ネーアが持つ中でも最も威力の高いスペルを使ってきた。

　それに合わせてネーアも杖つえを構える。

「炎の精霊よ──深淵より居溢れし、原初を滅す烈なる真紅、罪人を灰にせし業火を遣わし、害意の凡てを無に還せ。〈クリムゾンバースト〉」

　同じスペル。しかし、詠唱の速さ、流暢さではアリスの方が明らかに上だった。

　放たれた炎はフィールドを覆おおっていく。しかし、アリスの方には炎が少なく、火勢はネーア側のフィールドの方が強かった。ネーアのＨＰが一気に減ってしまう。

　ネーアのスペルはほぼ相殺されてしまった。攻撃判定がアリスにまで届いていない。

「どうしましたの!?　その程度ですの！　ヒロインの座はいただきですわー！」

　アリスの詠唱がさらに冴さえる。次々と飛んでいく火ひ弾だん。火の雨あめ霰あられのようだった。

　ネーアはすべてを相殺しきれない。徐じよ々じよに大勢はアリスの方に傾かたむきつつあった。

「ネーア！　もっと落ち着いて！　まだ大だい丈じよう夫ぶ！」

「はいっ！　炎の精霊よ──」

　ネーアは丁てい寧ねいに詠唱をこなし、すべてとはいかないまでも幾つかのスペルを相殺する。

　しかし、アリスの手数が多すぎた。ネーアの攻撃が向こうには届かない。

　それでも、ネーアは慌あわてない。その表情は崩くずれない。うっすらと笑顔を浮うかべている。

「対たい抗こうして詠唱しませんの!?　というか、余よ裕ゆうぶってられるのも今のうちだけですの！」

「──────────────」

「何をぶつぶつ言ってるのか知りませんけど、このまま決めさせてもらいますことよ！　炎の精霊よ──生を焦こがせし爆炎、魔まを断ち截きる戟ほことなりて、我が腕かいなに輻ふく輳そうせよ。〈フレイムアーティラリィ〉！」

　アリスの炎がネーアに襲おそいかかる。

「──────────────。炎の精霊よ──生を焦がせし爆炎、魔を断ち截る戟となりて、我が腕に輻輳せよ。〈フレイムアーティラリィ〉！」

　撃うった後に放っているため、どうしても詠唱のタイミングは遅くなる。かろうじて八割を相殺したぐらいだろう。二割は相殺しきれずに喰くらってしまった。

「────────────────」

　ＨＰは残り僅わずか。あと一いち撃げきでも喰らえば、もうライフはゼロになるだろう。

「はあっはあっ！　────────────────」

　割り込んで助けてあげたい気持ちに駆かられる。バフだけでもかけてあげたい。

　だけど、それはルール違い反はんだ。スノウはそれを見み逃のがすほど甘くない。

　俺にできることはただただ、祈いのり、見守ることだけだった。

「これで最後！　くたばりやがれですのー！　炎の精霊よ──」

　アリスが最後の詠唱を唱え始める。だが──彼女の余裕の笑顔はここまでだった。

　逆に、ネーアがニコッと笑みを浮かべる。

「な、なんですの、その笑顔は──」

「絶界より招く苛か烈れつなる赤に、慈じ悲ひも躊ちゆう躇ちよもなし、かの穢けがれた魂たましいに悉ことごとく焰ほのおの厄やくを齎もたらさん！」

　ネーアの杖に、巨大という言葉で形容するには少々物足りない、フィールドの半分を覆う炎が生まれた。轟ごう々ごうと燃え盛り、今にもすべてを焼き尽つくそうと漂ただよっている。

「んなっ！」

　さすがにアリスも度ど肝ぎもを抜ぬかれたようだった。

　あれは俺が最後に教えたスペル。練習が上手うまくいかなければ教えるつもりもなかった。これはネーアのレベルを超えたスペルであり、詠唱が上手くいかなければ発動すらしない。

　だが、それは発動した。完かん璧ぺきな詠唱が成功した証左である。

　さすがに観客たちも驚おどろきで目をひん剝むいていた。

「な、な、なんですの、その桁けた違ちがいの馬ば鹿かでかい炎は！」

「これが私に出せる全力だよ、アリスちゃん！」

「い、いつの間にそんなスペルを……。相殺に手て一いつ杯ぱいのはずじゃ……！」

「相殺の合間を縫ぬって、一文一文詠唱してたんだよ！」

　ディレイ──俺が教えた技術だ。

　詠唱の一文一文は、二秒ほど次の節を待機する。ただし、それは別のスペルの詠唱を唱えても、前のスペルがキャンセルされるわけではない。

　二秒で詠唱し、アリスのスペルを相殺し、途と切ぎれさせないように巨大スペルの次の節を詠唱。その繰くり返しでネーアは十節にも及およぶ、スペルを完成させたのだ。

「合間合間でそんな大がかりな詠唱をしてたって言いますの!?　しかも、笑いながら!?」

「楽しいからだよ。今はこうしてアリスちゃんと勝負できることが！　この勝負で、私はきっと今の自分よりも成長できるんだから！」

　ネーアはちゃんと俺の教えを刻み込んでくれていた。

　まったく、屈くつ託たくがない、今を全力で楽しんでいる微笑ほほえみ。

　そうだよ、ネーア。君は──笑顔が一番似合う。

　そして、楽しんでいる時の声が最も尊い女の子なのだから──！

「ぶちかませえええええええええええ、ネーアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

「はいっアオガくん！　行くよ、アリスちゃん！　〈カルネージスカーレットノヴァ〉！」

　まるで星が落ちるように、炎がアリスへと向かっていく。
















「深淵より居溢れし、原初を滅す烈なる真紅、罪人を灰にせし業火を遣わし、害意の凡てを無に還せ！　〈クリムゾンバースト〉」

　アリスは相殺をするべく、スペルを放つ。しかし、その程度のスペルではしっかりと詠えい唱しようされた〈カルネージスカーレットノヴァ〉を相殺するには至らない。

　火球はアリスに命中し、大だい爆ばく発はつを引き起こし、濛もう々もうと砂すな煙けむりを巻き起こす。

　その強大な威力はアリスのＨＰを一気にゼロにした。




「勝ちましたー！」

　煙けむりが晴れ、辛からくも勝利をもぎ取ったネーアが嬉うれしそうに俺に向かって手を振ふってきた。

　しかし、そんな風に喜んでいる中、向こうで蘇そ生せいされたアリスがゆっくりと立ち上がる。

「認めません……認めませんわー！　わたくしが、ヒロインをやるんですのー！」

　剣を構えると、ざわつきが大きくなった。

「風の精霊よ──神の勢せい威いすら凌りよう駕がし、凄せい風ふうなる古き恩おん恵けいを以もつて、彼の者に一いち陣じんの刃を重ねん！　〈テンペストシュート〉！」

　剣から生成された無数の風の刃が、ネーアに向かってくる。

「あ、アリスちゃん、何をやって──」

　スノウがすぐに防ぼう御ぎよスペルを展開するものの、不意打ちすぎて間に合わない。

　もちろん、ＭＰが尽きたであろうネーアにも相殺はできなかった。

「〈フライトロード〉！」

　俺は移動スキルを発動。大地を蹴けり上げることで神の如き速さを発揮する移動スキル。

　それで俺はネーアの前に立った。

「ネーア、後ろに隠かくれて！」

　アリスのスペルの壁かべとなる。こうなったら肉にく壁かべしかない。

　夥おびただしい数の刃が、俺の装備を斬きり裂さき、あっという間に俺のＨＰを削けずっていった。

　風の刃の洗礼が終わり、あとには静せい寂じやくが残される。

「なんで、あなたなのよ！　わたくしだって、いっぱいいっぱい努力してきたのに！」

　崩れるように膝ひざを突つくアリス。

「アリスちゃん……」

　申し訳なさそうな顔でネーアがアリスを見る。

　それを同情と取ったか、アリスはネーアを敵意の籠こもった目で睨にらんだ。

「アリス」

　俺は彼女の前に向かって歩く。すると、彼女は尻しり餅もちをついて転がった。

「な、何？　わ、わたくしに何をする気!?」

　怖こわがる彼女に俺は──手を差し出す。

「え……」

　キョトンとした顔をするアリス。

「いい詠唱だったよ。聞き惚れてしまうぐらいに」

　お世辞ではない。完全な本心だ。どうしても言わずにはいられなかった。

　彼女が同じ高校なら、放送部に入部してもらいたいぐらいだ。

「な、なんですの！　慰なぐさめなんていらないですわ！　負けたんですもの！」

「でも、格好よかったよ。だから、最後みたいな真似まねは君には似合わない。だから、胸を張ってほしい。君なら、すぐにヒロイン役を射止められると思うからね」

「……………………………………………………………………………………ぽっ」

　恥はずかしそうに頰ほおを染めるアリス。

「だから君が演じるヒロインを俺は楽しみにしてるから。言いたかったのは、それだけ」

　彼女は無言だった。言いたいことを言ったので、俺はネーアの下に戻もどる。

「あ、あの。私、やりましたよ」

「うん」

「まるで初めて達した時みたいに気持ちいいです！」

「……こういう時は場を弁わきまえような！」

　アリスもよかったのだが、ネーアの詠唱も惚ほれ惚ぼれするぐらい、いいものだった。

　いや、元々ネーアの、朱音の声には惚れていた。だから惚れ直したという方が正しい。

「ずっと、想像してました。アオガくんと一いつ緒しよに自分の勝つ姿を……。だから、きっと勝てたんです。練習が楽しかったんです」

「うん。それでいいんだよ。楽しくやれば、後こう悔かいなくやれればそれでいいんだ」

　そして、

「勝者、ネーアちゃん！」

　ネーアの勝利を告げるアナウンスが、高らかに会場に響ひびき渡わたった。








エピローグ









　今日の朱あか音ねは、一際機き嫌げんがよかった。

　昨日、勝ったというのもあるのだろうけど、

「えへへ」

　授業中にも笑っていて、そのせいで先生にまで怒おこられていた。

「もう少ししっかりしなさいよ、朱音ちゃん」

「はい、翠みどりさん！」

　しっかりしそうな気配がない。でも、実際、楽しいのだろうな。

『朱音ちゃんの演技、本当によくなっててスタッフの人たちも驚いてるんだよ。わたしからみればまだまだなんだけど、それでも可能性を感じるよね』

　とは、スノウこと雪せつ那なの言葉だ。

「まあ、朱音が勝ってくれて元の木もく阿あ弥みで収まってくれてよかったけどさ。キャスティング変へん更こうなんて色々とマズいだろ」

『あー。キャスティング変更の件ね。あれ噓うそ。あはははははは。一声優にそんなことできるわけないじゃない。無理無理無理のかたつむりー』

「いやいやいや、声優としてやるって言ってたじゃん！」

『ネタばらしすると蒼あお影かげさんは朱音ちゃんに言っちゃいそうだったからなぁ』

「じゃ、朱音が負けたらどうするつもりだったんだよ」

『その時は、ヒロインとして恥ずかしくないレベルになるまで地じ獄ごくの特訓かな』

「……負けなくてよかったわ」

　そんな会話もしていたのだが、これは朱音には秘密だ。

「桃もも華かさーん」

「なんだ」

「えへへ。呼んでみただけですー」

　以前に比べると、声も大きくなっている。

　このままいけば、きっと現実でもまともに声を出せるようになるだろう。

　俺としては、そろそろ朱音に放送部入部の言質を取っておきたいところだ。もちろん、本格的な始動は、声が完全に治ってからだけど。

　色々なことに安心した、そんな放課後──ひとつの嵐あらしはやってきた。

「ここにいましたのね！」

　アリスこと、高こう坂さか亜ア理リ寿スが掃そう除じをしている時にいきなりやってきたのだ。

　教室では「あれ、高坂亜理寿じゃね？」「お前よく知ってるな」などと噂うわさされている。

「探しましたわよ」

　別の学校の制服を着込んだ彼女は、俺の方へとずんずん歩いてくる。

「あ、朱音ならあっちだけど」

「違ちがいますわ。わたくしは、あなたに用があるんですの」

　そして、亜理寿は俺を指さし、




「あなた、わたくしの恋こい人びとになりなさい」




　とんでもないこと言ってませんかね……と、俺がまごついていると、さらに身を寄せる。

「恋人になりなさい、と言ってるの！　拒きよ否ひ権は認めません！　格好よかったよ、って言ってくれたあの言葉……一発で惚れてしまいました」

「いやいやいやいやいやいやいや！　現役声優がヤバいでしょ。それ問題発言でしょ!?」

「そんなもの構いません。わたくしのファンたちは温かく祝福してくれますわ。ヒロイン役を楽しみにしていると言いましたわね。わたくしがあなたのヒロインになりますのよ」

「とにもかくにも、性急すぎだ！」

「兵は拙せつ速そくを尊ぶんですのよ。何事にも速すぎるなどと言うことはありませんわ。わたくしは、すべてをあなたに捧ささげる覚かく悟ごで来たんですもの」

　そこに慌あわてた様子で朱音が割り込んできた。

「だ、ダメです！　蒼影くんは私のコーチなんですから！」

「別に朱音さんのコーチでも構いませんわよ。わたくしの恋人になるんですから」

「そんなチョロインでどうするんですか！　またチョロインかとか言われますよ！」

「チョロイン上等ですわ！　世はまさに大チョロイン時代ですのよ！」

「ダメったらダメですー！　初めてで別の穴を捧げちゃうぐらいダメダメですー！」

「だから、朱音。リアルでその発言はダメだって！」

　てんやわんやになりながら、俺の手を引っ張るふたり。腕うでが痛いんですが。

「絶対に渡さないんですから！」

　と、朱音とは思えないほど一際大きな声が、呆ぼう然ぜんとなっていた教室に響き渡った。








本当に伝えたいこと









　結局あの後、亜ア理リ寿スと喧けん嘩かになり、朱あか音ねは蒼あお影かげに伝えるべきことを忘れてしまった。

　でも、もうきっといつでも言えるはずだ。

　──だから、明日でもいいよね。

　自部屋で机の引き出しを開けて、封ふう筒とうを取り出した。中に入っている便せんを手に取る。

　そこには少しダイナミックに、だけど丁てい寧ねいな文字で、兎とみ沢ざわ響ひびきへの想いが書かれていた。

　それは唯ゆい一いつ、宇う佐さ美み朱音こと兎沢響に届いたファンレターだった。

　デビュー作の評価は本当に散々で、知らない人にまで悪意を向けられ、死にたいと思ったほどだった。そのせいで一時期は精神的に声が出なくなって、それでも無理矢理声を出そうとした結果、身体からだ的にも喉のどをやってしまい、声優業を離はなれざるを得なかった。

　それでも、続けようと思ったのは、このファンレターの存在があったから。これに触ふれているだけで、心が温かくなってくる。思い出せば思い出すほど、嬉しくなった。




『あなたの楽しく思う気持ちが、心に染みるほど伝わってくる、とてもいい声でした』




　この一文だけで、いつだって救われる。

　そして、差出人のことについても、僅わずかだが書かれていた。

　怪け我がをして俳優を諦あきらめようと思ったけど、声を聞いたおかげで気力を取り戻せたこと。

　オンラインゲーム──《エモーショナルオンライン》で演技の練習ができることがわかって、そっちで頑がん張ばっていること。




　そのプレイヤーネームが『アオガ』であること。




　喉を潰つぶしてしまった時、このことを思い出して、親に我が儘ままを言って《エモーショナルオンライン》に入らせてもらった。

　そこで右往左往していた時に助けてくれたのがアオガだった。

　書いてある容姿から何から、すべてアオガであることを理解した。会いたいと思ったから勢いに任せて入ったのだが、あの無数に人がいる中で会えるとは思っていなかった。

　彼からギルドに誘さそってもらった時は、本当に嬉うれしかった。

　そして、偶ぐう然ぜん──いや、運命は続く。

　まさか現実の方でまで一緒になれるなんて思ってもいなかった。

　──しかも、無茶な頼たのみだったはずなのに、引き受けてくれて……。

　楽しかった時の気持ちを思い出させてもらった。

　彼への思い。

　最初、それはただの興味だった。次に尊敬で……。でも、この気持ちはもう慕ぼ情じようだ。

　この恩は、返そうと思っても返せない。

　でも、少しずつ返していかなきゃいけない。

　だから、

　──明日は絶対に言おう。

「放送部に入部させてください」

　って。








デバッグルーム（あとがき）









　富士見ファンタジア文庫の読者の皆みな様さま、初めまして。あるいは、お久しぶりです。

　田た尾お典のり丈たけと申します。富士見さんでは、前作コンプリート・ノービス以来ですね。

　コンプリート・ノービスの最終巻が二〇一五年二月なので、丸々二年ぶりということになります。時が過ぎるのは速い。光こう陰いん矢のごとしとは言いますが、少しぐらい止まってくれて大だい丈じよう夫ぶです。そんな社しや畜ちくみたいに動くことないのに……。

　さて、今回の話もＭＭＯＲＰＧとなりました。

　懲こりないと言いますか、やっぱり書いてて面おも白しろいです。

　ＭＭＯＲＰＧモノを作ると、ゲーム側とリアル側で設定をそれぞれ設けないといけないので、手て間ま暇ひまも二倍と結構キツいのですが、それでもこうして本になるとつらさも吹ふっ飛びますね。

　ただ、前回と違ちがうのは主人公たちが切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きように置かれておらず、というよりもエンジョイ勢ということです。

　妹の魂たましいが囚とらわれているとか、（別レーベルの作品ですが）幼なじみが死んでるとか、そういうのはありません。

　ＳＡＴＵＢＡＴＵとしていない、ラブコメ全開のお話でございます。なので、肩かたの力を抜ぬいてキャラクターたちのあれやこれやを楽しんでもらえれば嬉うれしいです。

　また、サブタイトルに声優ってついてますけど、声優モノではありませんのでご注意を。

　本の読み方は人それぞれですが、私から強しいて言うとすれば、可愛かわいいヒロインたちのゲーム内とリアルのギャップに注目してほしいですね。そこがポイントです！




　それでは謝辞に参ります。

　文章から世界を紡つむいで、地に足が着きつつも、可愛らしいキャラクターを描えがいていただいたはる雪ゆき様。素す晴ばらしい表紙、口絵、挿さし絵え、本当にありがとうございました！

　この作品を書くにあたり、共に切せつ磋さ琢たく磨ました担当のＳ様。お手数をおかけしたと思いますが、こうして作品を書けて、それを完成させることができてホッとしています。

　また、この本を出版するにあたって関かかわったすべての皆様へ、厚く御お礼れい申し上げます。

　そして、最後に。この本を読んでくださった読者の皆様に、この上ない感謝を。


二〇一七年一月　










田尾典丈

●たおのりたけ



横浜生まれの横浜育ち。生粋のハマっ子。ゲームはデジタルもアナログも大好きです。今回の作品もゲームに因んだものになりました。といっても前作「コンプリート・ノービス」とは毛色が異なり、ラブコメ方面に振り切った作品となっております。こういうＶＲゲームがやってみたいので、早く開発されてほしいですね。出てきたら仕事が滞りそうですけど。


















カバー・口絵・本文イラスト／はる雪

デザイン／阿閉高尚










プロデュース・オンライン




棒ぼう声せい優ゆうはネトゲで変かわりたい。








田た尾お典のり丈たけ
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